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Ⅰ .はじめに

　大韓民国国立中央博物館とモンゴル国立歴史博

物館・モンゴル科学アカデミー考古学研究所 ( 前歴

史研究所 ) は "2001 年韓－蒙共同学術調査 " の一

環として 7 月 12 日から 8 月 28 日までモンゴル ア

ルハンガイ県
アイマク

バトツェンゲル郡
ソム

バヤン - オール村
バク

の

ホドギーン・トルゴイ匈奴古墳群 (Архангай аймаг, 

Батцэнгэл сум, Баян-Уул баг, Худгийн толгой) で共同

学術発掘調査を実施した。

　2001 年の調査は、既存調査と異なり発掘調査に
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先立ち予備調査を実施した。発掘対象の匈奴古墳群

の位置と範囲を確認し、電気的性質を利用した非破

壊物理探査方法を活用した。このような科学的調査

方法を活用したのは、匈奴墓の地下の埋葬状況をあ

らかじめ把握し、大まかな形態を予測し、発掘対象

の遺構を選定するためである。科学的調査方法を適

用するために上記の 3 機関と韓国地質資源研究院

が共同で、4 月 1 日から 4 月 13 日までホドギーン・

トルゴイ匈奴古墳群に対して物理探査を実施した

が、これは発掘調査のための予備調査の性格がある。

全 300 余基の古墳が分布する遺跡から、規模と平

面形態、保存状態、位置を考慮して、超大型墳 ( 瓢

形墳 )1 基、大型墳 1 基、中型墳 1 基を選定し、物

理探査を実施した。この探査結果をもとに発掘調査

団は具体的に発掘調査計画を策定し、2 ～ 3 ヶ月の

短期間に発掘調査を遂行できないことから超大型墳

を除外し、大型墓 1 基、中型墓 1 基、小型墓 2 基

の合計 4 基の匈奴墓を発掘調査した。

　春に実施した物理探査調査団と夏に実施した発掘

調査団の構成は以下の通りである。所属と役職は調

査当時である。

ホドギーン・トルゴイ匈奴墓物理探査 (2001.4.1 ～ 4.13)

＜大韓民国＞

調 査 団 長 ：李
イヒョンフン

栄勲이형훈 ( 国立中央博物館考古部長 )

責任調査員：尹
ユンヒョンウォン

炯 元윤형원 ( 韓国国立中央博物館考古部学芸研究士 )

調　査　員：ファンハクス황학수 ( 韓国地質資源研究院研究員 )

　　　　　　フアンセホ황세호 ( 韓国地質資源研究院研究員 )

調査補助員：皇甫チャンソ황보창소 ( 翰林大学校史学科卒業 )

＜モンゴル＞

調 査 団 長 ：S. イドシンノロフ С. Идшинноров( モンゴル国立歴史博物館館長 )

　　　　　　A. オチル А. Очир( モンゴル科学アカデミー歴史研究所考古学研究所長 )

責任調査員：D. ツェベーンドルジ Д. Цэвээндорж( モンゴル科学アカデミー歴史研究所考古学研究センター長 )

調　査　員：М . バヤルサイハン М.Баярсайхан( モンゴル科学アカデミー歴史研究所研究員 )

　　　　　　G. エレグゼン Г.Рэгзэн( モンゴル国立歴史博物館研究員 )

通　訳 ：Ts. ツェレンドルジ Ц. Цэрэндорж( モンゴル科学アカデミー歴史研究所研究員 )

調査補助員：N. バトボルド Н.Ватболд( モンゴル科学アカデミー歴史研究所研究員 )

　　　　　　G. ツェンゲル Г. Цэнгэл( モンゴル科学アカデミー歴史研究所発掘団員 )

運　転　手：D. モロン Д. Молор、B. ダシゼベグ Б. Дашзэвэг、B. バトバヤル Б. Батбаяр

ホドギーン・トルゴイ匈奴墓発掘調査 (2001.7.12 ～ 8.28)

＜大韓民国＞

調査団長：李
イヒョンフン

栄勲이형훈 ( 国立中央博物館考古部長 )

調査委員：イサンキュ이상규 ( 韓国地質資源研究院 技術開発作業団長 )

　　　　　李
イピョンレ

平來이평래 ( 韓国外国語大学校教授 )　　　　宋
ソンウィジョン

義政송의정 ( 国立光州博物館学芸研究官 )

責任調査員：尹
ユンヒョンウォン

炯 元윤형원 ( 韓国国立中央博物館考古部学芸研究士 )

調　査　員：チャンチェグン장제근 ( 国立済州博物館学芸研究士 )

調査補助員：皇
ファンポ

甫チャンソ황보창소 ( 翰林大学校史学科卒業 )

　　　　　　梁
ヤンシウン

思恩양시은 ( ソウル大学校考古美術学科大学院 )

　　　　　　韓
ハンチソン

志仙絅지선 ( 中央大学校史学科大学院 )

＜モンゴル＞

調 査 団 長：Ch. ダライ Ч.Далай( モンゴル科学アカデミー歴史研究所長 )

　　　　　　S. イドシンノロフ С. Идшинноров( モンゴル国立歴史博物館長 )

責任調査員 ：D.ツェベーンドルジД. Цэвээндорж(モンゴル科学アカデミー歴史研究所考古学センター所長)
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　2001 年春と夏に実施したモンゴル ホドギー

ン・トルゴイ匈奴墳に対する調査報告書の刊行は

尹
ユンヒョンウォン

炯 元が中心となって担当し、作業進行の過程で

参与した研究スタッフは次の通りである。

　出土遺物と人骨の処理・復元作業は皇甫チャンソ・

韓
ハンチソン

志仙・全
チョンマンフィ

萬煕전만희と韓国博物館外のボランティ

アメンバーらが行った。遺構図面は皇
ファンポ

甫チャンソ・

ホウンヨン허은영が整理し、遺物実測と遺構・遺物

製図は皇
ファンポ

甫チャンソ・アンチソン・ホウンヨンが担

当した。アン・スタジオのアンクァンス안광수、チュ

イピルファン최필환が遺物写真を撮影し、図面と写

真編集は尹
ユンヒョンウォン

炯元・皇
ファンポ

甫チャンソ・ホウンヨンが担当

した。遺構と遺物論考は尹
ユンヒョンウォン

炯元・チャンチェグン장

제근・皇
ファンポ

甫チャンソとエレクゼンが作成し、考察論

考は尹
ユンヒョンウォン

炯元・エレグゼンが執筆した。

　あわせて、発掘調査した匈奴墓で出土した遺物の

保存処理は国立中央博物館保存科学室が担当した。

キムチョンオ김종오・イヨンフィ이용희の統括の下、

鉄器はチョンヘユン정혜윤、キムソウォン김소원、

キムミョンナム김명남が進め、漆器および骨で作ら

れた弓付属具はイヨンフィ・キムキョンス김경수、

人骨の顕微鏡撮影および X 線撮影は権
クォンヒョクナム

赫 南권혁남、

チョナムジョル조남철、樹種分析は金
キムスジョル

洙喆김수철が

行い、忠北大学校山林科学部の朴
パクウォンキュ

元圭박원규教授に

確認していただいた。

　匈奴墓で出土した 4 体の人骨に対する鑑定は、

B. ナラン (Б. Наран)( モンゴル科学アカデミー考古

学研究所 ) がひきうけ、付録の掲載論考を執筆し、

動物骨はバヤルサイハン ( モンゴル科学アカデミー

考古学研究所 ) が鑑定した。資料の年代測定はソウ

ル大学校基礎科学教育研究共同機器院 AMS 研究室

で分析した。

　翻訳作業は E. ホンゴルゾル (Э. Хонгорзул)、エ

レグゼンそしてツェベーンドルジが草稿を作成し、

李
イピョンレ

平來 ( 国民大学校研究教授、モンゴル歴史学 ) と

金
キムジェヒョン

宰 賢김재현 ( 東亜大学校考古美術学科教授、形

質人類学 ) が監修した。韓国語を英文に翻訳するこ

とはナムキョンフィ남경희 ( 国立中央博物館国際交

流担当 )、キムポムチョル김범철 ( アメリカピッツ

バーク大考古学博士課程 ) が監修した。

　2001 年、強い砂嵐と暴雪に遭遇し遭難状態に

至った物理探査、暑い夏の日に草原で行った発掘調

査、そして 2002 ～ 2003 年の 2 年間実施した遺物

処理と報告書刊行作業にあたり、「ホドギーン・ト

ルゴイ匈奴墓」に参加しご支援下さった全ての方々

に深く深謝いたします。

Ⅱ .調査地域選定と物理探査

　モンゴル地域に対する本格的な考古学的調査は、

ロシア ( 旧ソビエト連邦 ) で修学したモンゴル人学

者らが、ソ連・ハンガリーと共同学術調査を実施す

ることにより開始した。その後 90 年のモンゴル独

立以降、ロシア、フランス、ドイツ、ベルギー、イ

タリア、トルコ、アメリカ、日本など多くの国々が

調　査　員：M. バヤルサイハン М. Баярсайхан( モンゴル科学アカデミー歴史研究所研究員 )

G. エレグゼン Г. Рэгзэн( モンゴル国立歴史博物館研究員 )

B. オトゴンバータル Б.Отгонбаатар ( モンゴル科学アカデミー歴史研究所研究員 )

通　訳 ： Ts. ツェレンドルジ Ц. Цэрэндорж( モンゴル科学アカデミー歴史研究所研究員 )

調査補助員：G. ツェンゲル Г.Цэнгэл( モンゴル科学アカデミー歴史研究所発掘団員 )

G. ボロルバト Г.Болорбат( モンゴル国立師範大学歴史学科 4 学年 )

B. ナツァクドルジ Б.Нацагдорж( モンゴル国立師範大学体育学科卒業 )

J. バヤルサイハン Ж.Баярсайхан( モンゴル国立大学歴史学科 4 学年 )

M. ノムゴン М.Номгон( ウランバートル大学考古学科 3 学年 )

O. エルデネバヤル О.Эрдэнэбаяр( ウランバートル大学考古学科 3 学年 )

E. バトドルジ Э.Батдорж( ウランバートル大学考古学科 3 学年 )

D. ヤダムスレン Д.Ядамсүрэн( モンゴル国立師範大学化学科 4 学年 )

B. ナランツォグト Б.Наранцогт( モンゴル科学アカデミー歴史研究所発掘団員 )

調　理　師：G. チョローンツェツェグ Г.Чулуунцэцэг

運　転　手：D. モロル Д. Молор、B. ダシゼベグ Б. Дашзэвэг、B. ヤガーンバータル Б.Ягаанбаатар、B. ホス

バヤル Б.Хосбаяр
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モンゴルと合同調査団を組織し、モンゴル地域に対

する考古学的調査を実施した。大韓民国国立中央博

物館も民族の起源を探る北方文化研究を深化するた

めに、アジア大陸の中央部に位置するモンゴルでの

調査事業を 7 年間推進している。

　1997 年から大韓民国国立中央博物館とモンゴル

国立歴史博物館、モンゴル科学アカデミー歴史研究

所の 3 機関共同で始まった MON-SOL PROJECT は

「第一次 (1998 ～ 2001 年 ) 韓蒙共同学術調査協約」

締結を通して具体化された。1997 年にはモンゴル

科学アカデミー歴史研究所が把握しているセレンゲ

県
アイマク

(Сэлэнгэ)、ボルガン県
アイマク

(Булган)、ヘンティー 県
アイマク

(Хэнтий) に位置する遺跡を中心に現地調査を実施

した。調査された遺跡は旧石器～新石器時代の遺物

散布地 2 ヶ所、青銅器時代の墓葬遺跡 3 ヶ所、岩

画遺跡 2 ヶ所、鹿石遺跡 2 ヶ所、匈奴時代の墓葬

遺跡 2 ヶ所などである。1998 年の調査は、1997

年度に地表調査を通して確認したヘンティー県
アイマク

バト

シレート郡
ソム

(Батширээт сум) のウグルクチーン・ゴ

ル地域 (Өглөгчийн гол) で旧石器～新石器時代の石

器散布地 1 ヶ所、青銅器時代墓 1 基を発掘調査し、

周辺地域に対して地表調査を実施した。1999 年に

はモンゴル トゥブ県
アイマク

モングンモリト郡
ソム

(Төв аймаг, 

Мөнгөнморьт сум) のイフ・ホトル (Их хөтөл)、ホ

スティン・ボラク (Хустын булаг) でヘレクスル 1 基

とモンゴル時代墓 1 基、瓦窯 1 ヶ所を発掘調査した。

2000 年にはトゥブ県
アイマク

アルタンボラク郡
ソム

(Төв аймаг, 

Алтанбулаг сум) のモリン・トルゴイ遺跡 (Морин 

толгой) で匈奴時代の貴族墓 1 基と青銅器時代墓 1

基を発掘調査した。

　韓蒙共同学術調査団は 1997 年から 2000 年まで

モンゴルの多くの地域で多様な性格を有する遺跡を

対象に地表調査および発掘調査を実施し、蓄積した

経験と資料をもとに 2001 年には大型匈奴古墳群に

対する体系的な発掘調査を計画し、実行に移した。

　2001 年春になり、4 月 1 日から 13 日まで実施

した韓蒙共同学術調査の当初の計画は、モンゴル東

部地域の匈奴古墳群を調査することであった。この

地域は韓国の北部地域と相対的に距離が近く、韓半

島の古代文化と関連性がある東匈奴の墓を研究する

ためである。まず大型匈奴古墳群に対する物理探査

を実施し、探査資料をもとに 2001 年夏に実施する

発掘の綿密な計画を策定することが目的であった。

しかし、基本的な資料調査を終えモンゴル東部地域

のヘンティー県
アイマク

の大型匈奴古墳群に対する調査を期

待したものの、調査団がモンゴルに到着する数日前

から東モンゴル地域で家畜の口蹄疫が広がり、移動

や旅行が封鎖される状態になった。口蹄疫の発生は

遊牧を基盤とするモンゴルの生業経済に非常に深刻

な影響を及ぼすため、発病地域に対する統制は非常

に厳格に実施されていた。それゆえ調査団のヘン

ティー 県
アイマク

地域の調査は不可能となり、ウランバー

トル西側のアルハンガイ県
アイマク

の大型匈奴古墳群を調査

する計画に変更した。

　調査地域に選定されたホドギーン・トルゴイ古墳

群は、行政区域上ではアルハンガイ県
アイマク

バトツェンゲ

ル郡
ソム

に位置し、ウランバートルから西に約 450km

行った地域に位置する匈奴時代の古墳群である ( 図

面 1、彩版 6, 17)。この遺跡は 1981 年にモンゴル・

ソ連歴史文化共同調査団の青銅器・初期鉄器時代遺

跡調査団が発掘調査したが、正確な記録を確認する

ことができない。1987 年にはモンゴル・ハンガリー

共同調査団が 2 基の墓に対して発掘調査を実施し

ている。

　今回物理探査は、地表上からは正確に分からない

墓の規模と深度を科学的調査方法を活用して測定す

ることによって、墓の構造と排土量などをあらかじ

め把握し発掘調査に必要な調査期間、投入人力など

を正確に算出するという目的があった。探査方法は

人工的に大地に電流を流し、その発生した電位の大

きさを測定することによって地下の土壌の状態を把

握することができる電気比抵抗探査法を適用した

( 写真 5, 9-2, 14, 16~26)。

　物理探査が行われた地域のバトツェンゲル郡
ソム

は草

原からなる大部分のモンゴル地域とは異なり降水量

が多い方であり、北部は山林が鬱蒼とし、南部は肥

沃な牧草地帯で涼しい高原地帯であるため昔から多

くの遊牧民族が中心地域として居住した所である。

ホドギーン・トルゴイ匈奴古墳群は行政区域の上で

1
2

3

4
5

6

ロ シ ア
バイカル湖

モ ン ゴ ル

アルハンガイ県

中 国

1. ウランバートル
2. イフ・ホトル、
　ホスティン・ボラク
3. ノヨン・オール
4. モリン・トルゴイ
5. ハル・ホリン
6. ホドギーン・トルゴイ

図面 1. モンゴルの地図 (S=1/20,000,000)
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はアルハンガイ県
アイマク

バトツェンゲル郡
ソム

バヤン - オール

村
バク

(Архангай аймаг, Батцэнгэл сум, Баян-Уул баг) に

位置しており、北
ホイド

タミル川
ゴル

周辺では最も大きい匈奴

古墳群である。1987 年の調査記録には 306 基の

匈奴墓が分布することが報告されていたが、本調査

団が遺跡を測量して全体分布図を作成した結果、大

小 286 基の墓を確認できた。土壌が傾斜面に堆積

して墓を覆っているため地表上から確認できない墓

の数を考慮すると、さらに多くの墓が築造されてい

るものと推定される。遺跡の立地は北側の山から南

側に下る傾斜の緩やかな広い山麓に位置している。

山麓の東西には浅い谷が形成されており、北側と東

北側が山々に囲まれているのに対して南側は平坦面

になっており、西側には低い丘が広々と広がる草

原が形成されている。墓の分布状況はおおまかに北

東側から南西側に傾斜して分布しており、大きく 3

部分に分けられ、南東側と北側にある墓が比較的大

型・超大型クラスの墓に属し、その間には大型クラ

スの墓と小型クラスの墓が混在する様相である ( 図

面 2, 3, 6 、彩版 6, 13)。

　墓の平面形態は石を積み上げた円形環状で、遺構

中心には石が現れておらず土で満たされていた。墓

は大きさにしたがって超大型、大型、中型、小型に

区分することができ、超大型クラスは円形積石の高

さが約 1.0m 内外、直径が 25.0m に達することも

あり、2 基の墓が連接する双墳 ( 瓢形墳 ) もある。

大型クラスの墓は直径 10.0 ～ 15.0m 内外、中型墓

は 5.0 ～ 7.0m 内外、これ以下のものが小型に該当

する。中・小型墓は積石というより石を円形あるい

は隅丸方形にめぐらした形態で、土壌と草によって

覆われていた。古墳群中心の東北側端には四角形の

護石をめぐらした大型積石遺構 ( ヘレクスル ) が位

置している ( 図面 7, 27, 36, 42 、写真 29,96, 128, 

144)。

　物理探査は大型クラスの墓、中型クラスの墓を 1

基ずつ選定めるし、それぞれ物理探査 1 号、2 号、

3 号と命名した。調査した超大型クラスの墓は 2 基

の超大型墓が隣接した瓢形墳で、積石の直径は 20

余 m を超えている。大型クラスの墓の積石部直径

は約 10m に達し、大型クラスの墓の西北側に位置

する中型クラスの墓は平面が円形に近い隅丸方形

で、規模は東西 4.5m、南北 3.0m ほどである。

　それぞれの墓に斜交する測線を設定し探査作業を

実施した。探査測線を設定する過程では遺構の大き

さと方向を事前に知ることができず 2 本の測線を

斜交して設定したが、一般的には物理探査対象体と

斜交する方向ではなく直交する方向に設定した方が

より良い探査結果を導き出すことができる。

　物理探査 1 号、2 号、3 号墓の積石内部の直径は

それぞれ約 7.0m、5.0m、11.0m で、1 号墓および

2 号墓には斜交する 2 本の測線、瓢形墳の 3 号墓

には平行する 2 本の測線を設定した。各墓に対す

る双極子電極の間隔は墓の規模にしたがって分解能

を考慮し、2 号墓は 0.8m、1 号墓は 1.0m、そして

3 号墓は 1.5m に設定した。多様な電極間隔で資料

を取得しようとしたが、地表積石部のために電極設

置が難しく、予期しない気象変化で探査時間の制約

があり、各墓の規模と状態を考慮して電極間隔を設

定した ( 写真 14, 15)。モンゴル ホドギーン・トル

ゴイ匈奴墓の物理探査結果は本報告書の付録に掲載

している。

Ⅲ .アルハンガイ県の地域匈奴墓発掘略史

　モンゴルの西部に位置するアルハンガイ 県
アイマク

地域

( 図 1, 2) は多くの遺跡が分布する地域で、19 世紀

後半からモンゴルを訪れた外国の旅行者と研究者に

よって紹介された。一部は書籍として出版され、モ

ンゴルに対する好奇心と理解を促し大きな役割を果

たしたが、遺跡を総体的に概括する総合的な紹介

は行われなかった。特に、匈奴遺跡に対する場合が

それに該当し、アルハンガイ県
アイマク

の遺跡に対する学術

調査報告書と論文ですら、匈奴遺跡について特別に

扱った形跡は見られない。このことは匈奴遺跡に対

する関心と理解が不足していたためとみられる。

　匈奴遺跡に関連した学術的関心の始まりは 20 世

紀前半にノヨン・オール匈奴古墳群 (Ноён уул) が

発見されてからである。ノヨン・オール遺跡の発見

以後、本格的に匈奴に対する学術調査が始まり、考

古学的発掘調査を実施することにより匈奴文化の実

体が少しずつ注目されるようになった。しかしノヨ

ン・オール匈奴古墳群に対する発掘が実施された後、

1950 年代初めまでモンゴルの新たな匈奴遺跡はほ

とんど調査されなかった。このような現象は研究者

の不足のみでなく、匈奴遺跡に対する学問的関心が

持続しなかったことが反映していた。1950 年代に

ようやく当時のソ連から協力を受け、帰国したモン

ゴル人学者らによってモンゴル・ソ連共同調査が実

施され、匈奴遺跡に再び集中的に光があてられはじ
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1. ホドギーン・トルゴイ

2. ザミン・トルゴイ

3. エーズギーティン・ホジル

4. ソルビ・オール

5. ナイマー・トルゴイ

6. エメール・トルゴイ

7. ゴル・モド

8. バイシント (ゴル・モドⅡ)

9. ソル・トルゴイ

10. ヌフティーン・アム

11. エギーン・ゴル

12. ザラー・トルゴイ

13. オブゴント

14. サルヒト駅

15. ダルハン

16. ボローギーン・ソーリン

　  ( ボロー居住地 )

17. ノヨン・オール

18. ブルヒーン・ドルボルジン

19. ボル・ブルギーン・アム

20. ドーリク・ナルス

21. ヘルレン・バルス

22. デルゲルハーン・オール

23. ドールガ・オール

24. テレルジーン・ドルボルジン

25. ゴア・ドフ

26. バローン・ハイルハン

27. タリアト

28. モリン・トルゴイ

29. バヤン・オンジュール

30. バヤン

31. バガ・ガザリン・チョロー

32. タルバガタィン・アム

33. フーシーン・ホトル

34. オニトリト

35. テブシ・オール

36. バヤンボラク

37. ヒルギスト・ホーロイ

38. タヒルティン・ホトゴル

39. アバカン

40. ディレストゥイ、

　  チェリョムホヴァヤ・パジ、

　  イリモヴァヤ・パジ

41. ウラン・ウデ、イヴォルガ

42. 翁牛特旗

43. 西溝畔

44. 東勝市

45.ダバオ 

46.李家套子 

47. 倒墩子

土城

匈奴墓

ウランバートル

図面 4. 匈奴墓および土城分布図

基の墓の内部構造を説明すると、11 基の分類が困

難な墓を除いて、13 基の墓は石槨墓、2 基の墓が

木槨墓に分類された。被葬者の頭向はすべて北側を

向いていた。報告者は墓から出土した中国製青銅鏡

(TLV 鏡 ) を前漢時代と関連するものとした (2)。

　 ま た 1963 年 に エ ル デ ネ マ ン ダ ル 郡
ソム

(Эрдэнэмандал сум) のナイマー・トルゴイ (Наймаа 

толгой) でドルジスレンは D. ナバーン (Д.Наваан)、

ハンガリーの考古学者 I. エルデリ (I. Erdelyi) と共

に 1 基の墓を発掘し、翌年にまた同遺跡で 3 基の

墓を追加調査した。墓の埋葬方式のうち注目される

墓は、木槨内部から成人男女の人骨が各 1 体、子

供の骨 2 体が一緒に埋葬された状態で出土したも

のと、1 つの墓坑に層位を違えて 2 体の遺体が安置

されていたものである。発掘調査された墓 4 基で

確認された遺体の頭位は南東、北東、北の三方向が

あり、報告者は埋納された遺物の中の中国製銅鏡を

基準として B.C.1 世紀に編年した (3)。

　1971 年、モンゴル・ソ連歴史文化共同調査団の

青銅器・初期鉄器時代遺跡調査団がアルハンガイ

めた。

　考古学者 Ts. ドルジスレン (Ц. Доржсүрэн) と地

理学者 O. ナムナンスレン (О. Намнансүрэн) はア

ルハンガイ 県
アイマク

地方の匈奴墓の発掘調査を初めて

実施した学者である。1953 年にナムナンスレン

がハシャート郡
ソム

(Хашаат сум) のガショーニ・ゴル

(Гашууны гол) で破壊された小さな匈奴時代の墓を

発掘した (1)。ドルジスレンは 1953 年、1957 年の

2 度にわたってアルハンガイ県
アイマク

で地表調査を実施し

た。このうち最も大きな成果は 1957 年ハイルハン

郡
ソム

(Хайрхан сум) のフーニ川
ゴル

のゴル・モド (Хүний 

гол, Гол мод)、オルド・シベテイ (Урд шивэртэй)、デー

ド・シベテイ (Дээд шивэтэй) (3 つの名称で分けら

れているが、実際は 1 つの地域内に位置する古墳

群である ) で 300 余基の匈奴時代墓を発見し、超

大型クラスの墓 1 基の発掘調査を始めたが、最後

まで完掘せず、小型クラスの墓 26 基を発掘調査し

たことで満足した。 ドルジスレンはここに分布す

る墓の形態を墓道がある方形と石を低く積んで丸く

作った円形に区分した。ゴル・モドで発掘した 26
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県
アイマク

ハシャート郡
ソム

(Хашаат сум) のホタグ・オール遺

跡 (Хутаг уул) から 1 基の匈奴墓を発掘調査したが、

報告書が刊行されておらず調査内容を知ることがで

きない (4)。

　1974 年、モンゴル・ハンガリー共同調査団はナ

イマー・トルゴイ古墳群で 26 基の墓を平面図にお

こし、5 基の匈奴墓を選定して発掘調査した。直径

13.0m の円形積石をもつ大型クラスの墓と、3 基の

中型クラスの墓、直径 4.0m の小型墓が調査された。

出土した遺物は土器が大多数を占めており、その他

に轡、鉄鏃、鉄製帯金具、骨製帯具、鹿角などが発

見された。弓付属具と漆杯も発見され、2001 年韓

蒙共同調査団が発掘調査したホドギーン・トルゴイ

出土遺物と類似する様相もあり、両者間の関連性に

ついて研究が必要である。5 号墓からは両端が丸く

処理され端部分に釘が付いた板状鉄器が出土し、こ

れはノヨン・オールとイリミーン・アム (Ильмийн 

ам) の墓 ( 訳 1) で出土した遺物と類似し、報告者は腕

を保護する鎧の一種であるとした。発掘調査された

墓の中で頭位の判明した墓は 4 基で、墓道南東側

に頭を向けていた (5)。

　モンゴル・ソ連歴史文化共同調査団の青銅器・初

期鉄器時代遺跡調査団が 1978 年にバトツェンゲル

郡
ソム

のシベルティーン・アム (Шивэртийн ам) で 2 基

の墓を発掘調査した。出土遺物は帯金具、刀、鉄

鏃、土器等で (6)、1980 年バトツェンゲル郡
ソム

のソル

ビ・オール (Солби уул) で 3 基の墓を発掘調査し円

形木材、土器、鉄器、帯金具等の遺物を収集した
(7)。この調査団は1981年にバトツェンゲル郡

ソム

のエー

ズギーティーン・ホジル (Ээзгийтийн хужир) でも 6

基の匈奴墓を発掘調査し、ホドギーン・アム ( ホド

ギーン・トルゴイ : 当時ホドギーン・アムと命名さ

れていた ) でも 10 基の墓を調査した (8)。1983 年

にはナバーンと H. ヒャグバスレン (Х. Лхагвасүрэн)

がバトツェンゲル郡
ソム

のゴルワン・モドト・オール遺

跡 (Гурван модот уул) で 1 基の墓を発掘調査した (9)。

　1987 年、モンゴル・ハンガリー共同調査団を率

いたツェベーンドルジと I. エルデリはバトツェン

ゲル郡
ソム

のソルビ・オール遺跡で 2 基、ホドギーン・

トルゴイ遺跡で 2 基の匈奴墓を発掘調査し、エー

ズギーティーン・ホジル古墳群の遺跡平面図を作成

する一方、エルデネマンダル郡
ソム

(Эрдэнэмандал сум)

のナイマー・トルゴイで 11 基の匈奴墓を調査した。

発掘調査された匈奴墓の土坑長軸方向はホドギー

ン・トルゴイ 2 基、ソルビ・オール 2 基、ナイマー・

トルゴイ 6 基の墓で西北側から東南側へ向かって

おり、ナイマー・トルゴイ匈奴墓の 4 基は北側か

ら南側へ、他 1 基の土坑は東北側から西南側へ向

いていた。土坑の長軸方向と密接な関連のある頭位

は、盗掘による撹乱のために方向を判断できない遺

構もあった。しかし部分的ではあるが原位置にあっ

た人骨から頭位を考えると、ホドギーン・トルゴ

イ 20 号墓の頭位は西北側を指していた。報告者に

よると残りの墓の頭位は正確に把握できないと言及

している。同じくナイマー・トルゴイ 11 号墓から

は 2 体の人骨が出土したが、2 人の被葬者の関係は

明らかにすることができない。墓から出土した遺物

は土器、鉄器、各種骨で作った道具、ガラス玉、金

製耳飾等で、このうち土器と骨で作られた弓付属具

に刻まれた記号と鹿角 ( ナイマー・トルゴイの 6 基

の墓で出土 ) が注目される。さらに、重要な編年資

料である中国漢鏡と新の貨泉も出土した。調査者は

漢鏡と新の銅銭を根拠として、これら遺跡の時期を

A.D.1 ～ 3 世紀と編年した (10)。

　アルハンガイ 県
アイマク

地域の匈奴墓の調査は 1987 年

にモンゴル・ハンガリー共同調査団が発掘調査を実

施して以降、十数年間調査がなされなかったが、最

近新たに考古学的調査が始まった。蒙仏共同調査

団は 2000 年からハイルハン郡
ソム

(Хайрхан сум) のゴ

ル・モド匈奴古墳群 (Гол мод) の発掘調査を開始し、

2002 年に完了した。この調査団が発掘調査をはじ

めた墓は 1957 年にドルジスレンが発掘調査を開始

したものの完掘することができなかった超大型クラ

スの方形墓で、墓は造成直後に盗掘されていたが地

下 16.0m の深さで 2 重の木槨構造を確認し、重要

な発見があった。調査者らは墓の年代を A.D.20 ～

40 年に築造されたと推定し、墓の規模や副葬遺物

の性格からみて墓の主人は匈奴の単于と推定した。

この他にも周辺にある中小型墓 10 余基を共に調査

した (11)。2001 年には蒙米ハヌイ渓谷共同調査団

がエルデネマンダル郡
ソム

の地表調査を実施し、バイシ

ント地域 (Байшинт) で 200 余基の墓が密集してい

る匈奴古墳群を発見した (12)。同じくモンゴル国立

大学考古人類学科、モンゴル国立師範大学歴史学科

もアルハンガイ地域の匈奴古墳群で現地実習調査を

実施した。モンゴル国立大学考古人類学科は 2000

年バトツェンゲル郡
ソム

ソルビ・オール遺跡で 4 基、

2001 年エメール・トルゴイ遺跡 (Эмээл толгой) で
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7 基の墓を発掘調査し、2001 年モンゴル国立師範

大学歴史学科はタミリン・オラーン・ホショー ( ボ

ルハン・トルゴイ )(Тамирын улаан хошуу (Бурхан 

толгой)) の匈奴古墳群で 16 基の墓を発掘調査した。

まだ正式な発掘調査報告書が発刊されていないが、

すでに発刊された論文の内容をみると、エメール・

トルゴイ遺跡から高さ 30.0cm の青銅鍑と彫刻が施

された骨工芸品が出土し、タミリン・オラーン・ホ

ショーからはヨーロペオイドの人骨が出土した (13)。

　今までみてきたアルハンガイ 県
アイマク

地域の匈奴古墳

群に対する資料を総括してみると、十数ヶ所の遺

跡に大小古墳群が分布しており、全遺跡の墓数は

1500 基に達している。しかしアルハンガイ地域に

は大規模古墳群が多数存在するものの、いまだ城郭

遺跡が発見されていない ( 図面 4, 5)( 参考：アルハ

ンガイ 県
アイマク

匈奴古墳群一覧表 )。

　2001 年韓蒙共同学術調査団はホドギーン・トル

ゴイ古墳群で物理探査を実施し、大型墓 1 基を含

む全 4 基の匈奴時代墓を発掘調査した。同時に周

辺遺跡に対する地表調査と測量を実施し、墓の分布

図を作成した ( 図面 6, 47, 48)。ホドギーン・トル

ゴイで発掘調査が行われた状況をやや詳細にみて

みると、1981 年にモンゴル・ソ連歴史文化共同調

査団の V.V. ヴォルコフ (В. В. Волков) とナバーンが

10 余基の墓を発掘調査したことが知られるが、正

式な発掘調査報告書が発刊されておらず正確な内容

は分からない。

　1987 年にツェベーンドルジと I. エルデリが率い

たモンゴル・ハンガリー共同調査団は、1987 年に

ホドギーン・トルゴイで直径が 7.0m と 7.5m の中

型クラスの匈奴墓 2 基を発掘調査した。1 号墓は

石槨墓、2 号墓は木槨墓

であることが明らかにな

り、遺物は土器、骨製の

道具、鉄器、16 字の銘

文がある日光鏡、紡錘車、

鹿角柄の刀、鉄製鐙片、

雄鹿角と家畜の骨が入れ

られた土器などが出土し

た。埋葬主体部の人骨は

一部が散らばった状態で

あったが、頭位は南東側

を指しており、報告者は

墓の年代を A.D.1 ～ 3 世

紀と推定した (14)。しかし、この編年案は前漢時代

の日光鏡を後漢時代の遺物と誤って判断し、銅鏡

と銅銭の年代のみで遺構と遺跡の年代を決定してお

り、方法論的にも検討の余地がある。それゆえこの

墓は銅鏡の年代と土器等その他遺物の年代を考慮し

て、B.C.1 世紀とするのが妥当である。

Ⅳ .調査地域と調査過程

　ホドギーン・トルゴイ匈奴古墳群はアルハンガ

イ県
アイマク

バトツェンゲル郡
ソム

バヤン - オール村
バク

に位置し

ている。この遺跡はウランバートルから西に約

450km の距離に位置し、郡
ソム

所在地のバトツェン

ゲルから西北側に 23.0km、イフ・タミル郡
ソム

(Их 

тамир сум) から東側に約 60km 離れている ( 図面

遺跡名 位置 基数 発掘調査基数
1 ホドゥキン・トルゴイ バトツェンゲル郡 306 16
2 ソルビ・オール バトツェンゲル郡 160 9
3 エーズギーティン・ホジル バトツェンゲル郡 72 6
4 エメール・トルゴイ バトツェンゲル郡 16 7
5 ザミン・トルゴイ バトツェンゲル郡 60 なし
6 ゴル・モド ハイルハン郡 300 余基 35
7 オルト ハイルハン郡 - -
8 アル , ウブル・シベテイ ハイルハン郡 - 2
9 ホタグ・オール ハイルハン郡 - 1
10 バイシント エルデネマンダル郡 約 200 6
11 タミリン・オラーン・ホショー オギーノール郡 280 余基 16
12 ナイマー・トルゴイ エルデネマンダル郡 36 20
13 ガショーニ・ゴル ハイルハン郡 - 1
14 ゴルワン・モドト・オール バトツェンゲル郡 - 1

計 1430 余基 120 余基

アルハンガイ県匈奴古墳群一覧表

1 2

3

4 5

6

バトツェンゲル ソム

タミル川

北タミル川

1.ホドギーン・トルゴイ
2. ソルビ・オール
3. エーズギーティーン・ホジル
4. ザミン・トルゴイ
5. ツァツ洞窟
6. エメール・トルゴイ

図面 5　バトツェンゲル郡遺跡分布図
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1~3、彩版 17)。

　海抜高度が 1600m 以上のアルハンガ

イ 県
アイマク

地域は山麓地帯が多く、" ハンガ

イ "( 山脈 ) と呼ばれている。山には岩が

多く山頂には木が多くないが、北西面に

は落葉樹が育っている。天然の牧草地が

よく形成されており家畜放牧地が多く、

モンゴルの他地域に比べると河川数が多

く、水が豊かで良い土地として広く知ら

れている。高原地帯で気候は全体的に涼

しい方だが、日差しが強い日は地面が非

常に熱くなり、夜や明け方には非常にひ

んやりとし、日較温度差が甚だしい時に

は 40℃を行き来する。

　 ホ ド ギ ー ン・ ト ル ゴ イ 遺 跡 南 側

約 7.0km 地 点 に は 北
ホイド

タ ミ ル 河
ゴル

(Хойд 

Тамирын гол) が流れ、遺跡の西側には

丘と小さい山を境界にして小さな小川の

流れる広い平原が位置している。ホド

ギーン・トルゴイは南北に長くのびた緩

傾斜面で、南側に傾斜している。東西両

側には小さな谷があり、北側と東北側に

は高い山々が取り巻いているが、南側は緩傾斜の平

地である。ホドギーン・トルゴイに分布している

300 余基の墓はほとんどが北東側から南西側に向

かって傾斜した状態で分布しており、大きく 3 部

分に分けられ、主に超大型・大型墓は南東側と北側

に分布する。超大型クラスの墓は地表面の積石高が

1.0m ほどに達し、平均直径が 20.0 ～ 25.0m と遠

くからでも容易に認識することができる。中・小型

墓は積石がない石列の形態をしており、夏には草と

土に覆われて詳細に観察できないため確認が難しい

墓もある。大型クラスの墓は直径が 10.0 ～ 15.0m

程に達し、中形クラスは約 5.0 ～ 7.0m、小型クラ

スの墓は 3.0 ～ 4.0m である。遺跡の東の方には方

形護石と中心部に円形積石部がある大型ヘレクスル

がある ( 図面 6, 7、彩版 17、写真 29, 30, 96, 97, 

128, 144)。

　調査団は物理探査を実施した大型クラスの墓 1

基と中型クラスの墓 1 基、そして近隣の中型墓 1 基、

大型クラスの墓の調査過程で確認された小型クラス

の墓 1 基の 4 基の墓を発掘調査し、全体の遺構分

布図を作成するなど立体的な調査を実施した ( 図面

6, 47, 48)。

V. 調査内容

1. 1 号墓

(1) 遺構 ( 図面 7~14、彩版 20~27、写真 29~66)

　1 号墓はホドギーン・トルゴイ匈奴古墳群の東北

側に位置する大型クラスの墓である。墓中央の GPS

測定値は N47°50′766″、E101°43′604″で、海

抜高度は 1.656m である ( 図面 6、彩版 17)。

　墓積石部の平面形態は丸い環状をしている。表土

除去前の積石部の直径は南北 9.5m、東西 10.5m で、

表土除去後に現れた積石部の直径は、東西 11.1m、

南北 11.0m に拡大した。積石部が最も良く残って

いる部分は、その高度が地表面より約 0.7m ほど高

い。墓は南側に若干傾いた傾斜面に築造されてお

り、南側積石部が北側より厚くなっている。積石部

の縁には高い所の積石が低い所へと流れ落ち、その

範囲は築造当時より広くなっているものと考えられ

る。墓中央は積石がなく土のみで満たされていた。

超大型クラスの墓と一部の大型クラスの墓の中心部

は埋葬主体部の崩壊のために陥没した状態を呈する

ものもある。墓中心部を掘り下げると内部積石が現

れ、北西－南東方向に長方形に置かれていた。積石

←
←

3 号 (物理探査 )

4 号 ( 物理探査 )

1号 (物理探査･発掘調査 )

2 号 ( 物理探査･発掘調査 )

3 号 (発掘調査 )

発掘調査された墓

図面 6. ホドギーン・トルゴイ匈奴墓分布図
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の西北側に割石が不規則に散らばっており、初めは

1 号墓造成時かあるいは積石が流れ落ちたものと考

えたが、調査の結果 1 号墓とは別の墓と判明し、4

号墓と命名して精査を実施した。

　墓北側と北東側の積石部縁から土器底部片と口縁

片が収集された。このような例はすでに数々の匈奴

墓の調査で報告されており、埋葬儀礼と関連するも

のとみられる ( 図面 7)。

　調査区域は磁北を基準とし、積石部縁から外側に

1.0m ずつ拡張してグリッドで区画を設定して表土

除去作業を実施し、層位を把握するために墓中央部

に十字の土手を残して掘り下げた。表土は約 0.1 ～

0.15mの厚さで堆積状態は非常に安定しており、0.4

～ 0.5m ほどの深さに作られた遺構中心部の土壌は

黒色と暗黒褐色を帯び、時折木炭と灰が発見され、

これは木や動物の排泄物を焼いた痕跡と考えられる

( 図面 14、写真 32, 35)。

　深さ 70.0m ほどで土坑の遺構掘方ラインが確認

され、長軸は南東－北西を指しており、平面形は隅

丸長方形をしている。土坑内部を 20.0cm ほど土を

除去すると積石層が現れ、大きな石の間のわずか

な隙間を小さい石でふさいだ堅固な状態を呈してお

り、墓造成後に破壊されたり盗掘されたりした痕跡

はみられなかった。

　土坑の掘壙ライン内部を埋める大小の石の厚み

は約 2.0m で、下に 0.2m ほどの土壌層があり、約

2.7 ～ 2.9m の深さから 1 列の石列が現れた。この

面から土器片、骨片、木炭片などが土坑内部の西北

側で集中して出土した。石列と共に立てられた板石

3 枚が現れ、石槨の一部であると考えられたが、調

査の結果、木棺上を覆う横木を押さえつけた固定石

が木棺の崩壊のために陥没した状態なのであった。

石を除去すると横木の木質が明確に残っていた。南

東側壁にはタルバガンがあけたものとみられる非常

に大きな穴が土坑内部にまでつながっていた ( 図面

10, 11、写真 44~46-1)。

　深さ約 2.9m ほどで横木上部に置かれた鹿角と位

置が移動した被葬者の右側上腕骨が出土し、南側長

軸壁に接して歯が完全に遺存している下顎骨と土器

片が出土した。また北西側周辺で人骨、馬骨、羊骨、

土器片、少量の鉄片、そして織物片が出土した ( 図

面 11 、写真 46-2~51)。

　木槨は約 3.1m の深さで確認されはじめ、横木の

痕跡と共に一部人骨と土器片が出土した。頭蓋骨と

上腕骨、下肢骨など多くの骨が一部攪乱を受けて散

らばっており、原位置で出土した肩胛骨、手骨、腓

骨などの位置を考慮すると、埋葬当時被葬者の頭向

は南東側で、伸展葬されていたものと確認できた。

被葬者の腰部分から織物痕がついた鉄製円形環と銀

箔製品が、下半身側から木函に納められた織物とベ

ルト、服、靴の装飾品が出土した。被葬者右側で

は漆片、多様な形態の鉄鏃、木製鏃、青銅馬鐸、頭

飾と推定される異形青銅器と種子、轡、鋸、刀など

の各種鉄器、骨製弓製品などが出土した。出土した

弓は弓弭の位置からみて約 127cm の大きさである

と推定される。北西側壁附近出土土器を復元した結

果、壺形土器であった。遺物の取り上げ後木棺の底

板を除去すると、幅 0.1m の台木痕が 2 つ確認され

た。積石上部から土坑底までの深さは約 4.3m であ

る ( 図面 12 、写真 52~64)。

　墓内部ははじめ丸く広く一次掘壙を掘り、次に二

次的に木棺を安置する土坑を作っていた。一次掘壙

は地表下 0.7m の深さまで広く掘り下げており、長

軸方向が北西－南東の隅丸長方形の二次土坑は深さ

3.6m 地点まで土を掘り、台木を置いて木棺を安置

していた。副葬品は別に副葬空間を作っておらず、

木棺内部、被葬者右側に並べて置き、土器片は木棺

北西側隅から多量に収集されたことからみて、元来

の位置を知ることができる。

　木棺を安置した後木棺と土坑壁の間を充填した

が、調査過程で別途木棺蓋が確認されなかったこと

から木棺蓋のない上部に固定石で横木を押さえて置

いた後覆土したものと判断される。覆土は土と石を

繰り返し入れ、最後に土をかぶせた後、周囲に積石

をめぐらした。

　木棺の平面の大きさは、底板全体の大きさが長

2.0m、幅 1.0m、高 0.5m で、長方形の木板 4 枚を

組み立て底板としたことが分かる。側面の木棺壁板

は大部分腐食しており、何枚の木板を使用していた

のか正確に知ることができない。木棺の短壁は長壁

の間に入っており、平面は “ ㅒ ” 字形をしている ( 図

面 13)。

　人骨分析の結果、被葬者はヨーロペオイドの形

質的特徴を示す 30 ～ 35 歳の男性と推定され、身

長は 174cm と算出された。頭蓋骨右側こめかみに

直径 1.5cm ほどの円形孔が貫通しており、このよ

うな痕跡は匈奴人らの医学的な脳手術あるいは巫

俗的な信仰から施術されたものと推定される ( 写真
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4 号

土器片

土器片

積　石

1次面

2次面

3次面

4次面
5次面

固定石

台　木
固定石

横木

木棺壁

木棺床板

台 木

木棺床板

木棺壁

横木

1. 黄褐色土、墓上部堆積土

2. 黒褐色土、墓上部堆積土、

   砂＋砂利若干包含。

3. 暗黄褐色土、墓上部堆積土、

   砂＋砂利包含

4. 攪乱土

5. 明黄褐色土、墓上部埋没土、

   粒子がきめ細かい

6. 黒色度、若干の木炭＋粒子が細かい土壌

  ( 動物排泄物が燃えたものと推定 )

7. 灰黒色土、細かい砂＋石包含

8. 攪乱土

9. 明褐色土

10. 暗褐色土

11. 灰褐色土、石粒＋岩石包含

12. 黒褐色土

13. 黄褐土、攪乱土、砂質

14. 黄白色土

15. 灰白色土

16. 褐色土

17. 灰白色土、石粒＋砂利多量に包含

18. 積石層、砂利と岩石がいっぱいである

19. 灰褐色土、泥質＋若干の石粒包含。

20. 灰白色土、

   砂質＋大きな石粒＋褐色土壌包含

21. 褐色土、泥質＋石粒包含

22. 灰褐色土、砂質＋石粒多量に包含

23. 褐色土、砂質＋岩石＋石粒包含

24. 灰白色土、岩石＋砂利包含

25. 灰褐色＋灰白色、砂質

26. 暗褐色土、泥質＋石粒包含

27. 灰褐色、砂利＋岩石包含

28. 灰白色、砂利＋大きな砂粒多量に包含

29. 暗灰褐色土、土器片出土、

   石粒多量に包含する砂質

30. 暗灰白色土、石粒＋小さな砂利包含

31. 攪乱土、灰褐色土が若干混ざる

32. 灰白色土、砂利＋泥質＋砂包含

33. 暗灰褐色土、砂若干包含

34. 灰白色土、泥質＋石粒包含

35. 赤褐色＋灰白色土、泥質＋砂粒包含

36. 暗灰褐色土、沖積土

図面 7　1号墓平・断面図

図面 13　1 号墓木棺復元図

図面 14　1 号墓層位図

足の骨 (腓骨 )

靴装飾具

土器片
弓付属具 馬飾 鋸

頭装飾具

漆

鏃

腕骨植物
銀箔製品 円形環

轡

台木

木箱

種

図面 12　1 号墓 5次面

牛骨

土器片

土器片

口縁片

図面 9　1号墓 2次面

羊骨

土器片 鉄器片
馬骨

大腿骨

木炭片

脊椎

肋骨

図 10　1 号墓 3次面

鹿角

土器片

下顎骨

鉄器片

頭蓋骨 横木痕跡

馬骨

土器片

大腿骨 右側上腕骨

右側骨盤

肋骨

図 11　1 号墓 4次面
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87~92)。

　墓造成時の絶対年代を測定するために墓で出土し

た木炭、木棺片、種子などの資料で AMS 年代測定

を実施した結果、木棺片は 2060 ± 40B.P.(B.C.60

年 )、上部と下部の木炭は 1910 ± 40B.P.(A.D.80

年 )、木棺内部で出土した種子の絶対年代は 1980

± 40B.P.(A.D.35 年 ) と推定された。
・大きさ：積石－東西直径 11.1cm、南北直径 11.0cm、

最高高 0.7m

木棺－長 2.0m、幅 1.0m、推定高 0.5m

(2) 出土遺物

a. 土器

1) 壺形土器 ( 図面 15、彩版 28-1、写真 67)

　土坑内部木棺西北側で破片が散らばった状態で出

土した。口縁の一部と底は 2/3、胴体部は 1/2 ほ

ど欠損しており、数値復元した。胴体の一部に表面

が剥離した現象がある。胎土には粒の大きな砂粒が

若干混ざっているものの、非常に精製されており、

焼成度は軟質である。色調は全般的に灰黒色・暗褐

色を帯びており、一部焼成温度の差で黄褐色を帯び

ていた。頸部に浅い沈線をめぐらし、口縁部の一部

が欠損していた。頸部には回転ナデの上に長方形

の削り磨研痕がみられ、横方向の接合痕が確認され

た。土器頸部内側にも接合痕が残っていた。肩部に

は二周の横方向の沈線をめぐらし、底部には縦・横

のケズリ痕があるが、主に長方形のケズリ痕が良く

残っていた。肩内面には 3 段のタタキ痕がみられ、

低部内面には 6 段のタタキ痕が反時計まわりに回っ

ていた。底部には幅 0.4 ～ 0.5cm、高さが 0.15 ～

0.1cm の浅い接地面があり、土器底は若干くぼんだ

状態であった。底に方形回転板痕はない。口縁部の

一部が破損しており、埋納時に意図的に壊したもの

と考えられる。
・ 大 き さ： 口 直 径 13.5cm、 高 28.2cm、 胴 体 最 大 径

30.0cm、底径 10.4cm

2) 高坏形土器

　( 図面 16-1、彩版 28-2 右側、写真 68)

　土坑内部西北側、南側隅と木棺上部積石層から破

片で散らばった状態で出土した。坏部底部分、脚部

上部 1/2 ほどと下部の一部が破損していた。坏連

結部と脚部とを計算して図上復元した後、数値復元

した。胎土には大小砂粒が含まれ、精選されていた。

焼成度は軟質である。全体的な色調は灰黒色、坏部

は明黄褐色、脚部は黄褐色である。坏部口縁は若

干外傾し、口縁端は扁平に処理されていた。坏部

外面に粘土接合痕が観察され、2 段のタタキ痕がみ

られ、表面は磨研処理されていた。内面には回転

ナデ痕が観察された。坏部と脚部を別々に製作し

接合している。脚部は上から下へと次第に広がり、

真ん中に粘土接合痕が観察された。脚部はぶ厚い

帯をなしており、脚部端は丸く処理されていた。

外面はケズリで調整されており、内面には回転ナ

デ痕が残っていた。
・ 大 き さ： 口 縁 径 15.5cm、 推 定 高 21.3cm、 脚 高

16.3cm、脚底径 14.7cm

3) 深鉢形土器

　( 図面 16-2、彩版 28-2 左側、写真 69)

　土坑内部木棺上部積石の中から散らばった状態

で出土し、数値復元した。肩部分には煤と共に黒

い有機物がついていた。胎土には大小砂粒が含ま

れ精選されていた。焼成度は軟質である。全体的

に暗灰褐色をおび、胴体下部は一部黄褐色をして

いる。口縁部内外面と胴体上部に横方向の回転ナ

デ痕が残っていた。

　短く外反する口縁は丸く処理されており、頸部

に一条の横沈線がめぐり、土器内面には 4 ～ 5 段

の指頭痕とかすかな接合痕が観察された。底部底

面には四角形の回転板痕が残っていた。
・ 大 き さ： 口 径 16.7cm、 高 23.2cm、 胴 体 最 大 径

21.6cm、底径 10.1cm

b. 土器片

図面 15　1 号墓出土土器Ⅰ
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1) 口縁部片 ( 図面 16-3、写真 70-1)

　北側積石部末端の表土から出土した。口縁部の

1/2 程のみが残っている破片で、図上復元した。胎

土には若干の砂粒が包含されている。焼成度は軟質

で、表面剥離が進んでいる。色調は暗灰色、側面は

大部分赤褐色または黄褐色である。口縁は外へ折り

返し外反しており、口縁端は丸く処理されていた。

口縁内面と外面に横方向の磨研痕が観察され、外面

頸部には縦方向のケズリ痕がある。

・大きさ：推定口径 12.8cm、残存高 2.2cm

2) 口縁部片 ( 図面 16-4、写真 70-2)

　北側積石部末端の表土から出土した。口縁部の

1/3 程だけが残っている破片で、図上復元した。胎

土には若干の砂粒が含まれ精選されており、焼成度

は軟質である。色調は暗褐色、側面は大部分が赤褐

色または黄褐色をしていた。口縁は外へ折り返し外

反しており、口縁端は丸く処理されていた。口縁内

面と外面に横方向の磨研痕が観察され、外面頸部に

は縦方向のケズリ痕があり、左から右へと進んでい

た。
・大きさ：口径 10.8cm、残存高 2.9cm

3) 底部片 ( 図面 16-5、写真 70-3)

　北側積石部末端の表土から出土した。口縁と胴部

の大部分が欠失しており、底部 1/4 ほどと若干の

胴部が残っている平底の土器片である。焼成度は軟

質で、胎土に砂粒を包含しているのが観察できる。

外面色調は暗黄褐色で、場所によって位は暗赤褐色

を帯び、側面は灰褐色である。土器内面と外面共に

剥離が進んだ状態である。底部には方形の台痕が若

干残っている。

・大きさ：残存高 4.8cm、推定底径 8.2cm

4) 底部片 ( 図面 16-6、写真 70-4)

　北側積石部末端の表土から出土した。口縁と胴部

の大部分が欠失しており、底部 1/2 程度と若干の

胴部が残っている平底土器片である。焼成度は軟質

で、胎土には若干の大きな砂粒と細かい砂粒が含ま

れている。外面の色調は暗灰褐色で、内面は暗黄褐

色を帯び、側面は暗灰黒色である。土器内面と外面

共に剥離が進んだ状態である。底には方形台痕があ

る。
・大きさ：残存高 7.8cm、推定底径 10.5cm

c. 青銅製遺物

1) 馬鐸底部片

　( 図面 17-1･2、彩版 29-1･2、写真 71)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土

した。鋳造品で、鐸身と鐸舌、そして鐸身と鐸舌を

連結する紐が残る完全な形態を備えていた。若干の

青銅緑青が生じており保存処理した。

　上面と下縁は凸レンズ形で、外形はまるい鈕の下

に鐘形の鐸身がある形をしている。鐸身の両面には、

上下左右 2 段に分かれた長方形区画内に丸い乳が 2

個ずつ配置されている。上面には鐸舌をつるすため

の紐が通される小さな孔がある。上面と側面に鋳造

線が残っている。

　鐸舌は石に方形孔をあけ、皮紐で舞にあけた孔に

吊るした。石質は半透明白色ジェードで、表面は滑

らかではなく堅い。鐸身内部につるされた状態で出

土し、つるした皮紐が残っていた。

・大きさ：鐸身－高 4.6cm、下縁：横 5.0cm、縦 3.1cm

　　　　鐸舌－高 3.1cm、幅 2.6cm

2) 頭部装 ( 図面 17-3~5、彩版 29-3、写真 72)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土

した。青銅の表面が腐食し、保存処理した。つぼみ

形で中は中空、垂直方向の鋳造痕がある。ぐるっと

一周、横と内面には青銅板をつけた痕跡がある。身

部には表面が腐食して空いた穴があり、下側には木

製針を差し込むための孔が一つある。図面 16　1 号墓出土土器Ⅱ
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　木製針は真ん中が折れたまま出土し、櫓とよく似

た形である。表面は滑らかで一部金色をしたところ

もある。針の方は断面七角形で、把手側は凸レンズ

形の断面をしている。遺物の全体形と木製針からみ

て頭の装飾に使われた遺物と推定された。
・大きさ：青銅器－底径 4.5cm、胴部最大径 4.1cm、高

5.0cm / 木製針－推定長 10.1cm、最大幅 0.9cm

d. 鉄製遺物

1) 矢筒付属具 ( 図面 18-1、写真 73-1)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土

した。腐食がひどく保存処理した。長く薄い板で作

られた箙
えびら

、すなわち矢筒付属具で、連結部が若干欠

失している。身部先は孤形で、反対側は皮紐に連結

したものと推定される。連結部は S 字に折れ曲がっ

ている。

・大きさ：現長 6.4cm、幅 2.3cm、厚さ 0.1cm

2) 矢筒付属具 ( 図面 18-2、写真 73-2)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土

した。腐食がひどく保存処理した。長い薄い板で作

られた箙、すなわち矢筒付属具で、連結部が若干欠

失している。

　身部先は孤形で、反対側は皮紐に連結したと推定

される。連結部には円形孔があり、先部分が約 30°

折れ曲がっている。

・大きさ：現長 5.7cm、幅 2.3cm、厚さ 0.4cm

3) 矢筒付属具 ( 図面 18-3、写真 73-3)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土

した。腐食がひどく保存処理した。長い薄い板を利

用して作られた箙、すなわち矢筒付属具で、身部先

と連結部が若干欠失している。

　身部先は孤形で、反対側は皮紐に連結したと推定

される。連結部の “ ㄷ ” 形鉄板は中央に円形孔があ

り、約 30°折れ曲がった状態で連結されている。

・大きさ：現長 5.5cm、幅 1.8cm、厚さ 0.2cm

4) 弧形鉸具 ( 図面 18-4、写真 73-4)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土

した。腐食がひどく保存処理した。断面は円形であ

る。身部両端は弧形で、身部中央が 40°折れ曲がっ

ている。

・大きさ：現長 4.1cm、幅 2.1cm、厚さ 0.5cm、重さ 8.0g

5) 弧形鉸具 ( 図面 18-5、写真 73-5)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土

した。腐食がひどく保存処理した。小さな鉸具で鉸

具身部は欠失しており、鉸軸と刺金のみ残っている。

刺金断面は円形で、鉸軸上に方形鉄板を “ ㄷ ” 形に

曲げて連結している。方形板中央に方頭形の鉄釘が

残っていた。

・大きさ：現長 4.3cm、幅 0.5cm、厚さ 0.5cm、重さ 9.0g

6) 孤形鉸具 ( 図面 18-6、写真 73-6)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土

した。腐食がひどく保存処理した。小さな鉸具で刺

金と鉸軸、鉸具身部の形態が良く残っている。身部

の形態は孤形で、身部断面は方形だが、鉸軸断面は

円形である。刺金は鉄線の下側を曲げて鉸軸に連結

していた。鉸軸には皮紐に固定するための方形鉄板

を “ ㄷ ” 字に折り曲げて連結し、方形板中央には円

頭形の小さな鉄釘が残っていた。
・大きさ：現長 3.6cm、幅 2.2cm、厚さ 0.5cm、重さ 16.0cm

7) 弧形鉸具 ( 図面 18-7、写真 73-7)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土

した。腐食がひどく保存処理した。小さな鉸具で鉸

軸、刺金、鉸具身部が全て完全な形態で残っていた。

鉸具身部端は弧形で、身部断面と鉸軸断面は方形で

ある。刺金は鉄線下側先を曲げて鉸軸に連結してい

た。

・大きさ：現長 3.4cm、幅 2.3cm、厚さ 0.4cm、重さ 8.0g

8) 五角形装飾具 ( 図面 18-8、写真 74-1 右 )

　木棺内部の西北側、被葬者の足元で出土し、靴装

飾具と推定される。腐食がひどく保存処理した。五

角形の鉄板中央に円頭形の鉄釘がある。裏面には厚

い錆が付いている。
・ 大 き さ： 現 長 3.6cm、 幅 4.4cm、 厚 さ 3.3cm、 重 さ

22.0g

9) 五角形装飾具 ( 図面 18-9、写真 74-2 右 )図面 17　1 号墓出土青銅製品および付属品
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　木棺内部の西北側、被葬者の足元で出土し、靴装飾具と

推定される。腐食がひどく保存処理した。五角形の鉄板中

央に方頭形の小さな鉄釘が打たれていた。前面の五角形と

裏面の方形が連結した断面 “ ㄷ ” 字形である。

・大きさ：現長 3.2cm、幅 3.0cm、厚さ 1.8cm、重さ 16.0cm

10) 円形装飾具 ( 図面 18-10、写真 74-1 下 )

　木棺内部の西北側、被葬者の足元で出土し、靴装飾具と

推定される。腐食がひどく保存処理した。完形で遺存して

おり、断面は円形である。
・大きさ：径 3.6cm、厚さ 0.6cm、重さ 16.0cm

11) 円形装飾具 ( 図面 18-11、写真 74-2 下 )

　木棺内部西北側、被葬者足元で出土し、靴装飾具と推定

される。腐食がひどく保存処理した。環の一部が欠失し間

隔が開いており、断面は円形である。

・大きさ：径 3.4 ～ 3.8cm、厚さ 0.4 ～ 0.6cm、重さ 11.0cm

12) 円形装飾具 ( 図面 19-1、写真 74-3･4)

　木棺内部の被葬者胴体付近から出土し、服の装飾品と推

定される。腐食がひどく保存処理した。円形環に方形連結

部が付いている。方形連結部には錆が厚く付いており、X

線写真を見ても正確な形態を知ることができない。環の断

面は方形で表面には織物が多量に付着していた。
・大きさ：現長 10.8cm、環径 8.0cm、環厚み 0.5cm × 0.5cm、

重さ 38.0g

13) 円形装飾具 ( 図面 19-2、写真 74-5)

　木棺内部の被葬者胴部付近から出土し、服の装飾品と推

定される。腐食がひどく保存処理した。円形環に方形連結

部が付いている。環の断面は円形で、表面には織物が少量

傅借していた。円形鉄環に方形鉄板を “ ㄷ ” 字形に折って

かけ、中央部には方頭形の鉄釘が打たれていた。
・大きさ：現長 7.2cm、環径 5.4cm、環厚み 0.6 ～ 1.0cm、重さ

37.0g

14) 円形装飾具 ( 図面 19-3、写真 74-6)

　木棺内部の被葬者胴体付近から出土し、服の装飾具と推

定される。腐食がひどく保存処理した。円形環に方形連結

部が付いていたが、連結部は欠失している。環の断面は円

形で表面には織物が少量付着していた。

・大きさ：環径 5.4 ～ 5.8cm、環厚み 0.8cm、重さ 19.0g

15) 長方形鉸具 ( 図面 19-4、写真 75-1)

　木棺内部の被葬者胴体付近から出土したことから装飾具

と推定された。腐食がひどく、保存処理した。方形鉄製鉸

具で先端部一部のみ残っており、錆が付いていた。断面円

形の鉄棒を折り曲げて長方形を作っている。

・大きさ：現長 4.0cm、幅 4.4cm、鉄棒直径 0.6 ～ 0.8cm

16) 長方形鉸具 ( 図面 19-5、写真 75-2)

図面 18　1 号墓出土鉄器Ⅰ

図面 19　1 号墓出土鉄器Ⅱ

図面 20　1 号墓出土鉄器Ⅲ
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　木棺内部の被葬者胴体付近から出土したことから

装飾具と推定される。腐食がひどく保存処理した。

方形鉄製鉸具と鉄板が若干残っており、錆が付いて

いた。断面円形の鉄棒を折り曲げて長方形を作って

おり、上端の断面は菱形である。
・大きさ：現長 5.6cm、幅 3.1cm、鉄棒直径 0.7cm

17) 環形鉄器 ( 図面 19-6、写真 75-3)

　木棺内部の被葬者の右側副葬遺物堆積の中から出

土し、腐食がひどく保存処理した。断面方形の鉄棒

が曲がって環状をしており、反対側の円形の連結部

には円頭形の鉄釘が打たれていた。
・ 大 き さ： 現 長 5.8cm、 幅 0.8cm、 厚 さ 0.3cm、 重 さ

13.0g

18) 帯状鉄器 ( 図面 19-7、写真 75-4)

　木棺内部の被葬者の右側副葬遺物堆積の中から出

土し、腐食がひどく保存処理した。下部は欠失し、

幅が狭い長方形鉄板に円頭形鉄釘がうたれていた。

・大きさ：現長 5.0cm、幅 1.3cm、厚さ 0.3cm、重さ 6.0g

19) 帯金具 ( 図面 19-8、写真 75-5)

　木棺内部の被葬者腰付近から出土し、腐食がひど

く保存処理した。“8” 字形の鉄器で出土時に織物上

から出土し、服や帯と関連する装飾品と考えられる。

2 個の穴のうち一方に円頭形の鉄釘が確認され、用

途は帯を装飾する帯金具と推定される。鉄錆のある

孔は帯に固定する役割をはたし、もう一つの穴には

環を掛けたり紐をくくりつけたものと考えられる。

断面は曲がっている。
・大きさ：現長 10.1cm、最大幅 5.0cm、最小幅 3.0cm、

厚さ 0.3 ～ 0.8cm、重さ 35.0g

20) 両翼形装身具 ( 図面 20-1、写真 76-1)

　木棺内部被葬者腰付近から出土し、腐食がひどく

保存処理した。全体形は両翼を備えた鉄器で出土時

に織物上から出土し、服や帯と関連する装飾具と考

えられる。翼部分は環形鉄器両側に対称で、“8” 字

形鉄板を “ ㄷ ” 字形に折って中央に円頭形の鉄釘を

打っていた。環の断面は円形で、環と鉄板に織物痕

が付いていた。
・大きさ：現長 7.0cm、環直径 3.7cm、環厚み 0.5cm、

重さ 35.0g

21) 両翼形装身具 ( 図面 20-2、写真 76-2)

　木棺内部の被葬者腰付近から出土し、腐食がひど

く保存処理した。全体形は両翼を備えた鉄器で出土

時に織物上から出土し、服や帯と関連する装飾具と

考えられる。翼部分は環形鉄器両側に対称で、“8”

字形鉄板を “ ㄷ ” 字形に折って中央に円頭形の鉄釘

を打っていた。環の一部が欠失しており、環の断面

は円形である。
・大きさ：現長 7.0cm、環直径 3.3 ～ 3.9cm、環厚さ 0.8cm、

重さ 28.0g

22) 両翼形装身具 ( 図面 20-3、写真 76-3)

　木棺内部の被葬者腰付近から出土し、腐食がひど

く保存処理した。全体形態は両翼を備えた鉄器と推

定され、半分程度欠失していた。出土時に織物上で

出土し、服や帯と関連する装身具と考えられる。翼

部分は環型鉄器に鉄板を “ ㄷ ” 字形に折って中央に

円頭形の鉄釘を打っていた。環断面は円形である。

・大きさ：現長 4.5cm、推定環直径 3.3cm、環厚み 0.6cm

23) 円形装飾具 ( 図面 20-4、写真 76-4)

　木棺内部の被葬者腰付近から出土し、腐食がひど

く保存処理した。環形鉄器で 2/3 ほどが欠失して

いた。出土時に織物上から出土し、服と帯と関連す

る装飾具と考えられた。環の断面は円形である。

・大きさ：現長 3.4cm、推定環直径 3.5cm、環厚み 0.6cm

24) 楕円形装身具 ( 図面 20-5、写真 76-5)

　木棺内部の被葬者腰付近から出土し、腐食がひど

く保存処理した。環形鉄器で 2/3 ほどが欠失して

いた。出土時に織物上で出土し、服や帯と関連する

装飾具と考えられる。

　全体的に楕円形をしており、上部は孤形、下部は

鉄板からなっており、連結部から 45°ほど折れてい

た。鉸具片とすることもできるが刺金の痕跡は残っ

ていなかった。

・大きさ：現長 4.2cm、幅 2.8cm、厚さ 0.5cm、重さ 8.0g

25) 心葉形装身具 ( 図面 20-6~11、写真 77-1~6)

　木棺内部被葬者の右側副葬遺物堆積の中から 6

点が出土し、腐食がひどく保存処理した。一部は端

が欠失していたが全ての物が心葉形で、中心に円頭

形鉄釘が打たれている。馬具、武具と共に出土した。

・大きさ：横長 約 2.5cm、縦長 約 2.9cm、重さ 3.0 ～ 5.0g

26) 轡 ( 図面 21-1、写真 77-7)

　木棺内部の被葬者の右側副葬遺物堆積の中から出

土し、腐食がひどく保存処理した。引手はなく、2

節からなる銜と轡 1 個が付いていた。

　断面方形の鉄棒で制作された銜の内環は互いに連

結しており、外環に比べて小さく、外環には引手が

連結された痕跡がみられない。

　鑣は全体的に I 字形をしており、端でますます薄

く幅広になっている。鑣の真中に丸い部分が 2 ヶ
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所あり、その中に長方形の孔を設け紐で連結したも

のと思われる。中心部の断面は方形で、先端部の断

面は長方形である。
・大きさ：銜－現長 17.0cm、左側の銜 9.5cm、右側の

銜 10.0cm

内環直径 2.2 ～ 2.5cm、左側外環直径 3.5cm、右側

外環直径 3.0cm

轡－現長 14.6cm、最大幅 1.8cm、孔 0.7 × 0.7cm

重さ－ 137g

27) 轡 ( 図面 21-2、写真 78-1)

　木棺内部の被葬者の右側副葬遺物堆積の中から出

土し、腐食がひどく保存処理した。両端が欠失した

状態で、外側でますます幅広くなっていた。片側端

には別の鉄板がくっついていた。鑣の真中に丸い部

分が 2 ヶ所あり、その中に長方形の孔を設け紐を

連結したものとみられる。断面は方形である。
・大きさ：現長 15.1cm、最大幅 1.3cm、孔 0.9 × 0.5cm、

重さ 27.0g

28) 轡 ( 図面 21-3、写真 78-2)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土

し、腐食がひどく保存処理した。両端が欠失した状

態で片側は曲がっていた。鑣の真中に丸い部分が

2 ヶ所あり、この中に長方形の孔を設け紐を連結し

たものとみられる。断面は方形である。

・大きさ：現長 6.5cm、孔 0.7 × 1.1cm、重さ 25g

29) 銜 ( 図面 21-4、写真 78-3)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土

し、腐食がひどく保存処理した。2 節の銜のうちの

片側であり、断面方形の鉄棒で制作されており、内

環と外環の一部が欠失した状態である。内環にはも

う一方の内環の一部が付いていた。
・大きさ：現長 11.0cm、内環直径 1.9 ～ 2.8cm、推定外

環直径 3.3cm、重さ 33.0g

30) 大刀 ( 図面 22-1、写真 79-1･2)

　木棺内部の被葬者右側副葬品堆積の中から出土

し、腐食がひどく保存処理した。同じ大きさの刀

2 点が付着していたが、刃は 2 点とも片刃である。

上側の刀は切先が若干欠失しており、身部先には鏃

翼として使われた羽が付いていた。下側刀には柄が

一部残っており、断面は長方形である。表面に横方

向の木質痕が観察された。
・大きさ：上部刀－現長 27.2cm、身部幅 2.5cm、峰部幅 0.3

～ 0.7cm

下部刀－現長 27.9cm、身部幅 2.5cm、柄部幅 2.6cm、

峰部幅 0.3 ～ 0.5cm

合計重量 210.0g

31) 刀子 ( 図面 22-2、写真 79-3)

　木棺内部の被葬者右側副葬品堆積の中から出土

し、腐食がひどく保存処理した。身部上部が欠失し

ているが、中子が一部残っていた。身部断面は二等

辺三角形、中子断面は長方形で、表面に方形の木質

痕が付いていた。
・大きさ：現長 9.9cm、身部幅 2.3cm、峰幅 0.3cm、重

さ 18.0g

32) 刀子片 ( 図面 22-3、写真 80-3)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土

し、腐食がひどく保存処理した。両端が欠失した状

態である。平面が三角形、断面は二等辺三角形で、

刀子の身部と考えられる。

・大きさ：現長3.8cm、最大幅1.9cm、厚さ0.2cm、重さ5.0g

33) 板状鉄器 ( 図面 22-4、写真 80-4)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土

し、腐食がひどく保存処理した。板状の鉄器も両端

が欠失しており、下部は若干折れて幅広くなってい

る。断面は細長い長方形である。
・大きさ：現長 17.5cm、身部 1.9cm、厚さ 0.2 ～ 0.5cm、

重さ 38.0g

34) 鋸 ( 図面 22-5、写真 80-1･2)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土

し、腐食がひどく保存処理した。鋸表面の腐食が進

んで破損しており、保存処理後に数値復元した。身

部端の一部が欠失しており、鋸刃は両面に規則的に

たてられていた。両側先は弧形を呈し、中央に方形

孔があいており、この孔を利用して握りに固定した

痕跡であると考えられる。身部全面に縦方向の木質

痕が残っていた。
・大きさ：現長 19.2cm、身部幅 1.8cm、厚さ 0.1cm、

重さ 15.0g

35) 熊手状鉄器 ( 図面 22-6、写真 81-1)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土

し、腐食がひどく保存処理した。熊手のように三本

である。中間の 1 本は別に付けられており断面は

方形、両側 2 本の断面は上部が円形で、先に向かっ

てますます扁平になり細い長方形をしていた。枝端

には小さな孔があけられていた。用途は分らない。
・大きさ：現長 3.7cm、幅 5.8cm、断面直径 0.4 ～ 0.6cm、

方形サイズ 0.7 × 0.9cm

36) 不明鉄器片 ( 図面 22-7、写真 81-2)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土
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し、腐食がひどく保存処理した。断面方形の鉄棒が “ ㄱ ”

字形に折れており、表面に織物痕が残っていた。どのよ

うな遺物の付属品なのか分からない。

・大きさ：現長 6.7cm、厚さ 0.7 × 0.8cm

37) 不明鉄器片

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土し、

腐食がひどく保存処理した。断面が方形の鉄棒で、上部

は “ ㄱ ” 字形に折れており、下部は若干曲がっていた。

どのような遺物の付属品なのか分からない。

・大きさ：現長 5.3cm、厚さ 0.5 × 0.5cm

38) 不明鉄器片 ( 図面 22-9、写真 81-4)

　木棺内部被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土し、腐

食がひどく保存処理した。断面が方形の鉄棒で片側先が

輪をえがくようにに曲がっていた。どのような遺物の付

属品なのか分からない。
・大きさ：現長 5.5cm、厚さ 0.5 × 0.7cm、重さ 8.0g

39) 不明鉄器片 ( 図面 22-10、写真 81-5)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物群で出土し、腐食が進

み保存処理した。断面が方形の鉄棒で片側先が曲がり、

片側先部分が割れている。どのような遺物の付属品なの

か分からない。
・大きさ：現長 6.4cm、厚さ 0.5 × 0.8cm

40) 不明鉄器片 ( 図面 22-11、写真 81-6)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物群で出土し、腐食が進

み保存処理した。断面が方形の鉄器で上下が欠失してい

る。どのような遺物の付属品なのか分からない。
・大きさ：現長 6.8cm、厚さ 0.5 × 1.1cm、重さ 7.0g

41) 不明鉄器片 ( 図面 22-12、写真 81-7)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土し、

腐食がひどく保存処理した。断面が方形の鉄棒で、上部

は折れており、下側になるにしたがって若干細くなって

いる。どのような遺物の付属品なのか分からない。
・大きさ：現長 8.5cm、厚さ 0.5 × 0.5cm

42) 不明鉄器片 ( 図面 22-13、写真 81-8)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から出土し、

腐食がひどく保存処理した。断面が長方形の鉄器で、両

側先が欠失している。上部に大きな錆がついており、ど

のような遺物の付属品なのか分からない。

・大きさ：現長 11.5cm、厚さ 0.4 × 0.8cm、重さ 14.0g

43) 三翼鉄鏃 ( 図面 23-1、彩版 30-1、写真 82-1･2)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から様々な鏃

と共に出土し、腐食がひどく保存処理した。幅広の三角

形の翼が 3 枚の三翼鏃で、翼端部は丸い。鉄鏃と矢柄が

紐で結合された状態で残っていた。

図面 21　1 号墓出土鉄器Ⅳ

図面 22　1 号墓出土鉄器Ⅴ

図面 23 1 号墓出土鉄器 (1-10) および木製鏃 (11-15)
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　それぞれの三角形の翼には矢柄と連結するため

に孔が各 1 個ずつ穿たれていた。矢柄先を Y 字に

割ったのち鏃をさしこみ、身部の孔に通した糸を 2

回まわして縛った。矢柄には括り付けた糸がすべっ

て外れないように糸が挟まる程度の溝を傷つけてい

た。茎部には 10 回以上糸を回し括り付けて固定し

た。矢柄先は鉄鏃刃部の方向と同じに尖り削られて

いる。身部の断面は Y 字形で、矢柄の断面は円形

である。
・大きさ：現長 8.7cm、推定幅 3.9cm、翼の厚さ 0.3cm、

重さ 29.0g、矢柄直径 1.3cm

44) 三翼鉄鏃 ( 図面 23-2、彩版 30-1、写真 82-3)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から様々

な鏃と共に出土し、腐食がひどく保存処理した。茎

部が欠失していた。幅広の三角形の翼が 3 枚の三

翼鏃で、翼端部は丸い。残っていた身部と茎部の断

面は Y 字形である。
・大きさ：現長 5.8cm、推定幅 3.2cm、翼の厚み 0.1cm、

重さ 13.0g

45) 三翼鉄鏃 ( 図面 23-3、彩版 30-1、写真 82-4)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から様々

な鏃と共に出土し、腐食がひどく保存処理した。茎

部下側は欠失していた。幅広い三角形の翼が三枚

の三翼鏃で、翼端部は丸い。身部と茎部の断面は Y

字形である。
・大きさ：現長 6.4cm、推定幅 3.2cm、翼の厚み 0.1cm、

重さ 19.0g

46) 三翼鉄鏃 ( 図面 23-4、彩版 30-1、写真 82-5)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から様々

な鏃と共に出土した。腐食がひどく保存処理を行い、

大刀上にくっついた状態で X 線撮影をして遺物に

損傷を与えないという結論を得たのち分離した。茎

部が長い幅広い三角形の翼が 3 枚ついた鉄鏃で、

翼端部は角張るように処理した。身部と茎部の断面

は Y 字形で茎部先部分の断面は円形である。
・大きさ：現長 9.8cm、推定幅 3.3cm、翼の厚み 0.1cm、

重さ 35.0g

47) 三翼鉄鏃 ( 図面 23-5、彩版 30-1、写真 83-1)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から様々

な鏃と共に出土し、腐食がひどく保存処理した。小

型の三翼形鉄鏃で身部は欠失しており、翼端部は

尖っている。身部断面は Y 字形をしており、茎部

断面は三角形である。
・大きさ：現長 4.5cm、推定幅 1.9cm、翼の厚さ 0.1cm、

重さ 4.0g

48) 三翼鉄鏃 ( 図面 23-6、彩版 30-1、写真 83-2)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から様々

な鏃と共に出土し、腐食がひどく保存処理した。頚

部一部が欠失しており、身部に木材矢柄片と方形鉸

具の一部と見られる鉄片が付着していた。

　大型三角形鉄鏃だが共に出土したその他三翼鉄鏃

の 1 段構造とは異なり、身部の下部が Y 字形断面

形をし、上部にもう一度小さな Y 字形が突出して

いる二段構造である。
・大きさ：現長 7.1cm、推定幅 3.3cm、翼の厚さ 0.1cm、

重さ 18.0g

49) 蛇頭形鉄鏃

　  ( 図面 23-7、彩版 30-1、写真 83-3)

　木棺内部被葬者の右側副葬遺物堆積の中から様々

な鏃と共に出土し、腐食がひどく保存処理した。鏃

身は蛇頭形で、断面は凸レンズ形、茎部は欠失して

いた。身部に縦方向の木質痕が残っていた。
・大きさ：現長 4.0cm、推定幅 1.5cm、翼の厚さ 0.6cm、

重さ 6.0g

50) 蛇頭形鉄鏃

　  ( 図面 23-8、彩版 30-1、写真 83-4)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から様々

な鏃と共に出土し、腐食がひどく保存処理した。鏃

身は蛇頭形で、茎部が欠失している。身部断面は菱

形である。
・大きさ：現長 4.0cm、推定幅 1.5cm、翼の厚さ 0.4cm、

重さ 5.0g

51) 鉄鏃茎部片 ( 図面 23-9、写真 83-5)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から様々

な鏃と共に出土し、腐食がひどく保存処理した。矢

柄に差し込んでいた矢の茎部片に、鏃を固定してい

た糸が残っていた。矢柄断面は丸く、カバノキ属

(Betula) で製作されていた。
・大きさ：現長 4.1cm、矢柄直径 0.9cm、重さ 4.0g

52) 異形鉄器 ( 図面 23-10、写真 83-6)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物のうち馬具堆積か

ら出土した。腐食が進んでおり保存処理した。外形

は刀子と見られ、身部の断面が凸レンズ形で両刃は

柳葉形鏃である可能性が高い。茎部断面は長方形で、

身部と茎部に横方向と対角線方向の木質痕がついて

いた。

・大きさ：現長 8.5cm、推定幅 1.2cm、厚さ 0.1 ～ 0.5cm
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e. 木製遺物

1) 木製鏃 ( 図面 23-11、写真 83-7 上 )

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から様々

な鏃と共に出土し、乾燥による亀裂とねじれを防止

するために保存処理した。身部と先端部が若干欠失

しており、茎部は大部分欠失していた。平面形態は

柳葉形で、断面は円形である。身部と茎部間に若干

の鉄痕がまわっており、これは鏃を矢柄に固定する

ための金具があった痕跡と考えられる。矢製作に利

用された木材はカバノキ属 (Betula) に属する。

・大きさ：現長 6.1cm、身部推定径 1.5cm、柄部径 0.6cm

2) 矢柄 ( 図面 23-12、写真 83-7 下 )

　木棺内部被葬者の右側副葬遺物堆積の中から様々

な鏃と共に出土し、乾燥による亀裂とねじれを防止

するために保存処理した。断面は円形で、木製鏃を

連結するための金具とみられる鉄が付いていた。矢

柄製作に利用された木材はカバノキ属 (Betula) に属

する。

・大きさ：現長 3.7cm、身部推定径 1.1cm、矢柄径 1.0cm

3) 矢柄 ( 図面 23-13~15、写真 83-7 下 )

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物堆積の中から様々

な鏃と共に出土し、乾燥による亀裂とねじれを防止

するために保存処理した。3 片の断面は全て円形で、

一部に織物痕が付いていた。矢柄製作に利用された

木材はカバノキ属 (Betula) に属する。
・大きさ：現長 2.3 ～ 3.3cm、矢柄径 0.7 ～ 0.8cm

f. 骨製遺物

1) 弓
ゆ は ず

弭 ( 図面 24-1・2、彩版 31-1、写真 84-1 上 )

　木棺内部の被葬者右側床の脚側で出土した。弓に

付ける付属具で、端の一部が欠失しており、色調は

黄褐色をしていた。2 枚が 1 組となり、弓の先端部

で弦をかける部分につけて使用する。弓 1 本にこ

のような弓弭 ( 訳 2) が 2 組 (4 枚 ) 必要で、残ってい

た 1 組の弓弭は形を見つけることができたが、反

対側 1 組は共に腐食した痕跡のみ残っていた。形

状を調べると、弓外側には弦をかける溝が作られて

おり、内側は曲線をえがき幅が狭くなって端部分は

とがるよう処理されていた。弓に付着した面は扁平

で、外側面は膨らんでいる。材質は鹿骨と推定され

た。
・大きさ：1- 現長 22.2cm、幅 1.0 ～ 1.2cm、厚さ 0.4cm

2- 現長 20.2cm、幅 1.0 ～ 1.2cm、厚さ 0.5cm

2) 弣
ゆづか

( 図面 24-3、彩版 31-2、写真 84-1 下 )

　木棺内部被葬者の右側床の中央部で出土した。弓

の中央部内側に付属する半月形の付属具で、色調は

黄褐色を帯びていた。端部の一部が欠失しており保

存処理ののち数値復元した。この付属具は弦をひく

際、照準の役割をしたものと考えられる。弓に付着

する面は扁平で、外側面は凸である。材質は鹿角と

推定される。
・大きさ：弦長 18.8cm、推定幅 3.5cm、厚さ 0.3cm

3) 弓復元品 ( 図面 24-4、彩版 31-3、写真 84-2)

　弓付属具の出土状況と大きさに基づき復元した弓

である。半月形の弣
ゆづか

は中央部内側握りに使用され、

溝がある弓
ゆ は ず

弭は弦をかける場所である先端部の木の

両面について 1 組をなし、上部と下部に 1 組ずつ

全部で 4 個の弓弭が使用されていた。
・大きさ：復元長 127.0cm

g. その他出土品

1) 銀箔製品 ( 図面 25-1~4、写真 85-1･2)

　木棺内部被葬者の左側腰部分で 4 片が出土した。

断面方形の棒状で、中空である。内部に若干の木質

があったことから、断面方形の木の上に銀箔を貼っ

ていたものと考えられる。一部のみ残っており、全

体の形は分からないが、上部が折れた状態で漆器・

鉄器と共にあったものをはじめとして、棒線、環、

丸い文様等が残っていた。
・大きさ：1- 現長 10.7cm、厚さ 0.4 × 0.4cm

2- 現長 4.3cm、厚さ 0.4 × 0.4cm

3- 現長 2.5cm、厚さ 0.3 × 0.4cm

4- 現長 0.9cm、厚さ 0.3 × 0.3cm

2) 漆片 ( 図面 26-1･2、彩版 32、写真 85-3, 86)

　木棺内部被葬者の頭右側に置かれていた漆器であ

る。木質は腐食してなくなっており、内外表面を装

飾していた漆膜のみ残っていた。漆は大部分壊れて

砕けており、乾燥して砕けたものを保存処理した。

出土状態と漆膜が残っていた形状からみて、匈奴墓

で主に出土している耳杯と考えられる。生地には朱

漆を塗り、この上に黒漆で文様を描き入れて装飾し

た。文様は線と点、そして植物を形象化したものと

考えられる。

3) 種子 ( 写真 84-3)

　木棺内部の被葬者右側副葬遺物群から大小 14 点

が出土した。楕円形の種子で、灰褐色を帯び、モウ

コアンズ (Armeniaca sibirica) という潅木の種子であ
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図面 24　1 号墓出土骨製弓付属具および復元図

図面 25

1 号墓出土銀箔製品 図面 26　1 号墓出土漆片

る。この木の葉は幅広く長いハート形で、葉の端は

鋸歯状になっている。花は白色で、実の直径は約

2cm で黄褐色、楕円形で食用として用いる。岩山

や谷周辺の森で主に成長し、モンゴルのヘンティー、

ハンガイ山脈 (Хангайн уулс)、モンゴル - ダグール (М

онгол-дагуур)、ヒャンガン山脈 (Хянганы уулс) など

の山間地域とドルノド草原 (Дорнод тал) に自生する

15)。

・大きさ：直径 0.7 ～ 0.9cm

4) 鹿角 ( 写真 84-4)

　木棺上横木の上部に置いていたものである。大き

な角に小さな枝角がのびる鹿角である。小さな枝骨

は埋納当時意図的に切り取ったものと考えられる。

大きな角の端は若干欠失しており、割れて砕けたた

めに強化処理された。匈奴墓からこのような鹿角が

出土した事例が多数発見されていることからして、

鹿角の埋納は何らかの象徴的な意味があるものと考

えられる。

・大きさ：現長 49.0cm、直径 4.3cm

5) 各種動物骨 ( 写真 93~95)

　動物骨は主に土坑内部掘り下げ作業中に出土し、

牛角 (Horn) と骨片、馬肋骨 (Rib) およびその他種を

区別するのが難しい各種動物骨片が出土した。木棺

上部からは羊肋骨 1 点と馬脊椎 (Vertebrae)4 点が出

土した。

2. 2 号墓

(1) 遺構

　( 図面 27~32、彩版 34~44、写真 96~121)

　1 号墓の東北側に位置する 2 号墓は物理探査時に

独立した墓と考えられたが、表土の積石部を露出さ

せた結果、大型墓に連接している中型墳で、外形は

瓢形墳の形状をしていた。しかし、2 号墓と大型墓

との関係は分からず、超大型クラスの墓 2 基が連

接している物理探査 3 号墓と比較される遺構であ

る。2 号墓の GPS 測定値は N47°50′780″、E101

°43′313″、海抜高度 1656.4m である。墓平面は

隅丸方形で、長軸方向は北西側に 60°ほど傾いて

いた。墓周辺の積石部は 1 号墓と同じく厚くなく、

標石のように薄い石列をなしており、大型墓に連接

する西南側の部分のみ厚い積石を具えていた。表

土除去前の石列の直径は長軸約 4.5m、短軸 3.0m

の隅丸長方形で、表土除去後に石列の範囲は長さ

5.0m、幅 5.0m の隅丸方形と確定された。地表上

では石列の内側に積石がなく、土のみ満たされてい

た ( 図面 27、写真 96･97)。

　墓中心から磁北方向にグリッドを設定し、雑草と

表土を除去し、中心部に十字ベルトを設定して掘り

下げ作業を実施した。深さ 0.4m から内部積石層が

露出し始め、石列内部東南側隅からは器台と推定さ

れる土器 1 点が出土した。大きな割石で造られた

積石層が深さ 0.6m から 0.9m まで満ちていた ( 図

面 28、写真 98~103)。積石層下には 0.2m ほどの

土壌層があり、深さ 1.1m 地点から長さ 65.0m、幅

13.0m の木板片が現れた。深さ 1.24m になって 2

列の石列が現れた ( 図面 29、写真 104~107)。こ

の石列は 1 号墓の横木固定石と異なり板石を垂直

に立てて石槨として使用したものと確認されたが、

土坑短軸には板石を立てておらず、長軸にのみ立て

ているのが特徴である。石槨の幅は南東側が 0.8m、



22

西北側でわずかに広がっていた。深さ 1.5m に達し、

石槨南東側から頸椎、歯、手指骨などが出土し、石

槨中央部分からも手指骨が収拾された。この人骨を

除去すると、陥没した木棺蓋が現れた。北側長軸木

棺壁は石槨壁と平行し良好な状態であったが、南

側は欠失し 0.6m ほど残っていた。土坑の西北側か

ら石槨を横切る長さ 0.6m の板石が現れた。板石と

西北側土坑壁の間の空間では土器が逆さになったま

ま出土し、口縁と胴部が欠損しており、内部には黒

い有機物が付いていた。深さ 1.7m から木棺底板が

確認され、人骨が集中的に出土したが、全て原位置

から移動されたまま南東側に偏っており、頭蓋骨は

最後まで発見されなかった。木棺内部でタルバガン

らの活動でひどく攪乱された状態がみられた。人骨

群とこの周辺から 2 点の鉄器が出土した ( 図面 30、

写真 108~112-1)。

　人骨と鉄器収集後、西北側石槨の間に横方向に置

かれていた板石を除去すると木棺底板全体を確認す

ることができ、板石下の木棺底板上で足指骨が埋葬

当時の状態のまま出土した。副葬遺物の位置、石槨

の形態、原位置を離れていない両足骨等からみて、

被葬者の頭向は南東側であることを知ることができ

る。木棺は大部分腐食していたが、底板はそのまま

保存された状態で、2 枚の木板を勝形の楔で連結し

固定していた。木棺の大きさは長さ 2.3m、幅 0.5m、

高さ 0.35m と推定される。木棺の底板下には 1 号

墓と同様に 2 本の台木が置かれていた。土坑底に

石粒を含んだ土壌を敷いており、これは土坑底を平

坦にするための施設とみられる。地表から土坑底ま

での深さは 1.9m である ( 図面 31, 32、写真 112-

2~119)。

　木棺の大きさは当初石槨内部のサイズに近いと考

えたが、木棺底板を調査した結果、北側石槨壁と木

棺壁の間に一定の空間があったことが分かった。こ

の空間に完形土器 4 点が埋納されていた。北側石

槨壁が木棺陥没時に保護する役割を果たしたため

に、土器が完形の状態で残っていた。土器は壷形、

深鉢形、壷形、深鉢形の順で一列に配置されてお

り、深鉢形土器 1 点の内部から多数の羊骨が出土

した ( 写真 114~116, 121-2)。人骨分析の結果、被

葬者は 15 歳位のモンゴロイドの男性で、身長は約

167.3cm と推定され ( 写真 125,126)、AMS 年代測

定の結果、木棺片は 2350 ± 40B.P.(B.C.400 年 )、

木棺台木は 2100 ± 40B.P. (B.C.110 年 ) と算出さ

れた。
・大きさ：積石－北西 - 南東軸 5.0m、北東 - 南西軸 5.0m

土坑－長軸 2.9m、短軸 1.3m、深さ 1.9m

木棺－長 2.3m、幅 0.5m、推定高 0.35m

石槨－長 2.5、幅 0.85m、高 0.7m

(2) 出土遺物

a. 土器

1) 深鉢形土器

　( 図面 33-1、彩版 45-1･2、写真 121-2, 122-1)

　木棺壁と石槨壁の間の空間から出土した。土器内

部に羊の頚椎、脊椎、大腿骨、肋骨が入っており、

内壁には多量の有機物が付着していた。口縁部が若

干欠失しており、胴体下部に剥離現象があるものの、

完形に近い。胎土には大小石粒が若干包含されてい

るが精選されており、焼成度は硬質である。表面に

煤と有機物が多く付いており、全般的に黒色をおび、

胴体下部には暗赤褐色を帯びた所もある。平底には

方形台痕が明らかである。胴最大径は中央部にあ

り、口縁は短く外反し外で丸めていた。口縁端は若

干削って角ばっており、口縁部と胴上部には回転ナ

デ痕がある。頚部には波線文が 1 本施文されており、

胴部内側に 5 段の指頭痕が残っていた。器壁内面

下部に 1 条の接合痕があり、外面上部にも 2 条の

粘土接合痕が観察された。
・大きさ：口径 15.2cm、高 23.1cm、胴最大径 17.9cm、

底径 10.6cm

2) 深鉢形土器 ( 図面 33-2、彩版 45-1、写真 122-

2)

積 石

1次面

2次面

3次面
4次面

図面 27　2 号墓平・断面図
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土器片

骨片

蓋石
木棺蓋

板石

歯

骨片

木板片

鉄器片

足指骨腓骨 骨盤

壺形土器 羊骨出土土器

深鉢形土器

人骨

燈盞

台 木

木棺床板

図面 28　2 号墓一次面

図面 29　2 号墓二次面

図面 30　2 号墓三次面

図面 31　2 号墓四次面

1.黄褐色土、墓上部堆積土、砂質

2. 暗褐色土、墓上部堆積土、石粒包含

3. 黄色土、攪乱層

4. 黒褐色土、墓上部堆積土

5. 灰褐色土、墓上部堆積土

6. 灰色土、墓上部堆積土、砂質

7. 暗灰色土、陥没土、砂粒＋石粒包含

8. 暗褐色土、陥没土

9. 暗褐色＋灰白色、陥没土

10. 暗褐色土、掘壙線確認層

　木棺壁と石槨壁の間の空間から出土した。口縁の 2

部分が破損しており、このうち 1 ヶ所は人為的な力

を加えて外から内へと壊していた。胎土は大きな石粒

と砂粒が若干包含されているが、精選されており、焼

成度は軟質である。色調は全体的に暗灰黒色で、一部

灰褐色を帯びており、表面には煤が多く付着していた。

平底には方形台痕が明らかである。胴最大径は中央部

若干上側にあり、口縁は短く外傾し、口縁端は丸く処

理され内から外へと粘土帯を折り返して付けた口縁部

と頚部内・外面には回転ナデの痕が残っており、土器

内面と口縁、肩の一部に有機物が付いていた。肩に平

行文を打捺した後、胴体全体を縦方向にけずる。内面

に 5 段の指頭痕があり、底部接合部に指頭痕が観察

された。
・大きさ：口径 11.5cm、高 15.3cm、最大径 13.2cm、底

径 8.3cm

3) 壷形土器 ( 図面 34-1、彩版 45-1, 3、写真 123-1)

　木棺壁と石槨壁の間の空間から出土した。口縁端

2 ヶ所が若干破損していた他は完形である。胎土は砂

粒が多量に混ざった土を使用し、焼成度は軟質で、表

面は磨研処理されていた。色調はほとんどが暗黒灰色

で、胴の一部が黄色を帯びる。平底底部には方形台痕

が明らかである。底は平底で、胴最大径は中央上部に

ある。胴部と底部の間には底と胴を接合した痕跡がみ

られた。口縁は外反して口縁端は丸く処理されていた。

首と胴部接合時にできた痕があり、肩に波線文 1 本

が施文されていた。口縁および頚部内外面に回転ナデ

痕がみられ、胴部は縦方向にけずって処理している。
・大きさ：口径 7.6cm、高 19.1cm、胴最大径 14.4cm、底

径 8.2cm

4) 壷形土器 ( 図面 34-2、写真 123-2)

　木棺壁と石槨壁の間の空間から出土した。口縁端

3 ヶ所が若干破損していた外は完形である。胴部下に

図面 32　2 号墓層位図

11. 積石層、石の間に黒色土壌沖積

12. 明黄色土、陥没土、砂粒多量に包含

13. 暗灰褐色土、内部埋没土、

　  砂利＋粒の大きな砂

14. 黄褐色土、内部埋没土、

　  石＋細かな砂利多量に包含

15. 灰白褐色土、陥没土、砂利包含

16. 暗黄褐色土、陥没土、横木包含層

17. 明黄褐色土、沖積土

18. 砂利敷き
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は一部表面剥離が生じており、肩に真っ白い鉱物が

付いていた。胎土は砂粒を多量に含んだ土を使用し、

焼成度は軟質である。表面は磨研処理された。外面

は灰黒色が基本である。平底には方形台痕が明らか

である。胴最大径は中央部にあり、口縁は外反して

おり、口縁端は丸く処理されていた。頸部内外面に

粘土接合痕がみられ、肩に施文された 2 条の沈線

の間に波線文が施文されていた。波状文を基準とし

て、上には縦方向のけずり痕が、下には横方向のケ

ズリ痕が、底部には縦方向のケズリ痕が観察された。
・大きさ：口径 7.8cm、高 21.0cm、胴最大径 18.0cm、

底径 9.4cm

5) 燈盞 ( 図面 34-3、写真 124-1)

　土坑内部の北西側土坑壁と木棺壁の間から逆さの

まま出土した。胴上部は全て欠失しており、胴下部

と底部のみ残っていた。器壁内面に煤と共に分厚く

有機物が付着していた事からみて、この土器の用途

は燈盞と推定される。これは壊れた土器を再利用し

て燈盞として使うために土器底部側のみ使用したも

のとみることができ、壊れた部分は整然と整えられ

ていた。胎土は若干大きな石粒と砂粒を包含してい

たが精選されており、焼成度は硬質で表面色調は暗

黒褐色で煤が多くついており、大部分が黒色を帯び

る。残っていた胴上部器壁に外側から内側へあけら

れた 1 つの孔があり、これは燈盞をつるすための

ものと考えられた。土器内部に多くの有機物が残っ

ており、2 段の指頭痕が確認された。

・大きさ：現高 7.9cm、底径 10.6cm

6) 器台 ( 図面 34-4、写真 124-2)

　土坑内部の堆積層から出土した。大部分欠失し脚

と台の一部のみが残っており、図上復元した。石粒

がほとんど混ざっていない精選された胎土を使用し

ており、焼成度は硬質である。色調は表面に土壌が

沈着して暗黄褐色を帯びていたが、明黄色が基本で

ある。台上面におさえ痕があり、脚部内外面に回転

なでの痕がみられた。台の端部は斜めに削っていた。

・大きさ：推定径 15.6cm、現高 2.8cm

b. 鉄製遺物

1) 刀子 ( 図面 35-1、写真 124-3)

　木棺内部の東南側人骨堆積付近から出土した。身

部と中子端が欠失していた。全体的に錆がついてい

た。遺物の保存のために処理した。身部断面は三角

形で、刃部は片刀である。中子の上部には金具の痕

跡が残っており、木質と織物痕がついていた。
・大きさ：現長 9.6cm、身部幅 1.7cm、峰幅 0.4cm、柄

部幅 1.5cm、重さ 37.0g

2) 小型環 ( 図面 35-2、写真 124-4 左側 )

　丸い鉄環で、木棺内部中間の人骨堆積中で出土し

た。錆がひどく膨らんで、腐食がひどく保存のため

に処理した。断面は円形で部分的に太さに差があ

る。表面についていたのは 2 種類の織物痕とみられ、

埋納当時から布に包まれていた服装飾品であったも

のと考えられる。

・大きさ：環径 3.3cm、環の厚さ 0.7cm、重さ 12.0g

3) 円形環装飾具 ( 図面 35-3、写真 124-4 右側 )

　木棺内部の人骨堆積中で出土した。1/2 ほどが欠

失し、腐食が進行し保存のために処理した。断面は

円形で、断面幅は一定である。粗い織物痕からみて

服装飾品と判断された。織物の範囲が狭く、環全体

をくるんでいたかどうか分からない。環を連結する

ための方形板があり、中央に丸い孔があけられてい

た。
・大きさ：現長 8.0cm、推定環直径 6.8cm、環の厚さ 1.0cm、

重さ 36.0g

4) 鉸具 ( 図面 35-4、写真 124-5 左側 )

　木棺内部の人骨堆積中から出土した長楕円形の鉸

具である。腐食が進み保存のために処理した。環の

1/3 以上が欠失し、断面は長楕円形に近い。T 字形

刺針があったものと思われるが、腐食によって確認

が難しい。表面に織物が付いていた。
・ 大 き さ： 現 長 6.3cm、 幅 3.0cm、 厚 0.7cm、 重 さ

17.0g

5) 鉸具 ( 図面 35-5、写真 124-5 中 )

　木棺内部の人骨群側で出土した角張った長方形

鉸具である。基部を含めて 1/3 以上欠失している。

腐食がひどく保存のため処理した。刺針の一部が

残っており、鉸具と鉸具を連結していた輪の痕跡が

残っていた。
・ 大 き さ： 現 長 4.3cm、 幅 3.1cm、 厚 さ 0.6cm、 重 さ

17.0g

6) 鉸具 ( 図面 34-6、写真 124-5 右側 )

　木棺内部人骨群側で出土した長楕円形の鉸具であ

る。腐食がひどく保存のために処理した。環の 1/3

ほどが欠失しており、長楕円形環内に T 字形の刺

針の一部が残っていた。

・大きさ：現長 4.0cm、幅 2.2cm、厚さ 0.5cm
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から羊の骨盤 (Pelvis)1 点、脛骨 (Tibia)1 点、肋骨

(Rib)、尾椎骨 (Caudal vertebrae) が出土し、発掘過

程で齧歯類と共に種が分からない小さな動物骨を多

数収集した。土器内に埋納されていた羊骨は被葬者

のために埋納された飲食物の痕跡で、齧歯類等の動

物骨は遺構内部に侵入して死んだものである。

3. 3 号墓

(1) 遺構

　( 図面 36~40、彩版 46~49、写真 128~140-1)

　3 号墓は 2 号墓の西北側 30.0m 地点に位置する

独立した小型クラスの墓である。墓中心部の GPS

測定値は N47°50′786″、E101°43′602″で、海

抜高度は 1654.0m である。墓は地表上に薄い石列

を作っており、平面形は北西側から南東側にふれた

隅丸方形である ( 図面 36、写真 128)。

　南西側地表下 0.15m の石列内部から土器 3 片と

若干の動物骨が出土した。深さ 0.25m から中心部

の土壌色調の違いがみられ、深さ 0.3m で楕円形の

掘壙ラインが現れた。地表下 0.3 ～ 0.4m の土壌に

木炭と灰が多量に包含されていたことから祭祀行為

があったことが考えられる ( 図面 36、写真 128)。

　土坑内部東南側の深さ 0.65m から喉頭骨片が出

土し、西側端の深さ 0.75m で鎖骨と肋骨、側頭骨

片が出土し、東側から肩甲骨が確認され、北側壁か

ら人の歯 2 個が出土した。北西側深さ 1.0m から牛

の脊椎骨、人の頸椎等が、南東側から人の足指骨

等が出土した。頭蓋骨を除く全身の人骨は土坑の

1.15m の深さで現れ、大部分の人骨は埋葬当時の

原位置を維持しており、埋納当時の頭向は北西側で

あったことが分かった。人骨下部には木炭を多量に

包含した土壌が敷かれていた。人骨腰部分が若干陥

没して下に下降していたことからみて、木棺のよう

な施設がなく埋葬されたものとみられる。腰下には

深さ 0.8m の腰坑があり、内部では遺物が出土しな

かった。副葬遺物はないが、土坑 1.0m から牛等骨

が出土し、被葬者右側肩付近で羊肋骨が出土したこ

とから、牛肉と羊肉を被葬者のために埋納したと考

えられる ( 図面 37~39、写真 133~139)。

　人骨分析の結果、被葬者はモンゴロイドの形質的

特徴を示し、出土した歯の状態からみて 35 ～ 40

歳くらいの女性と推定された。身長は約 155.54cm

と算出された ( 写真 141,142)。AMS 年代測定の結

果、下部木炭は 2150 ± 40B.P.(B.C.335 もしくは

図面 33　2 号墓出土土器Ⅰ

図面 34　2 号墓出土土器Ⅱ

図面 35　2 号墓出土鉄器

c. その他

1) 各種動物骨 ( 写真 127)

　木棺壁と石槨壁の間から出土した深鉢形土器内部
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腰 坑

積 石

1次面

2次面

3次面

骨

土器片

図面 36　3 号墓平・断面図

1.赤褐色土、墓上部堆積土、

　 木の根多量に包含

2. 灰黒色土、墓掘坑内上部土

3. 黒色土、墓掘坑内下部土、

　 砂利 +木炭 +灰 包含

4. 暗黄色土、遺構内部土、

5. 黄色土、遺構内部土、

　 一部人骨及び動物骨出土面

6. 黒色土、有機物包含

7. 白色土、大きな粒子

8. 黄褐色土、土坑埋没土

9. 木炭、全身人骨出土下部層

10. 焼土

11. 暗黄褐色土、腰坑埋没土、

　 湿潤、砂利多量に包含

図面 40

3 号墓層位図

190 年 ) と算出された。
・大きさ：積石－北西南東軸 3.8m、北東南西軸 4.3m

土坑－長軸 2.1m、短軸 1.3m、深さ 1.2m

腰坑－長軸 1.0m、短軸 0.6m、深さ 0.8m

(2) 出土遺物

a. 土器

1) 土器片 ( 図面 41-1、写真 140-2 左側 )

　土坑周囲に配置された石列西側角部分の地表下

15cm 地点で出土した。胴体部片の一部と表面には

平行文が付けられていた。胎土には少量の大きな石

粒と多量の微細な砂粒が混ざっており、焼成度は硬

質である。色調は表面が全般的に暗灰褐色だが、側

面は土壌沈着によって確認が困難な一部暗黒褐色を

帯びた部分がある。
・大きさ：現長 8.6cm、現幅 7.7cm、厚さ 0.8 ～ 1.0cm

2) 土器片 ( 図面 41-2、写真 140-2 右側 )

　瓶の頸部片で、表面には横方向の 1 本の沈線が

残っており、縦方向に 6 本のケズリ痕が観察された。

胎土は大小石粒を包含し精選されており、焼成度は

軟質である。色調は表面が暗灰褐色で、側面は暗黄

褐色である。内面には横方向の粗い回転痕がみらえ

る。
・大きさ：現長 5.9cm、現幅 6.8cm、厚さ 1.1cm

b. その他

1) 各種動物骨 ( 写真 143)

　上層出土面から牛の脊椎 (Lumbar Vertebrae)3 点

骨 土器片

図面 37　3 号墓一次面

下顎骨

足指骨

頭蓋骨片

牛骨

歯

牛骨 歯

肋骨

羊骨

図面 39　3 号墓三次面

図面 38　3 号墓二次面
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積 石

1次面

2次面

図面 42　4 号墓平・断面図

と角 (Horn)1 点が出土し、被葬者の右側腕と土坑壁

の間から牛の肋骨 (Rib)12 点が出土した。一部肋骨

には火で煤けた痕跡が残っていた。羊骨は被葬者の

ために埋納した飲食物の痕跡とみられる。

4. 4 号墓

　1 号墓の西北側に連接しており、小型クラスの墓

である。土坑の長軸方向は北西側から南東側にふれ

ており、土坑周囲の石列の平面形態は隅丸方形であ

る。深さ 0.3m から長方形土坑の掘壙線が確認され

た。

　土坑深度が 1.0m に達した時、西側で大きな板石

が現れ、東側から若干の羊骨と木棺片が現れた。板

石を除去して掘り下げると埋葬主体部が現れた。薄

い木板で作った木棺内部に被葬者の人骨があった

が、原位置から移動し攪乱された状態であった。頭

蓋骨は木棺北西側上部から、大部分の人骨は東側壁

に偏って出土した。北西側墓坑壁と木棺の間を副葬

空間として利用しており、口縁部が壊れた壺形土器

と土器底部を再利用した燈盞 1 点、若干の羊骨が

置かれていた。木棺南側壁中央で小刀が発見され、

東側の人骨堆積付近から 2 個のガラス玉が出土し

た。木棺の長壁は 1 枚の木板を利用し、短壁は 2

～ 3 枚の板材を利用していた。土坑は東側よりも

西側が広い。被葬者の頭向は激しい攪乱のため判断

が容易でないが、大腿骨の向きと膝骨、その他人骨

の位置、周辺の墓の傾向等を考慮すると、南東側を

向いていたものとみられる。

　人骨分析の結果、被葬者は 7 ～ 8 歳くらいのモ

ンゴロイドの子供と判明し、栄養失調のため貧血症

状があったものとみられる ( 写真 159~162-1･2)。

AMS 年代測定の結果、木棺片は 2060 ± 30B.P.(B.

C.75 年 )、下部木炭は 2100 ± 40B.P.(B.C.110 年 )

と算出された。
・大きさ：積石－北西 - 南北軸 4.5m、北東 - 南西軸 3.5m

土坑－長軸 2.2m、短軸 1.3m、深さ 1.6m

木棺－深さ 1.5m、幅 0.45m、推定高 0.3m

(2) 出土遺物

a. 土器

1) 壺形土器 ( 図面 46-1、彩版 57-1、写真 158-1)

　土坑内部の北西側副葬空間から燈盞および若干の

羊骨と共に出土した。頸部の一部を除いて口縁部の

大部分が欠失している。欠失した部分は埋納時、意

図面 41　3 号墓出土土器

大腿骨

頭蓋骨

蓋石

燈盞

壺形土器

下顎骨

図面 43　4 号墓一次面

腕骨

ガラス玉

大腿骨

羊骨

図面 44　4 号墓二次面
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図面 45　4 号墓層位図

図的に壊したものとみられる。

　胎土に石粒と砂粒が多量に包含されており、焼成

度は硬質である。色調は表面が暗灰褐色で、側面は

暗赤褐色を帯びる。土器表面は剥離して荒れており、

一部に研磨した痕跡がある。

　平底底部には方形の台痕が明らかである。最大径

は胴上部にあり、肩に 2 本の沈線がめぐり、上の

沈線の上を縦にけずっている。胴最大径下には、縦

にまず削った後、横方向に削り仕上げていた。内面

肩には 2 列の指頭痕が観察され、首と肩境界部の内・

外面に粘土接合痕が観察された。
・ 大 き さ： 首 径 5.4cm、 現 高 14.5cm、 胴 体 最 大 径

13.5cm、底径 7.3cm

2) 燈盞 ( 図面 46-2、彩版 57-2、写真 158-2)

　土坑内部の北西側副葬空間から壺形土器および若

干の羊骨と共に出土した。底部と胴体上部はみな欠

失しており、胴体下部と底部のみ残っていた。器壁

内面に煤と共に厚い有機物が付着していたことから

みて、この土器の用途は燈盞と推定される。これは

壊れた土器を再利用し燈盞として使用したために土

器底部のみ使用したものとみられるが、壊れた部分

に調整を施した痕跡がある。胎土には砂粒と石粒が

多量に包含されており、焼成度は軟質である。表面

が荒れており、色調は煤のため全体的に黒褐色をお

びているが、側面は黄褐色である。平底の底部には

方形の台痕が明らかである。胴下部外面に縦けずり

痕があり、底と器壁の境界部には粘土接合痕が残っ

ていた。
・大きさ：現高 7.8cm、底径 7.3cm

b. 鉄器

1) 刀子 ( 図面 46-3、写真 158-3)

　木棺南側壁の人骨堆積群から出土した。身部中央

の一部と中子の端が欠失している。腐食がひどく保

存処理した。形態は背が扁平で、刃は片刃、中子に

は木質痕が残っていた。モンゴル遊牧民らが使用す

る小刀とも似ている。
・大きさ：現長 9.0cm、身部幅 1.5cm、峰幅 0.4cm、重

さ 17.0g

c. その他

1) ガラス玉 ( 図面 46-4･5、写真 158-4)

　木棺南側の人骨堆積付近から 2 点が出土した。

形状は円形で、中央には穴がある。穴の両側周囲は

若干内側にくぼんでいた。表面に金箔が被せてあり、

剥離が進んだ状態である。

・大きさ：直径 0.85cm、孔の直径 0.15cm

2) 各種動物骨 ( 写真 162-3, 4、163)

　土坑内部北西側副葬空間で壺形土器、燈盞と共に

出土した。羊の大腿骨 (Femur)2 点、肩甲骨 (Scupula)2

点、肋骨 (Rib)7 点、種を同定できない動物骨の破

片 15 点が出土した。羊骨は被葬者のために埋納さ

れた飲食物の痕跡とみられる。

5. 周辺の遺跡

a. ソルビ・オール匈奴墓群 

　( 図面 5, 47、写真 164)

　ソルビ・オール匈奴時代古墳群 (Солби уул) はバ

トツェンゲル郡
ソム

(Батценгэл сум) から西に約 0.5km

離れた所に位置し、古墳群の南側にはタミル川
ゴル

が

流れている。遺跡の中心座標は N47°47′692″、

1. 黄褐色土、

　 墓上部堆積土

2. 黒色土、

　 墓掘壙上部土

3. 赤褐色土、墓掘壙上部土

4. 黄褐色土、遺構内部土、細かな砂利包含

5. 黄色土、粒子がきれいでやわらかい

6. 灰白色土、土坑埋没土

7. 灰褐色土、土坑埋没土、細かな砂利包含

8. 暗灰褐色土、沖積土　　　9. 褐色粘土

図面 46　4 号墓出土遺物
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E101°53′221″で、海抜高度は 1572m である。

ソルビ・オール匈奴古墳群は約 500m の距離をお

いて 2 つの群に区分され、一群はソルビ・オール

南側のなだらかな傾斜面東側に、もう一群は西側に

位置し、それぞれソルビ・オール東側古墳群、ソルビ・

オール西側古墳群と呼ばれている。1987 年の資料

には、西側で 141 基 ( 図面 47- ② )、東側で 57 基 ( 図

面 47- ① ) の墓が報告されている。その後、墓は 3

回 (1980、1987、2000 年 ) にわたって 9 基の墓

が発掘調査された。本調査団が全体的な分布状況を

把握できる対象を測定して墓葬分布図を作成した結

果、西側で 119 基、東側で 49 基の墓を確認した。

ソルビ・オールの墓の形態は匈奴時代の他の遺跡の

様相と同様で、丸い環状の積石部があり、大きさは

ほとんどが直径 8.0 ～ 10.0m 程度である。たまに

直径 20m ほどの超大型墓と直径 6.0m 以下の小型

墓も確認できる。1987-1 号墓から中国、新 (A.D.8

～ 25 年 ) の銅銭である貨泉 6 点と赤色土器片等の

編年の基準を設定することのできる重要な遺物が出

土した。

b. ザミン・トルゴイ匈奴墓群

　( 図面 5, 48、写真 165)

　ザミン・トルゴイ匈奴時代古墳群 (Замын толгой)

は、2001 年韓 - 蒙共同発掘調査団がホドギーン・

トルゴイ匈奴時代古墳群に対して物理探査を実施

するためにバトツェンゲル郡
ソム

を訪れた際、新たに

発見された遺跡である。この古墳群はバトツェン

ゲル郡
ソム

ツァツ村
バク

(Цац баг) の旧中心地から西南側に

約 1.0km 離れた所に位置する。遺跡の中心座標は

N47°56′851″、E101°43′805″で、海抜高度は

1623m である。遺跡は小河川がある西側で、東側

に流れる渓谷の北側に位置する丘陵の日当たりのよ

い斜面に位置している。この遺跡の西北側端には

ツァツ村
バク

の旧中心地と通じる道があり、ザミン・ト

ルゴイ ( 道の丘の意 ) という地名を有している。墓

は西南側から東北側方向に集中分布しており、何群

にも分かれている。調査団は 60 基の墓を測量して

分布図に示し、遺跡の北側端にある方形積石墓は外

側になるほどますます幅が狭くなる墓道施設を具え

ている。大部分の墓は丸い環状の積石形態をなして

おり、中央部には土でのみ満たされていた。遺跡の

東側端に位置する数基の大型クラスの墓は円形積石

部の中心部が陥没している。小型クラスの墓は数基

ずつ連接している。

e. エメール・トルゴイ匈奴墓群

　( 図面 5、写真 166)

　 エ メ ー ル・ ト ル ゴ イ 匈 奴 時 代 古 墳 群 (Емээл 

толгой) はバトツェンゲル郡
ソム

から東に約 10km の距

離に位置している。16 基ほどの墓が分布している

小さな古墳群である。墓の規模は主に中型墳 (5.0

～ 7.0m) と大型墳 (10.0m 前後 ) があり、超大型墳

は存在しない。モンゴル国立大学が新たにみつけ、

2001 年度にナバーン (Д. Наваан) がモンゴル国立

大学人類学科学生と共に考古学現地実習を行い、7

基の墓を発掘調査した。報告書はまだ刊行されてお

らず、詳細な内容を知ることはできない。

①

図面 47　ソルビ・オール匈奴墓 (① ･② )分布図

発掘調査された墓

図面 48　ザミン・トルゴイ匈奴墓分布図
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f. エーズギーティーン・ホジル匈奴墓群 ( 図面 5)

　エーズギーティーン・ホジル匈奴時代古墳群

(Ээзгийтийн хужир) はバトツェンゲル郡
ソム

から西側に

約 35.0km 離れており、ホドギーン・トルゴイ匈奴

墓群からは西に約 5.0km ほどである。遺跡は平原

の低い丘陵の東南側斜面に位置していた。墓の形

態は直径が 5.0 ～ 7.0m の円形墓で全 72 基が確認

された。外形は円形の環状で、中央部は土で満たさ

れており、積石の高さは地表面とほとんど差がな

い。1981 年にナバーン、P. B. コノヴァロフ (П. Б. 

Коновалов) が 6 基の墓を発掘調査し、1987 年にモ

ンゴル・ハンガリー共同調査団が遺跡分布図を作成

した。

Ⅳ . 考察

　2001 年韓 - 蒙共同学術調査団が活動した地域で

ある北
ホイド

タミル川
ゴル

流域には、ソルビ・オール、エメー

ル・トルゴイ、タミリィン・オラーン・ホショー、エー

ズギーティーン・ホジル、ザミン・トルゴイ、ホドギー

ン・トルゴイ等、匈奴時代古墳群が集中分布してい

る。各遺跡の距離を調べてみると、近いものは 3.0

～ 5.0km、遠いものは 15.0 ～ 20.0km ほどそれぞ

れ離れている。この一帯に詳細な地表調査を実施す

れば、先史時代から匈奴時代に及ぶ多くの考古学的

遺跡が新たに発見されることが期待される。その中

でも匈奴時代の新たな遺跡が発見される可能性が高

く、今回の調査中にツァツ村
バク

から遠く離れていない

所でザミン・トルゴイ等の知られていなかった古墳

群が新たに発見されたりした。匈奴墓の集中的な分

布状況は北
ホイド

タミル川
ゴル

流域が匈奴時代の中心地の一つ

であったことを示しており、今回発掘調査されたホ

ドギーン・トルゴイ匈奴墓は北
ホイド

タミル川
ゴル

流域で最も

大きな匈奴時代の古墳群である。それでは、調査し

た墓の構造を総合的に考察し比較資料と検討してみ

る。

1. 墓の構造

1) 墓の形態

　墓の形態についてみると、1 号墓はホドギーン・

トルゴイ遺跡では大型クラスに属し、積石施設が周

辺の他の墓より大きな方である。地上には円形の分

厚い積石施設があり、積石形態は分厚い丸い環状で、

地表上からも容易に確認できる。2 号墓は中型クラ

ス、3、4 号墓は小型クラスで、積石施設は隅丸方

形の石列に近く示されている程度で、石列の高さも

それほど高くなく地表上にはっきり見えていない。

1 号墓の中心部は土で覆われており、内部構造が陥

没して凹形にへこんでいた。墓内部の平面形は方形

に近く、全体的な形状は円形内に方形が入っている

形である。墓内部の土坑の長軸方向と地表上に現れ

た積石あるいは石列の長軸方向はほぼ一致し、墓中

心部に位置する土坑内部から積石層が確認された。

この積石層に対する既存の学説は、地表外に円形の

マウンド状の積石封墳を造成したが、内部の埋葬施

設が陥没して外部積石中心部の石が落ちこんだか、

そうでなければ盗掘のために積石層が形成されたも

のと考えられてきた。しかし、綿密に調査した本調

査の結果、墓築造当時マウンド形の積石部があった

という考えは修正する必要がある。埋葬主体部が完

全に残っている処女墳の場合にも、墓の中心部のど

こにも表面上に積石封墳を形成した痕跡をみつける

事ができず、土坑中間部分で現れた積石層は埋葬主

体部の外を割石で充填していただけで、墓築造当時

から積石封墳は存在していなかったものと推定され

る。

2) 墓の内部構造

　調査した墓 4 基が現れた土坑の形態は墓ごとに

若干異なる特徴があるが、大体でほぼ同じ様相を示

していた。1 号墓の場合、土坑を 0.7m の深さまで

隅丸方形に深く掘り、その下から再び 3.5m の深さ

で長方形の土坑を掘り、断面上 2 段の階段状になっ

ていた。2 号墓と 4 号墓の土坑も同様に 2 段の階

段状をしており、1 段は広く浅く掘り、その下の土

坑は隅丸長方形で深く掘る。しかし、3 号墓は小型

墓であり、階段状に掘る必要がない。墓の内部には

それぞれ厚い積石層があり、1 号墓は木棺上部を横

木で覆い、横木の端を非常に大きな石で押さえて固

定した後に土で覆い、この外を割石で充填していた。

2 号墓は板石数枚を長軸方向に立てて石槨を作った

後、底に砂利を敷いて横木を置いてその上に木棺を

安置し、石粒を多く包含する土で覆った後、割石を

充填して土坑を埋めた。4 号墓は木棺上に大きな板

石を利用し蓋石として使用しているのが特徴であ

る。3 号墓の土坑底に被葬者を安置し土で覆った後、

その上を石と土で充填し、被葬者の腰下に設置した

腰坑施設が特徴的である。墓の内部と上部から木炭

や灰が出土したことは、葬礼の過程で木や動物の排

泄物を燃やす祭祀行為があったと推定させる。
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3) 木棺

　発掘調査した墓のうち、3 号墓は木棺が使用され

ていなかったが、1、2、4 号墓は木棺内に被葬者

を安置していたとみられる。墓内部の木棺は大部分

腐食していたものの痕跡が残っており、大きさは推

定することができる。1 号墓の木棺のサイズは長軸

2.0 ×短軸 1.0 ×深さ 0.5m である。木棺の床は 4

枚の長い木板で作られており、長壁間に短壁がある

“ ㅍ ” 形をしていた。木棺の蓋は様々の長さの横木

で覆った。2 号墓の木棺のサイズは長軸 2.3 ×短軸

0.5 ×高さ 0.35m で、木棺床は 2 枚の長い木板で

作られ、上には短軸方向に木板で覆った。木棺の底

板は勝形の楔で組み立てた痕跡が確認された。4 号

墓の木棺は薄い木板で作られ、大きさは長軸 1.5 ×

短軸 0.45 ×高さ 0.3m である。

4) 遺物出土状況

　1 号墓の人骨腰部分から鉄製の装飾用環・鉸具等

が出土しており、これは被葬者が着用した装身具と

推定される。被葬者の右腕横で様々な形状の鉄鏃と

木製鏃、弓付属具、馬鐸、異形青銅器 ( 頭装と推定 )、

刀、轡、鋸、用途不明の鉄片、矢筒の付属品、種子

等が出土した。2 号墓からも人骨腰部分から鉄製品

が出土し、これは帯の装飾品であると推定された。

4 号墓内部から刀、ガラス玉等が出土したが、原位

置から移動した状態で出土したものとみられる。

　墓から出土した土器類、家畜・動物骨は祭祀と関

連するもので、1 号墓の場合、土器 1 点を被葬者の

足元に置き、人骨の下半身側木棺上に壺型土器と高

坏を置いた。横木上からは鹿角が出土した。2 号墓

西北側では木棺外で燈盞がさかさまの状態で発見さ

れ、木棺壁と石槨壁の間の空間には土器 4 点を埋

納していた。この土器は西側から東側に壺形土器－

深鉢形土器－壺形土器－深鉢形土器の順で交互に配

置されていた。深鉢形土器の内部には、羊の肋骨、

尾骨、牛の前脚関節の一部が盛られていた。3 号墓

人骨右側上腕骨の横からは羊肋骨が出土した。4 号

墓では壺形土器、燈盞と共に羊骨が出土した。

5) 人骨出土状態

　3 号墓を除く 1、2、4 号墓の埋葬主体部は内部

が陥没しており、人骨が散乱した状態で出土した。

このような現象は土壌の湿気のために木棺が腐食し

て陥没し、タルバガンなどの齧歯類の動物がトンネ

ルを掘って侵入し内部を攪乱したためである。1 号

墓の場合、木棺の端にそってタルバガンの穴があり、

頭蓋骨と下顎骨等、一部の人骨と木棺施設が一部攪

乱された状態で発見された。2 号墓の場合、人骨は

木棺の南東側に偏って集中して出土し、頭蓋骨は壊

れ一部分のみ上層から出土した。4 号墓出土人骨も

やはり 2 号墓と同様に木棺の南東側に偏っていた。

　人骨の頭位を調べてみると、4 基の墓のうち頭位

を容易に確認できる墓は 3 号墓で、頭を西北に向

けていたことは明白である。1 号墓は頭蓋骨と下顎

骨がタルバガンによって原位置から移動していた

が、胸と両腕部分が木棺床に元来の状態で残ってお

り、頭位が南東側であったことが分かる。2 号墓の

場合、足の骨が木棺の北西側から集中的に出土し、

南東側から上半身の人骨が出土し、頭位は南東側で

あったものと判断される。4 号墓は大腿骨が置かれ

ていた方向を考慮し、木棺が東南側が幅広く西北側

が狭い現象をみると、被葬者の頭位は南東側であっ

たものと考えられる。

2. 比較検討

2001 年のホドギーン・トルゴイ遺跡で調査した資

料を比較可能な資料と共に検討した結果は次のとお

りである。

　まず 1987 年にモンゴル・ハンガリー共同調査団

がホドギーン・トルゴイ遺跡で調査した 2 基の墓

の様相を調べてみると、人骨の頭位は南東側を指し

ていた。2001 年に調査した 4 基の墓のうち、3 号

墓出土人骨は頭位が北西側であり、他の 3 基の墓

はみな南東側に頭を向けていた。近隣遺跡のソルビ・

オール 1987 年 1 号墓でも頭位が南東側の墓が大

部分である。

　1987-1 号墓は直径が 7.5m で、木棺はなく 3.3m

の深さに石槨を作りこの中に人骨を安置していた。

墓の内部は一部破壊され、墓坑の南東側で人の頭蓋

骨と下顎骨、西側中央部で大腿骨、壁横から骨盤が

出土し、脊椎等は元来の埋葬された状態で発見され

たとする。副葬品は骨製の柄がついた鉄刀 2 点が

出土したが、刀の鞘は布地で包んでいた。埋葬部の

上部から鉄製轡片、鉄製環 3 点、鞍につけられた

鉸具 1 点、燈盞片、弓付属具 2 点、2 個体の土器片、

黒色及び赤色の漆片、中央に釘を打った痕跡のある

鉄製円形装飾品、形状の分からない鉄器片等の遺物

が出土した。

　1987-2 号墓は直径が 7.0m、深さ 2.0m の墓坑に

木棺を埋葬し遺体を安置する形態で、一部盗掘され
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腓骨と大腿骨が元来の埋葬された状態で残っていた

ことが明らかになった。出土人骨の頭向は東南側で、

伸展葬したと推定される。副葬品は人骨の上半身横

から日光鏡、大腿部横から鉄刀、攪乱された人骨中

央から紡錘車、先が切断された鹿角等が出土し、木

棺長壁の中央と西北壁端から土器 2 点が発見され、

このうち 1 点には羊骨が入っていた。木棺短壁と

墓坑壁間に板石を設置し、木棺壁側に羊の下顎骨が

副葬されていた (16)。これは 2001 年に本調査団が

発掘した墓と最も類似する部分があり、1987-1 号

墓は 2001-1 号墓、1987-2 号墓は 2001-2 号墓と

副葬遺物、位置、頭向、墓坑深度など類似する部分

が多い。調査された墓から出土した木棺 3 基は形

態においては互いに差があるが、ノヨン・オールか

ら出土した華麗な漆塗木棺はなく、匈奴墓の一般的

な木棺と考えられた。木棺を組み立てるための勝形

の連結具が 2 号墓の床から出土し、これはノヨン・

オール貴族墓から出土した木棺の連結具と比較でき

る (17)。

　ホドギーン・トルゴイの墓から出土した土器は、

他の匈奴時代の墓から出土した土器と形態、文様に

おいて類似しており、壺形土器と鉢形土器がほとん

どである (18)。土器の製作は高速回転の轆
ろ く ろ

轤を利用

したものと考えられ、土器の口縁部は若干壊れてお

り、埋葬儀礼と関連する何らかの行為があったも

のとみられる。2 号墓と 4 号墓から出土した土器 1

点は上部が壊れ底部のみ残っている状態で、このう

ち煤の痕跡がある 2 号墓出土土器には土器を紐で

くくって吊るした孔があいており、燈盞であると推

定された。比較することができる遺物はタヒルティ

ン・ホトゴルの 1988-1 号墓 (19)、南バイカルのス

ジ古墳群の 7 号墓 (20) から出土した “ 燈盞台 ” と呼

ばれる土製品等がある。

　服と帯の装飾具はナイマー・トルゴイ、ドールガ・

オール、ソルビ・オール等の古墳群から出土した遺

物と比較することができる。鉄製轡、鑣、刀、鉄鏃

等の遺物は匈奴墓から多く出土しているもので、1

号墓から出土した鉄刀 2 点は 1987-1 号墓からも出

土した。ホドギーン・トルゴイ 1 号墓から出土し

た鉄鋸は矢筒にみえる木製品付近から発見され、携

帯用と考えられる。このような鋸は珍しい遺物で、

類似する例もドールガ・オール 1971-7 号と 9 号墓

からそれぞれ 1 点 (21) ずつ出土しているのみである。

　馬鐸はノヨン・オール 1954 年 8 号 (22)、南バイ

カル地方のディレストゥイ 5 号、48 号、86 号、

123 号 (Дырестуй могильник)(23)、ボルハン・トル

ゴイ 10 号墓等の墓から多数出土したことがある。

このうち特にボルハン・トルゴイ 10 号 (24)、ディ

レストゥイ 48 号墓から出土した馬鐸は、形態と石

舌等がホドギーン・トルゴイ 2001-1 号墓出土品と

非常によく類似している。4 号墓から出土した 2 点

のガラス玉とよく似たものはナイマー・トルゴイ

1987-20 号墓から出土したことがある (25)。弓はホ

ドギーン・トルゴイ 1 号墓の人骨の右腕横にあっ

た遺物堆積の左下段に埋納されていたが、木製部分

は腐食し骨製弓付属具のみ残った状態で埋納時の位

置そのままで発見され、弓の大きさを推定すること

ができた。弓付属具は上部、下部、中央の 3 部分

に分けられ、上部の弓
ゆ は ず

弭は保存状態が非常に悪く、

中央の弣
ゆづか

と下部の弓弭は復元可能な状態で残ってい

た。弓の全長は 127.0cm と推定され、モンゴルで

一般的な匈奴時代の弓のサイズは 150.0cm と推定

されていること (26) からするとサイズが小さい。ま

た 1 号墓で青銅装飾具が出土した。全体的な形態

は鐘形で、同じ鋳型から製作して接合したのち片

側には孔をあけ、上側には孔をあけたがはんだづけ

した痕跡が残っていた。孔には木製針が差し込まれ

た状態で出土し、この遺物の用途は被葬者の頭飾で

あったと考えられる。

3. 年代

　匈奴墓の編年は主に中国製青銅製品や銅銭等の比

較資料に基づいて行われたり、墓の構造及び木棺ま

たは木槨の使用を基準として比較編年する場合もあ

る。最近では放射性炭素年代測定の結果が多く活用

されている。韓 - 蒙共同発掘調査団が調査した墓か

ら出土した遺物は他の遺跡の遺物と比較検討が可能

だが、鉄器は腐食が進み正確に比較するのが難しい

部分があり、土器は未だ匈奴時代の全体的な編年体

系が確立されておらず、年代推定に適用するには困

難が多い。

　したがって、国立中央博物館はソウル大学校基礎

科学教育研究共同機器院に各墓から採取した有機物

資料に対する AMS 年代測定を依頼した。1 号墓か

ら出土した 4 点の資料で AMS 年代測定の結果を得

ることができた。床から出土した木棺片は 2060 ±

40B.P.(B.C.60 年 )、上・下部から出土した木炭は

1910 ± 40B.P.(A.D.80 年 )、そして種子は 1980 ±
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40B.P.(A.D.35 年 ) と算出された。したがって、こ

の墓の中心年代は紀元後 1 世紀に集中しているも

のと推定できる。

　2 号墓から出土した木棺片は 2350 ± 40B.P.(B.

C.400 年 )、木棺台木は 2100 ± 40B.P.(B.C.110 年 )

と算出され、3 号墓床面から採取した木炭は 2150

± 40B.P.(B.C.335 または B.C.190 年 ) と推定され、

4 号墓の木棺片は 2060 ± 30B.P.(B.C.75 年 )、下部

木炭は 2100 ± 40B.P.(B.C.110 年 ) と出た。2 号墓

と 3 号墓の資料の場合、これらの時期の年代値を

示すものもあるが、およそ中小型クラスの墓の中心

年代は紀元前 2 ～ 1 世紀に集中しているとみるこ

とができるだろう。

Ⅶ .おわりに

　大韓民国国立中央博物館はモンゴル国立歴史博物

館とモンゴル科学アカデミー考古研究所 ( 以前の歴

史研究所 ) と共同で、モンゴル アルハンガイ県
アイマク

バ

トツェンゲル郡
ソム

バヤンオール村
バク

のホドギーン・トル

ゴイ匈奴古墳群で 2001 年 4 月に物理探査を行い、

7 ～ 8 月に発掘調査を実施した。ホドギーン・トル

ゴイ古墳群はウランバートルから西に約 450km 離

れており、海抜 1600m の山麓に位置するタミル川
ゴル

流域で最も大きな匈奴時代の古墳群である。この遺

跡は地表上に 286 基の匈奴時代の墓が分布してい

る。

　春に実施した物理探査は韓国地質資源研究院の協

力で行われ、「双極子電極配列を利用した電気比抵

抗探査」法を適用し、遺構地下の状態をおおまかに

把握して効果的な発掘計画を策定するという目標を

立てた。標本は超大型墓 ( 瓢形墳 )1 基、大型クラ

スの墓 1 基、中型クラスの墓 1 基の全 3 基を選定

した。

　夏に実施した発掘調査は物理探査の結果をもとに

体系的な発掘計画を策定し、全 4 基の匈奴時代墓

を調査した。超大型クラスの墓は 1 ～ 2 ヶ月以内

に作業を終了することができないほど大きな規模で

あるため、短期間に調査が可能な物理探査 1 号墓

と 2 号墓とを集中的に発掘調査し、小型墓 2 基を

追加で発掘調査した。合わせて、調査遺跡の周辺地

域に分布するザミン・トルゴイ、ソルビ・オール等

の匈奴時代古墳群を測量し、墓の分布図を作成した。

　1 号墓は大型クラスで、大きさは積石部直径が

11.5m、深さは約 4.2m である。墓の築造順序に注

意して調査すると、積石部より 0.7m 陥没した地

点から地下 0.7m の深さの 1 段目掘壙を掘った後、

2.8m の深さの土坑床に木棺を安置していた。木棺

内部に被葬者と副葬品を埋納し、横木で木棺を覆っ

た後、この上を板石でおさえて固定した。墓坑内部

は石と土で充填され、副葬品では青銅製馬鐸、頭飾

をはじめとして、鉄刀、鉄鏃、轡、帯、靴の装飾品

等が出土し、土器と骨製弓付属具、鉄器等が発見さ

れた。あわせて人骨 1 体と鹿角、織物、種子、各

種動物骨が確認された。人骨は分析の結果、30 ～

35 歳のヨーロペオイドの特徴を有する男性で、身

長は 174.1cm と推定された。右側上腕骨に骨折痕

が残っており、頭蓋骨右こめかみ部分には脳手術

の痕跡が残っていた。AMS 年代測定の結果、木棺

片 は 2060 ± 40B.P.(B.C.60 年 )、 木 炭 は 1910 ±

40B.P.(A.D.80 年 )、そして種子は 1980 ± 40B.P.(A.

D.35 年 ) と算出された。この墓の規模、施設そし

て副葬品をみると、匈奴時代に地位の高かった戦士

の墓と判断される。

　2 号墓は中型クラスで直径は約 5.0m、地表上に

平面が隅丸方形の石列を作っていた。埋葬主体部は

深さ 2.0m の土坑内部に板石を立てて石槨を作り、

この中に木棺を設置した二重施設である。木棺と

石槨の間の空間に土器 4 点が副葬され、刀子、環

状装飾品、鉸具等、若干の鉄器が出土した。土器

1 点の内部には羊骨が残っていた。人骨分析の結

果、15 歳のモンゴロイド系の男性と判明し、身長

は 167.3cm と推定された。AMS 年代測定の結果、

木棺片は 2050 ± 40B.P.(B.C.400 年 )、木棺台木は

2100 ± 40B.P.(B.C.110 年 ) と算出された。

　3 号墓は小型クラスの墓で、大きさは長軸 4.3m、

短軸 3.8m、割石を利用して円をえがいた形である。

土坑内部から人骨 1 体が伸展葬の状態で発見され、

人骨の帯の下に腰坑があった。同じく土坑床面から

木炭が多量に発見されたことからみて、葬礼行為の

過程で火を焚く儀礼行為があったものと推定され

る。上部から土器片が発見され、人骨と共に羊骨

が出土した。人骨分析の結果、35 ～ 40 歳のモン

ゴロイド系女性と判明し、身長は 155.54cm と推

定された。AMS 年代測定の結果、床出土の木炭は

2150 ± 40B.P.(B.C.335 あるいは B.C.190 年 ) と算

出された。

　4 号墓は小型クラスの墓で、大きさは長軸 4.5m、

短軸 3.5m で、1 号墓の北西側に連接していた。調
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査の結果、4 号墓がまず築造され、1 号墓の積石部

が 4 号墓の一部を覆っていたと判断され、二基の

墓の間には直接的な関係はない。副葬品は土器と羊

骨が出土し、金箔を被せたガラス玉が共に発見さ

れた。人骨は 7 ～ 8 歳のモンゴロイド系の子供で、

栄養欠乏のため貧血の病状があったものとみられ

る。AMS 年代測定の結果、木棺片は 2060 ± 30B.P. 

(B.C.75 年 )、下部木炭は 2100 ± 40B.P. (B.C.110 年 )

と算出された。

　2001 年韓 - 蒙共同学術調査は、モンゴルの過酷

な気象状況のために物理探査では暴雪と砂嵐に遭い

生死の境目の厳しい状態におかれ、発掘調査では強

い太陽光線と風雨に遭ったが、両国の団員らが心を

一つにして努力し、成功裏に成果を作り上げた。発

掘調査した資料は小型クラスの墓から大型クラスの

墓まで、子供の墓から高い地位の戦士の墓までと多

様である。人骨資料でもモンゴロイド系の男性、女

性、子供とヨーロペオイド系男性など多様な形質的

特徴が確認された。物理探査という科学的調査法を

モンゴル現地調査に適用して有用な情報を獲得し、

発掘調査からは草原遊牧民の埋葬行為と死後観念を

研究するのに必要な端緒を新たに発見し、古代の草

原の遊牧文化を理解する重要な契機をもたらした。

付録

モンゴル匈奴墓発掘調査のための

電気比抵抗探査

イサンキュ이상규・ファンセホ황세호

ファンハクス황학수 ( 韓国地質資源研究院 )

キルチュンホ길준호 ( 忠南大学校地質学科 )

李
イヒョンフン

栄勲・尹
ユンヒョンウォン

炯元・皇
ファンポ

甫チャンソ ( 国立中央博物

館考古部 )

Ⅰ .はじめに

　文化財調査に物理探査は多様に活用されている。

物理探査の結果を十分に活用するためには物理探査

の適用と限界、そして文化財に対する正確な事前情

報等を物理探査専門家と文化財専門家が事前に十分

に理解して可能になる。イサンキュ等 [1997] は発

掘対象地域に対して文化財専門家が予想した遺構の

特性に合わせて良い反応が予想される探査方法を

選定して発掘調査以前に物理探査を実施したのであ

り、これは文化財調査に良い前例を示した。

　大韓民国国立中央博物館はモンゴル国立歴史博物

館及びモンゴル科学アカデミー考古研究所 ( 前歴史

研究所 ) と共に 1997 年から韓蒙共同学術調査事業

を推進しており、2001 年度にはホドギーン・トル

ゴイ匈奴墓に対する発掘調査を実施した。

　モンゴルの気候の特性上、発掘調査が可能な期間

は夏の 7 ～ 8 月に限定されるため、事前に発掘対

象墓の選定と墓の深度や発掘調査時の排土量等につ

いて事前情報を把握するために物理探査の技法を適

用した。物理探査法は考古学の発掘調査で必要な地

下対象物体についての位置、規模、遺物特性等を提

示し、予想人員、費用、そして時間等、発掘計画策

定に役立つ情報を提供し、最近の遺跡調査、診断お

よび保存に多く利用されている。

　本論では 2001 年春に大韓民国国立中央博物館と

韓国地質資源研究院が共同でモンゴルアルハンガイ

県
アイマク

バトツェンゲル郡
ソム

に位置するホドギーン・トル

ゴイ匈奴遺跡を対象に実施した物理探査の結果、夏

に実施した発掘調査資料、そして考古学の発掘調査

資料および物理探査の結果についての比較事例を紹

介する。

Ⅱ .物理探査

a. 研究背景と目的

　モンゴル アルハンガイ県
アイマク

バトツェンゲル郡
ソム

に位

置するホドギーン・トルゴイ遺跡は匈奴時代の古墳

群で、これに対する発掘調査は東アジアの歴史から

韓民族の文化の源流を探り、韓国 - モンゴル間の古

代文化を比較研究する作業の一環として行われた。

　国立中央博物館は 2000 年 7 月から 8 月にかけ

ての約 1 ヶ月間、モンゴル トゥブ県
アイマク

アルタンボラ

ク郡
ソム

モリン・トルゴイ地域に位置する匈奴時代墓に

対する発掘調査の経験を経て匈奴墓の基本的な構造

を把握することができた。

　2000 年のモリン・トルゴイ遺跡の場合には、発

掘が進行するにしたがって遺構の規模が予想外に大

きく、進行に多くの困難を伴った。特に国外発掘の

場合には制限された人力と装備、そして急変する気

象状態等を考慮した時、徹底的な準備があってこそ

充実した発掘調査を成し遂げることができるのであ

る。

　したがって、国立中央博物館のモンゴル遺跡調査

団は匈奴墓に対して事前調査を実施し、発掘予定遺

跡に対して大まかな情報を得ようと物理探査法を適
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用した。物理探査は地表から非破壊の方法を通して

地下の構造を形象化できる技法で、主要目的は発掘

対象遺跡の性格を事前に把握し発掘計画を策定する

ことである。

　考古学発掘作業で直面する現場状況や制限された

調査期間は発掘調査の進行と復旧作業に深刻な支障

をきたす。したがって、物理探査技法を利用して発

掘前に墓の情報を把握することで、発掘調査に必要

な在留期間、人力、所要経費等を計画する情報を得

ることができる。モンゴル ホドギーン・トルゴイ

古墳群には大きさが各 3 種類 ( 超大型、大型、中型 )

の匈奴墓があり、それぞれの標本を選定して物理探

査方法の一つである双極子電極配列を利用して電気

比抵抗探査を実施した。

　この後、物理探査の結果をもとに大型墓と中型墓

に対して発掘作業を実施した。考古学的な発掘調査

から確認された大型墓と中型墓に関する資料は物理

探査の結果と比較し、定量的な探査結果の再解釈お

よび再処理を通して得られた重要な情報として活用

される。

　研究の最終目標は大型墓と中型墓の再解釈および

再処理情報を適用し、こののち発掘調査が実施でき

る超大型墓 ( 瓢形墳 ) に対して有用な物理探査資料

の定量的解釈を導き出し、発掘計画策定に関する情

報として活用することである。

b. 匈奴墓調査に適用した電気比抵抗探査法の原理

　電気比抵抗探査法は電位電極と電流電極を使用

し、電流電極からは人工的に電流を大地に与え、こ

れにより発生した電位の大きさを測定・解釈し、地

下破砕帯、断層、層序構造などの地質構造の映像化、

地下資源、地下水及び地盤特性評価等に利用する物

理探査法のうちの一つである。

　電気比抵抗探査は電流と電位電極の多様な配列

を利用するが、測定値は見かけ上の電気比抵抗 (ρa, 

apparent resistivity) で、次のような関係式で表現さ

れる。

　上式の G は電極配列にしたがって決定した距離

係数 (geometric factor)、I は入力電流、Δ V は電圧

である。

　電気比抵抗探査で利用する電極配列には単極配

列、単極 - 双極子配列、双極子配列、シュランベル

ジャー配列、ウェンナー配列等がある。双極子配列

の電気比抵抗探査法を適用したのは垂直・水平的な

分解能が他の電極配列よりも高いためである [ チョ

ンスンファン他 2002]。双極子配列法は電気電極

(C1-C2) 及び電位電極 (P1-P2) を設置して電流電極

と電位電極の間隔を同じ距離にし、これら間隔を整

数倍になるよう配列して測定した。

　電流及び電位間隔 a は、探査目的、垂直分解能な

どを考慮して決定し、a,2a,3a,……na 間隔で移動し

て電位差を測定した。このとき測定された見かけ上

の電気抵抗率は

で あ り、nは 電 極 の 展 開 数 で あ る [Telford et al., 

1990; Milson 1996]。

c. 物理探査過程

　2001 年春にウランバートルから西に約 450km

離れた山岳地帯で物理探査を実施した。探査地域の

正確な地名は “ アルハンガイ県
アイマク

バトツェンゲル郡
ソム

ホ

ドギーン・トルゴイ遺跡 ” である。図 1 のように探

査地域には大小の匈奴時代の墓 286 基が分布して

いた。

　モンゴル現地で現地調査を目的に電気比抵抗探査

の装備を補完したが、探査予定地が奥地である点を

考慮して万全の準備をした。モンゴルでの調査期間

は 2001 年 4 月 1 日から 13 日までで、同様の国外

調査の準備に役立つよう探査日程を簡単に紹介して

おく。4 月 1 日に韓国を出発してモンゴルに到着し、

4 月 2 日に現地へ出発する準備をした。探査人員は

韓国地質資源研究院の物理探査専門家 2 名、国立

中央博物館の考古学者 2 名、モンゴル科学アカデ

ミー考古研究所 ( 前歴史研究所 ) の研究員 9 名の合

計 13 名で、車両は四輪駆動ジープ、乗用車、ロシ

ア製トラック 3 台が準備された。4 月 3 日にウラ

ンバートルを出発し、4 月 5 日に遺跡現地に到着、

4 月 6 日午後から探査を開始した。墓の数が非常に

多く、夏の発掘調査の日程を考慮して 3 基の墓を

選定し、4 月 7 日までに探査を完了した。到着した

次の日から気温が急降下し、砂嵐が吹いて作業に多

くの支障をきたし、夜 10 時まで探査作業を進めた。

気象条件が良くなれば撤収しようとしたが、4 月 8

日からは強風と共に暴雪が降りはじめた。そして遭

ρa = 2πΔV
I

1

(              )r1
1 － r2

1 － (              )r3
1 － r4

1
= 2π

I
ΔV G

ρa =－2π
I

ΔV(n-1)n(n+1)l
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難した。広大な草原のため、我が調査団のみ残って

いる状況であった。周囲に救助を要請することもで

きず、いかなる連絡をとることもできなかった。燃

料と食料が底をつき、気象条件はさらに悪化した。

現地にこれ以上留まることが難しくなった 9 日朝

に出発したが、一日終日 10km しか移動できず、様々

な苦労の末に 3 日後の 11 日晩になってウランバー

トルに到着した。暴雪と酷寒のために、探査地付近

で現地の 13 人が吹雪のため行方不明になり、バト

ツェンゲル郡
ソム

の家畜のうちの 1/4 にあたる 5 万頭

の家畜が凍死した。

　しかし短い期間に現地探査を遂行したのに砂嵐と

暴雪によって遭難の危機におかれたのは、探査地域

の高度が約 1600m にあり、探査時期が 4 月初めで

急激なモンゴルの気象条件のためである。30 年間

モンゴルで考古学調査を行ってきたツェベーンドル

ジ博士 ( 当時 : 歴史研究所考古学研究指導長 ) も非

常に困難な探検であったことを認め、A. オチル博

士 ( 当時 : 歴史研究所長 ) は調査団に “ 英雄 ” の称

号を与えたいとした。

　国外で調査を遂行する場合、いかに強調しても

度が過ぎることがないものはやはり徹底的な準備

と自然に対する謙虚な姿勢だと考えるばかりであ

る。探査の目的は遺跡調査であったが、今回の調査

日程は非常に厳しい環境で物理探査を行う Extreme 

Geophysics の領域に該当する。

d. 物理探査の結果

　匈奴墓に対する物理探査は、調査団が選定した 3

基の墓に対して測線を設定して実施した。図 2 は

地表で確認した 3 基の墓に対する電気比抵抗探査

測線を示したもので、#1A と #1B は 1 号墓、#2A

と #2B は 2 号墓、#3A と #3B は 3 号墓についての

測線である。図で各測線についての方向を表示し、

数字は電極の始めと終わりを表したもので、電極間

隔は墓の大きさを考慮して決定した。探査軸線設定

時に遺構の大きさと方向は地表上から正確に分から

ないため斜交して設定したが、通常は対象物と斜交

する方向よりも直交する方向で設定した方がより良

い探査結果を導き出すことができる。

　1 号、2 号及び 3 号墓の内部直径はそれぞれ約

7.0m、5.0m、11.0m で、1 号墓および 2 号墓には

斜交する 2 本の測線、瓢形墳の 3 号墓には平行す

る 2 本の測線を設定した。各墓に対する双極子電

極の間隔は墓の規模にしたがって分解等を考慮し、

1 号墓は 1.0m、2 号墓は 0.8m、そして 3 号墓は 1.5m

に設定した。多様な電極間隔で資料を取得し、地表

に露出した墓の積石部のために電極設置が難しく、

探査時間の制約で各墓の規模を考慮し電極間隔を設

定するしかなかった。

　図 3 は 1 号墓の測線 #1A に対する電気比抵抗探

査の結果導き出された地下の電気比抵抗断面図であ

る。図の一番上は現場の物理探査資料で、下は逆算

過程を経て導き出した地下の電気比抵抗の様相であ

る。中央は逆算結果に対して理論的に計算した資料

である。一般的な現地調査と理論資料を比較するこ

とによって、逆算結果の信頼性を判断した ( 정승환

他 2002)。地表から墓の境界を表している積石部は

測点約 8 ～ 16 に位置し、境界部が墓内側と外側に

比べて数十 cm ほど高い ( 図 3 の下参考 )。

　全般的に墓が位置する測線中央の上部からは約

800ohm-m 以上の高さの電気比抵抗分布帯が存在

し、これは地表の積石部と乾燥した地表土層の影響

と解釈され、地表下約 2.0m まで延びていた。円形

積石部、上部土層と下部地層の全般的な電気比抵抗

値は 400 ～ 600ohm-m の範囲を示した。図 4 は測

線 #1B に対する電気比抵抗探査の結果で、電気比

抵抗が約 800ohm-m 以上と表示される分布は図 3

とほとんど同じである。

　匈奴墓に対する電気比抵抗探査での関心の対象は

墓の規模や深度で、その発掘計画に有用に利用する

ことができる結果である。電気比抵抗探査で導き出

された結果は図 3 または図 4 のような地下下部の

電気比抵抗の状態で、二次元的な電気比抵抗の分布

を利用して解釈する。したがって探査対象が周辺と

電気比抵抗の大きさが異なるので識別が可能である

ことが分かり、特に墓の場合には探査測線の方向と

墓の位置、埋葬方式等に応じて解釈した。

　墓の形態を事前に把握することが難しい場合には

三次元探査を行い、正確な地下の電気比抵抗の様相

を導き出すことができる。図 3 と図 4 の結果を利

用すると、墓の深度は最低約 2.0m ほどと推定され

た。垂直分解能を高めるために多様な電極間隔で探

査を行えば墓の深度解釈に正確性を高めることがで

きるものと判断したが、現場の条件が非常に困難で、

各墓に対して 2 本の測線についての資料取得で満

足することになったのが残念である。

　図 5 は 2 号墓に対する探査結果で、地表積石部



37

の境界は測点約 8 ～ 12 である。1 号墓と同じ観点

から解釈したが、大型墓よりもさらに深度が深く約

2.5m 程と解釈された。このようなことは墓に対す

る測線配列方向による影響や埋葬物の形態と充填材

の物性差と判断される。図 6 は 3 号墓に対する探

査結果で、地表積石部の境界は測点約 8 ～ 13 であ

る。1 号墓と同じ観点から解釈したが、墓の深度は

約 3.0 ～ 4.0m 程度と解釈された。

Ⅲ .考古学の発掘調査

　ホドギーン・トルゴイ匈奴古墳群はすでに 1980

年にモンゴル・ソ連共同歴史文化調査団の初期鉄器

時代遺跡調査団と、匈奴遺跡を調査するために構成

されたモンゴル・ハンガリー共同調査団によって初

回の調査が行われた。しかし、1980 年のモンゴル・

ソ連調査団は未だ発掘報告書を発行しておらず、何

基の墓を調査したか不明である。モンゴル・ハンガ

リー調査団は 2 基の古墳を発掘調査し、発掘調査

報告書と関連論文を発表した。

　ホンド平原 (Хондын хөндий) の東側に位置するホ

ドギーン・トルゴイ匈奴古墳群は北側から南側へ緩

慢に傾斜した丘陵性の平坦面を選択して造成されて

いる。本遺跡の西側には丘があり、北側と東北側に

は高い山がある。遺跡の端には 2 つの谷が遺跡と

並行して形成されている。超大型・大型墓と密集度

の高い墓群は主に古墳群の北側と南側に位置してい

る。大型クラスの墓の場合、墓の円形積石が遠い場

所からもよく見え、高さは 1.0m 前後で、丸い環状

の積石部の直径は大体 10.0 ～ 25.0m ほどであり、

中・小型墓は地表外に平面が隅丸方形の積石あるい

は石列をめぐらし、大きさは大体 3.0 ～ 5.0m であ

る。調査団が発掘した 4 基の墓は遺跡の東北側に

位置する大型墓 1 基と中型墓 1 基、小型墓 2 基で

ある。

　発掘調査は物理探査の結果を示した二次元断面図

を参考にして進め、期間は 2001 年 7 月 12 日から

8 月 28 日まで行った。物理探査と発掘調査を両方

実施した墓は 1 号墓と 2 号墓で、本稿では発掘調

査した墓の構造を中心に記述する。

　図 7 と図 9 は 1 号と 2 号の平面図に探査測線を

重ねて示したもので、図 8 は 1 号墓の断面のうち

短軸方向 ( 第三角法による正面図 ) を表現し、図

10 は 2 号墓の断面のうち長軸方向 ( 第三角法で左

側面図 ) を表している。

a.1 号墓

　地上に現れた積石部の直径は南北 9.5m、東西

10.5m で、表土除去後は南北 11.5m、東西 11.0m

である。積石部の最も高い部分は表土から 0.7m の

高さで遺構の中心には石がなく、全体的な平面形は

丸い環状である。遺構中心部の直径は 7.0m である。

土坑長軸は西北西から東南東へふれている。

　表土を片付けた後、遺構中心の南北土手を残して

掘り下げた。表土 10.0cm は砂が堆積した土壌で非

常に安定し粒子も美しい。図 8 の断面を調べてみ

ると、表土下層では砂利と若干の割石が包含されて

おり、厚さ 40.0 ～ 50.0cm ほどの 2 枚の土壌層が

確認され、この層は墓造成直後に覆土されたものと

推定された。厚さ 10.0cm 内外の第 3 番目の層は黒

褐色土で一部灰黒色と木炭が混じって出ている。地

表下約 70.0cm 前後の深さからは土壌の掘壙ライン

が確認され、掘壙ライン内外で密集した大型割石が

露出しはじめた。大型割石を除去すると小さな割石

と土壌が混じった層が現れた。地表下 210.0cm 程

まで土壌と割石が混じった状態であったが、この

下 40.0cm( 訳 3) ほど若干の砂質性土壌と砂利が包含

された層があった。木板を押さえて置いた石列から

約 50.0cm はやはり割石で満たされており、木板痕

跡下の 40.0cm 下から土坑床が確認された。遺構の

中心部表土から床までの深さは約 360.0cm である。

木棺はひどく腐食しており痕跡のみ残っており、木

棺壁と土坑壁の間をタルバガンが穴をあけ、土坑の

長軸方向には非常に大きな穴が残っていた。タルバ

ガンによって木棺の端が破壊されていたが、木棺内

部は大きく損傷していなかった。人骨は完全な状態

であったが元来の位置に全てそのままあるものはな

い。しかし、原位置から移動していない四肢骨と多

くの人骨片の位置を考慮すると、被葬者の頭は東側

を向いて埋葬されていたものとみられる。

　被葬者の頭右側からは多数の漆器片が出土し、右

腕横で鉄鏃と木製鏃、骨製弓付属具、青銅馬鐸、頭

飾と推定される異形青銅器、種子、鉄刀、轡、鋸、

用途不明の鉄器片多数を確認した。この他に帯装飾

具、矢筒装飾品及び銀箔製品が出土した。

b.2 号墓

　2 号墓は 1 号墓の北側に位置している大型墓の西

北側に連接している。外形は西北側から南東側にふ

れた円形に近い隅丸長方形で、規模は東西 4.5m、

南北 3.0m である。物理探査では地表に露出してい
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る石列を基準に内部径が 5.0m と測定され、このよ

うな数値の差が発生したのは石を積んで円形の積石

部を造成した大型墳 1 号墓と異なり、2 号墓の構造

が土坑周囲に積石するというより周囲を割石で示し

た程度であったためである。すなわち、2 号墓は 1

号墓からみると積石部がないが、長方形の土坑周囲

に割石をめぐらした石列の形になっている。平面の

形態も当初物理探査を実施した際には土と草で覆わ

れており円形であると識別されたが、発掘調査の結

果、円形に近い隅丸長方形の形態をしていることが

確認された。このような理由で円形と認識された物

理探査時の測定直径と発掘調査後の数値に差が表れ

たのである。

　2 号墓の遺構中心部の地表は積石部内部に厚い

堆積層が築かれた 1 号墓とは異なり、非常に薄い。

これは 1 号墓の積石部が中心部より高いため、風

によって一度内部に堆積した土は多くが浸食されな

かったが、石列からなる 2 号墓は風や雨のために堆

積と浸食が繰り返されて腐植土が非常に薄く残って

いるものとみられる。このため、薄い表土を除去し、

内面木棺の陥没のために下側へ弯曲した形態の土

層が現れた。土坑の掘壙ラインは地表下約 20.0cm

で確認され、掘壙ラインが確認された地点から約

25.0cm の深さまでは暗褐色、黒褐色の土壌が層位

を構成しており、この土壌を除去した直後に大きな

割石と小さな割石を満たした層が現れた。割石で満

たした層の厚さは約 50.0cm である。石を除去する

と小さな石を包含した黒色土壌 ( 厚さ約 10.0cm)、

砂利を包含した厚い砂層 ( 厚さ約 15.0cm)、黄褐色

土壌 ( 厚さ約 35.0cm) が順に現れた。土坑全体の深

さは約 190.0cm 以上で、板石で作られた石槨の高

さは底から約 70.0cm である。黄褐色土壌が終わる

とすぐに、約 10.0cm 程の砂質土壌と木板と推定さ

れる木質が多数出土した。発掘調査の結果、人骨は

木棺の東側に集まり混ざった状態で出土した。木棺

内部の副葬品からは若干の鉄器が収集された。被葬

者足側木板上側からは土器 1 点がさかさまの状態

で出土し、北側長軸木棺壁と立てられた石の間の空

間には土器 4 点が埋納されていた。

c. 墓の構造

　ホドギーン・トルゴイ匈奴古墳群で韓国・モンゴ

ル共同学術調査団が発掘調査した 4 基の墓は、広

い意味で大体類似している。しかし、円形の積石部

を備えている超大型墓ならびに大型墓と石列で積石

部の代わりをした中・小型墓に区分することがで

きる。地表上に現れた外形構造の差異は内部構造

にあっても若干の差をみせていた。大型クラスの 1

号墓は地表下約 70.0m まで隅丸方形の広い土坑を

掘り、さらに隅丸方形の面から約 360cm まで隅丸

方形の土坑を掘り下げた階段状をしていた。中型

クラスの 2 号墓の構造は 1 号墓と類似しているが、

構造に大きな差があった。墓の土坑は平面が隅丸方

形で、深さ約 20.0cm 掘り下げて再び隅丸方形の土

坑を深く掘っていた。墓の内部には積石層があって

木棺を安置する方法であり、1 号墓と 2 号墓が差を

みせている。1 号墓の場合、木棺上に置いた幅広い

横木の端を石でおさえた長方形の石列が現れたが、

2 号墓は板石を立てて木棺を安置する石槨をめぐら

せていた。そして、木棺上部と推定される場所に石

粒を多量に包含する土壌が現れ、この上に割石と砂

利を利用して覆土していた。

Ⅳ .考古学発掘調査と物理探査結果の比較

　墓の築造は木棺を安置し、この外を土壌で覆った

後、土と砂利、石を利用して埋めたことが判明した。

< 図 11> は 1 号墓の測線♯ 1B の電気比抵抗の様相

に発掘断面図を重ねたもので、高い電気比抵抗は土

坑を満たしていた堆石層の影響で、この形態的な類

似が考古学の発掘資料と一致していることが分か

る。同墓の円形積石部と発掘作業で把握された掘壙

周辺も積石された石の影響で高い電気比抵抗値を示

していた。墓の上部は埋葬当時約 30.0 ～ 40.0cm

以上の不規則な割石を満たして築造した形態で、こ

れらの反応で墓内部は高い電気比抵抗の分布を示

し、割石で満たされた層は陥没した状態であった。

地表下 210.0cm ほどまで土壌と割石が混じってい

た発掘結果と物理探査の結果を比較した場合、< 図

11> で深度約 2.0m までは高い電気比抵抗値を示し

ていたことが分かるが、若干の砂質土と砂利、木棺

が安置された部分の深度は低い電気比抵抗値を示し

ていることが分かる。発掘の結果、遺構中心部の表

土から底までの深さは約 360.0cm で、砂質土と砂

利、湿潤な土壌で満たされた木棺が位置する深さ約

2.0m 下は周辺地層との電気比抵抗値の差異が小さ

く、明確な区分が難しい。

　< 図 12> は中型クラスの 2 号墓に対する物理探

査の結果と発掘断面図を重ねて示したものである。

2 号墓の築造は 1 号墓と同じ順序で行われていた
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が、注目するに値する点は、木棺を安置した土坑周

囲に平らな板石を立てて石槨を設置していたことで

ある ( 深度 1.14 ～ 1.93m)。発掘で確認された墓の

深度は約 2.0m で、物理探査で解釈した深度と最小

で 50.0cm ほどの差異を示していた。高比抵抗帯の

水平的な分布が墓の規模より大きくみえるものは測

線の方向が墓と斜交して三次元的な効果で実際より

大きく映像化されたものと解釈された。

　2 基の墓に対する電気比抵抗画像のカラー等級を

調節すると、発掘断面図に近い表現をすることがで

きるが、1 号墓および 2 号墓に対する電気比抵抗の

画像が異なる反応をしたので、同一の電気比抵抗で

表現した。2 基の匈奴墓に対する発掘結果を比較す

ると、墓の上段では主に石で満たされて周辺地層よ

り相対的に高い電気比抵抗値を示し、墓下部は遺物

を埋葬し納める過程に従って、電気比抵抗値の差異

が発生したものと類推することができる。すなわち

墓の底に木棺を安置して埋葬物を納めた砂質土や砂

利等の厚さ、埋葬以降の降雨等の影響による湿度に

応じて墓周囲と電気比抵抗の差をみることができ

る。このように墓下部の多様な状態は、電気比抵抗

探査を利用した墓の深度の把握において解釈の不確

実性に影響を与える。

　発掘作業を通して知られた大型墓の形態と探査結

果を利用して、超大型瓢形墳の物理探査 3 号墓に

対する発掘結果を予想してみることにする。2 本の

測線に対する探査結果は全般的に一致しており中央

の高い電気比抵抗値の分布が深度約 4.0m ほどであ

ることを勘案したが、墓底までの深度は約 6.0m ほ

どに達すると判断された。すなわち 1 号墓の場合

は物理探査で高比抵抗帯として確認されていた深度

より約 2.0m ほど深かったことを考慮した。

　第一次の物理探査でデータ収集、処理及び解釈が

可能で、第二次の考古学的発掘で物理探査を行った

墓に対して発掘結果をもとに現場で追加探査を実施

する場合、今後発掘計画を策定する上で大いに参考

になるものと期待される。

Ⅴ . 結論

　考古発掘の計画を策定するためにモンゴル ホド

ギーン・トルゴイ匈奴古墳群で電気比抵抗探査を実

施した。短い探査日程、厳しい気候条件等、探査環

境が非常に厳しかったが 3 基の墓について資料を

得、韓蒙共同学術発掘調査団の探査結果をもとに墓

の推定深度を提示した。考古発掘調査では物理探査

を行った 3 基の墓のうち、2 基の墓に対して発掘調

査を実施した。

　大型クラスの 1 号墓の場合、深度について 3 部

分 ( 地表付近の円形積石部と石で充填した層、積石

層、砂利・土壌の包含層および木棺が安置された空

間 ) の区間は電気比抵抗が深度に応じて小さくなる

傾向をみせた。すなわち積石や石が満ちた空間から

は高い電気比抵抗を、土壌や木棺が位置する深度か

らは総体的に上部より小さな電気比抵抗を示してい

た。中型クラスの 2 号墓は、1 号墓とは異なり、埋

葬物の形態や充填物の物性差異から物理探査で推定

された深度が発掘された墓の深度より深く解釈され

た。そして、超大型クラスの 3 号墓は発掘調査が

実施されなかったが、1 号墓のような大型墓に対す

る発掘結果を勘案すると深さが約 6.0m の墓と推定

される。

　物理探査結果で推定した墓の深さや幅が発掘資料

と差を示した理由は、測点の方向と墓の方向との差、

電極間隔の設定、三次元の墓に対する二次元探査の

適用等、資料解釈における同じ種類の墓に対する事

前情報の不足などに起因する。非常に制限された環

境で遂行した探査の場合は前述した全ての条件を満

足させることはできないが、現在の物理探査技術は

地下の三次元精密画像化が可能であるため、十分な

時間と円滑な作業を遂行する条件が備わっている場

合、より良い結果を得ることができる。

　物理探査の主要目的は発掘予想深度を提示し、限

定された調査期間に発掘が可能な墓を選定し、考古

発掘調査を支援することである。単純に一次物理探

査結果のみをみると発掘深度と差異がみられるが、

発掘調査資料との多様な比較・分析結果は物理探査

適用の発展する可能性を提示し、今後物理探査の側

面から補完すべき技術的な事項と探査資料の解釈に

おいて考古学情報の活用等が最大化された場合、考

古発掘調査に大きく寄与することができるものと判

断される。
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図 1: ホドギーン・トルゴイ匈奴古墳群

図 2: 3 基の墓に対する電気比抵抗探査

図 3: 1 号墓測線 #1 の電気比抵抗探査の結果

上 : 現地探査資料　中 : 逆算結果理論資料

下 : 逆算の結果導き出された電気比抵抗の様相

図 4: 1 号墓測線 #1B 下部の電気比抵抗の様相

図 5: 2 号墓測線下部の電気比抵抗の様相

上 : 測線 #2A　下 : 測線 #2B

図 6: 3 号墓測線下部の電気比抵抗の様相

上 : 測線 #3A　下 : 測線 #3B

図 7: 1 号墓発掘平面図

図 8: 1 号墓発掘断面図

図 9: 2 号墓発掘平面図

図 10: 2 号墓発掘断面図

図 11: 1 号墓電気比抵抗探査結果と考古学的発掘結

果の比較 図では直線方向は < 図 2> と同じ墓の方向

と斜交する

図 12: 2 号墓電気比抵抗探査結果と考古学的発掘結

果の比較　図では直線方向は (< 図 2> と同じ墓の方

向と斜交する

モンゴル ホドギーン・トルゴイ匈奴墓

出土古人骨資料分析

B.ナラン (Б. Наран)

Ⅰ .古人骨資料保存状態

　2001 年に実施した韓蒙共同学術調査の結果、モ

ンゴル アルハンガイ県
アイマク

バトツェンゲル郡
ソム

ホドギー

ン・トルゴイ墓地から匈奴時代に関連する 4 体の

人骨が出土した。これらは匈奴時代モンゴル中部地

域に居住した人間の古人骨資料で、保存状態はそれ

ぞれ異なっている。

　この古人類学の資料は復元のため大韓民国国立中

央博物館に送られ、人骨に対する計測と分析を実施

し、今はモンゴル国立歴史博物館に所蔵されている。

4 基の墓から出土した人骨の状況は次のとおりであ

る。

1. 1 号モンゴル出土人骨 ( 図 1・29)

　人骨はほとんどが保存状態不良で、一部解剖学的

な価値を喪失した部分もある。この墓の発掘過程で

いくつものタルバガンの穴が発見されており、人骨

の一部が欠失しているのはおそらくタルバガンに

よって攪乱されたためと推定される。

　頭蓋骨は一部破壊された状態で出土し、後頭骨と

左側側頭骨、頬骨の一部が欠失していた。また下顎

骨はほぼ完全に残っていたが、筋突起が欠失してい

た。

　四肢骨のうち、上肢骨は左・右上腕骨、前腕骨が

完全に残っており、下肢骨は左・右脛骨と腓骨が

残っており、これらに対して計測が可能である。こ

の他に右側骨盤全体と左側骨盤の一部、肋骨の一部

と鎖骨の一部、肩甲骨全体と左側肩甲骨の一部が欠

失していた。手・足指骨が不完全に遺存しており大

腿骨は欠損していた。躯幹骨は頸椎と胸椎の一部の

み残っていた。

2.2 号墓出土人骨 < 図 3>

　頭蓋骨全体と左側上腕骨および右側尺骨が欠損し

ていたが、この他の多くの骨は状態が良好であった。

3.3 号墓出土人骨 < 図 4>

　頭蓋骨は左側側頭骨と後頭骨の一部、下顎骨が

残っており、四肢骨は良好な状態で保存されていた。

4.4 号墓出土人骨 < 図 5>

　出土人骨は他の墓から出土した人骨に比べて比較

的良好な状態で残っていた。

Ⅱ .年齢と性別の確認

　ホドギーン・トルゴイ墓地で出土した人骨は頭

蓋骨学 22、骨学 31 を指数として Brothwell D. R. 

[1983]、Bass W. M. [1995] ら の 計 算 し た 計 測 学

的方法にしたがった。病理学分析は Brothwell D. 

R. [1983]、Goodman A. M. [1988]、Buzhilova A. P. 

[1995]、 Ortner&Putchar [1983] の方法に基づき人骨

計測指数 (Indicator) に依拠して病理学的評価を与え
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た。

　ホドギーン・トルゴイ墓地から出土した 4 体の

人骨に Brothwell と Bass の年齢と性別測定方法にし

たがって、頭蓋骨、仙骨、骨盤の形態、構造と大きさ、

腸骨骨断線の骨化状態、歯の咬耗状態、顎の形態等

を総合すると、1 号墓出土人骨は 30 ～ 35 歳の男

性、2 号墓出土人骨は 15 歳ほどの男性と推定され

た。3 号墓から出土した人骨は 35 ～ 40 歳の女性、

4 号墓の人骨は上顎骨の乳歯と永久歯が共存してい

ることからみて 7 ～ 8 歳の子供 ( 小児 ) 人骨である

ことが分かる。

1.1 号墓出土人骨 ( 彩版 33、写真 87~92)

　1 号墓から出土した人骨に対する古人類学および

古病理学的な資料は表 1 ～ 11 のとおりである。

　頭蓋骨の一般的な形態は広鼻型 (platyrrhiny)、眉

上弓の曲がった骨が若干突出していた。顔骨が低

く、眼窩指数は広く (chamaeconchy)、上眼高指数

(hyperle pteny) は高い、小さな四角 (orthognath)

形の顔をしたヨーロペオイド系人種のものとみられ

る。

　骨格計測は基本的に Trotter and Gleser の算出式に

依拠して身長を測定しており、計測の結果、身長は

174.1cm と推定された。

病理現象：頭蓋骨－上顎と下顎の歯が完全に保存

されており、上顎切歯 2 本にエナメル質形成不

全 (enamel hypoplasia) と口蓋骨に口蓋突起 (palatine 

torus) の薄さがみられた。頭蓋骨左側鱗状縫合付近

の計測ポリオン (porion(Po)) から 1.0cm 上に 1.5 ×

1.5cm の円形孔が発見された。写真 1 のこの孔周

囲に炎症や回復症状が現れておらず、頭蓋骨内側の

骨膜に若干の変形が残ったことが観察された。これ

をもとに次のように推定することができる。当該

個体の左側鱗状縫合に現れた孔の形状と大きさ、構

造をみると、脳手術を受けた可能性がある。石器時

代から世界各地で 2 つの主要な目的でこのような

手術が行われた。その目的は次のとおりである。第

一は治療目的で施術されたもので、第二は信仰と

風習に関連するものである。故人をあの世に送る

際、悪霊を追い払う意味で死亡直前か直後に頭蓋

骨に孔をあけたことを何人かの学者 [Antonia 1983; 

Brothwell D. R. 1980] が記録している。青銅器時代

末期、初期鉄器時代と関連する ” チャンドマン文化 ” 

[D. Tseveendorj 1980] の遺跡でこのような手術をし

た痕跡がある 4 体の頭蓋骨が発見されており、こ

の場合にも上記 2 つの目的で手術したことを述べ

ている [B. Naran 2000]。これに関連してモンゴル中

部地域のアルハンガイ県
アイマク

バトツェンゲル郡
ソム

ホドギー

ン・トルゴイから出土した匈奴時代に関係する 30

～ 35 歳の男性人骨がやはり上のような目的で施術

をうけたものと推定される。しかし手術後に患者は

長く生きることができず、頭蓋骨に孔をあけたこの

行為がおそらく死亡原因になった可能性もある。

　この他にも保存状態が良くないが、右側上腕骨の

弯曲状態からみて次のような推定をすることができ

る < 写真 2>。第一に、痀瘻病の際に現れる弯曲状

態と類似する。しかし、このような条件から右側上

腕骨を他の長骨と比較してみると、右側上腕骨での

み検知することができる程度に弯曲していることか

ら、痀瘻病ではないことが分かる。第二に、骨折－

おそらく上腕骨を骨折した後、正しくない状態で回

復したために弯曲した可能性もある。大韓民国国立

博物館保存室で電子顕微鏡および X 線撮影を実施

し、上腕骨に対して分析した。この上腕骨の X 線

写真を TVXI-160 と電子顕微鏡 M-651 で撮影た結

果、骨折であることが分かった < 写真 3>。同じく

骨折のために骨治癒 (osteomilet) の初期症状が現れ

ていることを分析過程から明らかにできた。

　頭蓋骨の非計測的形質 (=nonmetric traits)：この

人骨には眼窩上切痕 (supraorbital notch present)、眼

窩 上 孔 (supraorbital foramen)、 オ ト ガ イ 孔 (mental 

foramen number)、顎下骨筋稜 (mylohyoid ridge) 等が

みられた。

2.2 号墓出土人骨 ( 写真 125, 126)

　2 号墓から出土した人骨は頭蓋骨と下顎骨が残っ

ておらず、頭蓋骨の計測が不可能であった。骨学計

測を基本として Trotter and Gleser 式を使用して身長

を推定し、この結果 2 号墓から出土した 15 歳の男

性の身長は、大腿骨と脛骨計測の結果 167.3cm と

推定された。脛骨は肥大した脛骨 (eurycnemic) の状

態で、脛骨の扁平指数 (platycnemic index) は 86 で

ある。

3.3 号墓出土人骨 ( 写真 141, 142)

　3 号墓から出土した頭蓋骨学的な資料は計測

が不可能であった。骨学計測を基本に Trotter and 

Gleser 式より身長を推定し、その結果 3 号墓から
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図 1　1号墓出土頭蓋骨

出土した 35 ～ 40 歳女性の身長は長骨計測の結果

155.54cm と推定された。

　病理現象：3 号墓から出土した 35 ～ 40 歳の女

性人骨から腰椎の 2・4 本と、胸椎の 11 本は骨増

殖症 (osteophytosis) の痕跡がみられ、頭蓋骨につい

ては下顎骨の歯牙のみ調査した。歯の咬耗が進んで

いることは昔の遊牧民の食生活と関連すると説明で

きるものである。

4.4 号墓出土人骨 ( 彩版 56、写真 159~162-1･2)

　4 号墓からは 7 ～ 8 歳の子供の人骨が出土した。

病 理 現 象： 第 一 期 エ ナ メ ル 質 形 成 不 全 (enamel 

hypoplasia) お よ び 口 蓋 隆 起 (palatine torus) が み ら

れる。上顎骨の下部分付近に炎症症状をもった非

常に小さな孔が発見され < 写真 4>、これを顎関節

(temporo-mandibular joint) とみると子供がこのよう

な病気にかかる場合がそれほど多くないことから、

図 2　1号墓出土人骨

図 3　2号墓出土人骨

図 4　3号墓出土人骨

図 5　4号墓出土人骨

残存部位

残存部位

残存部位

残存部位

残存部位
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下顎と上顎歯牙の状態と関連して解釈する必要があ

りそうで、上記の診断は可能性がないものと思われ

る。一方、骨化過剰 (hyperostosis) は主に子供に多

く現れ、この病は栄養と微量栄養素 (micro element)

不足と関連して説明できる。おそらくこの子供は栄

養不足で死亡したものとみられる。

Ⅲ .結論

　以上アルハンガイ県バトツェンゲル郡ホドギー

ン・トルゴイ遺跡で発掘された 4 基の墓から出土

した人骨に対する古人類学及び古病理学上認知可能

な情報を提示した。

　1 号墓で出土した 30 ～ 35 歳の男性の身長は、

脛骨に対して計測し、174.1cm であることが分かっ

た。頭蓋骨の一般的な形態は広鼻型 (platyrrhiny)、

眉弓骨 ( 眼窩上骨 ) が突出しており、　頬骨が低く、

眼窩指数が低く (chamaeconchy)、上眼高指数は高く

(hyperlepteny)、小さな四角形の顔 (orthognath) であっ

た。このように解剖学上の特徴からみて、1 号墓出

土人骨はヨーロペオイドの顔形を備えていたものと

考えられる。2 号墓から出土した 15 歳男性の身長

は大腿骨と脛骨に対して計測した結果、167.3cm

と推定され、3 号墓から出土した 35 ～ 40 歳女性

の身長は脛骨計測の結果、155.54cm と算出された。

4 号墓から 7 ～ 8 歳子供の人骨が出土した。1 号墓

と 4 号墓の被葬者間の関係については確認されて

いない。

　病理学的に 1 号墓から出土した男性の上顎の切

歯 2 本にエナメル質形成不全 (enamel hypoplasia)

が、口蓋骨には口蓋隆起 (palatine torus) がみられ

た。頭蓋骨左側の鱗状縫合付近の計測点ポリオン

(porion(Po)) から 1.0cm 上に 1.5 × 1.5cm の大きさ

の手術を受け、手術後に患者が長く生きることがで

きず、おそらくこの手術が死亡原因になったもの

と推定された。この他にも保存状態が悪い弯曲し

た状態の右側上腕骨を電子顕微鏡と X 線で検査し

た結果、弯曲現象は骨折とそのためにできた骨治癒

(osteomilet) の初期症状が現れたものと判断された。

3 号墓から出土した 35 ～ 40 歳女性の人骨の腰椎

2・4 本、胸椎 11 本に骨増殖症 (osteophytosis) の症

状がみられ、ただ下顎歯牙のみ調査することがで

きたが、歯牙咬耗度はとてもひどい状態であった。

4 号墓から出土した 7 ～ 8 歳の子供の人骨から第

一期のエナメル質形成不全 (enamel hypoplasia) と口

蓋隆起 (palatine torus) がみられ、上顎骨の内側に骨

化過剰 (hyperostosis) がみられた。この疾患は子供

にみられる場合が多く、栄養と微量栄養素 (micro 

element) 不足と関連すると説明することができるも

のである。
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Ⅰ .はじめに

　木が備えている材質的特徴の違いは木材の用途を

決定する重要な要素である。ゴル・モド遺跡より出

土した木材の樹種調査は、当時の道具、燃料、建築

など木材を利用する生活相を仮想復元し、遺跡周辺

の植生分布を推定する大きな助けとなる。本調査は

モンゴル匈奴墓から出土した木材を対象として樹種

調査を行った結果であり、木材の利用と周辺植生分

布の理解に部分的に助けとなるものと考えられる。

Ⅱ .調査方法

　出土した木材資料について実体顕微鏡で三断面

1) を確認し、概略的な調査を実施した。確認した

三断面を SEM2) 資料台に固定して走査電子顕微鏡

(SEM HITACHI S-3500N) で組織を調査し、その特

徴を写真撮影して『木材組織と識別』、『韓国産木材

の構造』を参照して識別した。
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視片面 点数 区分 出土位置 樹種 備考

木函片 1 a 2001-1 号 ヤマナラシ属
1 b ヤマナラシ属

木棺壁 1 c 2001-1 号 カラマツ属と推定

木炭 1 d 2001-1 号 ( 上部 ) ヤナギ属
1 e 2001-1 号 ( 下部 ) ヤナギ属

矢柄 1 i 2001-1 号 シラカバ属と推定
1 j カラマツ属

木棺壁 1 k 2001-2 号 ( 上部 ) カラマツ属
1 l 2001-2 号 ( 下部 ) カラマツ属

床木片 1 m 2001-2 号 ( 東 ) カラマツ属
1 n 2001-2 号 ( 西 ) カラマツ属

床連結木 1 s 2001-2 号 カラマツ属
床板 1 t 2001-2 号 カラマツ属

木炭 1 o 2001-3 号 ( 上部 ) トウヒ属
1 p 2001-3 号 ( 下部 ) カラマツ属

木棺壁 1 q 2001-4 号 針葉樹材
木炭 1 r 2001-4 号 ヤナギ属
総数 17

Ⅲ . 結果

組織の特徴

・カラマツ属 (Larix)

　横断面から早材と晩材の境界が明白で、厚壁の垂

直樹脂構を伴っている < 写真 1>。放射断面では有

縁壁孔は 1 ～ 2 列で放射組織は放射柔細胞と放射

仮導管で構成され、念珠状末端壁が発達している。

分野壁孔はトウヒ型 (piceoid) とヒノキ型 (cupressoid)

で 3 ～ 5 個が観察される < 写真 2>。接線断面では

放射組織は大部分単列で、厚壁の垂平樹脂構を伴っ

ている < 写真 3>。識別基準は横断面では垂直樹脂

構を伴い、放射断面では有縁壁孔が 2 列に配列し

ており、垂平樹種構の上皮 (Epithelium) 細胞壁が厚

壁で、分野壁孔がトウヒ型で 3 ～ 5 個観察される

ことで、カラマツ属と識別された。

・トウヒ属 (Picea)

　横断面では仮導管壁は薄く、垂直樹脂構が単独ま

たは接線方向に配列しており、上皮細胞は分厚いも

のと薄いものが混在している < 写真 4>。放射断面

では有縁壁孔は大部分 1 列である。放射組織は単

列で水平方向が分厚く、多くは単壁孔帯が存在し、

念珠状末端壁が発達していた。放射仮導管の水平壁

は比較的平滑で、早材仮導管と放射仮導管が直交す

る分野壁孔は典型的なトウヒ型で 2 ～ 6 個ある <

写真 5>。接線断面では放射組織は大部分単列や方

錐形放射組織であり、上皮細胞壁は薄壁である < 写

真 6>。識別基準は接線断面では水平樹脂構の上皮

　　表 1　樹種識別結果

細胞壁が薄く、仮導管の有縁壁孔が 1 列で典型的

なトウヒ形をしていることで、トウヒ属と識別され

た。

・ヤナギ属 (Salix)

　横断面では散孔材で導管は孤立、あるいは 2 ～ 4

個が複合し放射方向に分布している < 写真 7>。放

射断面では放射組織は異性型で導管相互間壁孔は交

互状を示していた < 写真 8>。接線断面は単列放射

組織であって、導管は単穿孔である < 写真 9>。識

別基準は横断面状散孔材で、導管の穿孔が単穿孔で

単列放射組織が異性型をしてしており、ヤナギ属と

識別された。

・ヤマナラシ属 (Populus)

　横断面では散孔材で、導管は孤立または 2 ～ 4

個が複合し放射方向に分布している < 写真 10>。放

射断面では放射組織は同性型で、導管相互間壁孔は

交互状を示している < 写真 11>。接線断面は単列放

射組織であり、導管は単穿孔である < 写真 12>。識

別基準は横断面が散孔材で導管の穿孔は単穿孔、単

列放射組織は同性型を示しており、ヤマナラシ属と

識別された。

・カバノキ属 (Betula)

　1 号墓から出土した矢柄片は木材組織が大部分劣

化しており、走査電子顕微鏡で観察した結果、横断

面では散孔材で、導管は孤立または複合管孔が散在

していた < 写真 13>。放射断面では放射組織は同性

型で、導管相互間壁孔は交互状を示していた < 写真

14>。接線断面は単列及び 2 ～ 3 列の放射組織が現

れており、導管は単穿孔が確認されたシラカバの組

織特性を有しているカバノキ属と推定され

た < 写真 15>。

Ⅳ .まとめ

　モンゴル ホドギーン・トルゴイ匈奴墓

から出土した木材の場合、針葉樹材はカラ

マツ属とトウヒ属で、広葉樹材はヤナギ

属・ヤマナラシ属・カバノキ属と識別され

た。木棺及び床木板と蓋板はカラマツ材で、

これは主に北半球温帯地域に分布する樹種

で材質が比較的堅い。現在は建築材をはじ

めとして枕木等、強度を必要とするものに

多く利用されている。木函片と木炭はヤマ

ナラシ属とヤナギ属で、ヤナギ科に属する

これらの木は北半球温帯やヘンティー地域
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に分布生長しており、材質が均一で加工が容易であ

り、彫刻用・家具用・パルプ用材として多く利用さ

れている。現在でもカラマツ属、ヤマナラシ属、ヤ

ナギ属等はモンゴル地域に主に分布している樹種で

ある。
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AMS についての結果

ソウル大学校基礎科学教育研究共同機器院

AMS 研究室

　AMS 測定についての結果は 3 回の測定値を平均

した値から、資料準備過程や測定過程で発生する

同位元素比の変化 (Fractionation) を δ13C=-25‰ 基

準値で補正して出したものである。資料の年代は

W. Libby の 14C mean life 8033 yrs. を使用して導き

出され、通常の放射性炭素年代 (Radiocarbon Age) 

BP(years before present) で示した。誤差の算出は標

準偏差に依拠している。

Calibration 結 果 は M Bronk Ramsey C.(1994), 

“Analysis of Chronological information and Radiocarbon 

Calibration: The Program OxCal”, Archaeological 

Computing Newsletter 41, p11-16, により OxCal v2.18

を使用して求めたが、これは Dendro Calibration 資

　結果

資料 ID 資料説明 資料量 (mg) LAB 番号 13C(‰ ) pMC(%)
放射性炭素

年代 (BP)

#1.1号木棺片(底) Wood 2.8 SNU 02-051 -26.0 2060 ± 40

　年代測定を行った結果

資料 ID 放射性炭素年代 (BP) 年代校正 (Calibrated Ages)

#1.1 号木棺片 (底 ) 2060 ± 40BP 60BC

AMS 測定測定についての結果 (SNU02-051)

AMS 測定測定についての結果 (SNU02-052)

　結果

資料 ID 資料説明 資料量 (mg) LAB 番号 13C(‰ ) pMC(%)
放射性炭素

年代 (BP)

#2.1 号上部木炭 Charcoal 3.1 SNU 02-052 -26.1 1910 ± 40

　年代測定を行った結果

資料 ID 放射性炭素年代 (BP) 年代校正 (Calibrated Ages)

#2.1 号上部木炭 1910 ± 40BP 80AD

　結果

資料 ID 資料説明 資料量 (mg) LAB 番号 13C(‰ ) pMC(%)
放射性炭素

年代 (BP)

#3.1 号下部木炭 Charcoal 3.6 SNU 02-053 -31.7 1910 ± 40

　年代測定を行った結果

資料 ID 放射性炭素年代 (BP) 年代校正 (Calibrated Ages)

#3.1 号下部木炭 1910 ± 40BP 80AD

AMS 測定測定についての結果 (SNU02-053)
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AMS 測定測定についての結果 (SNU02-054)
　結果

資料 ID 資料説明 資料量 (mg) LAB 番号 13C(‰ ) pMC(%)
放射性炭素

年代 (BP)

#4.1 号出土種子
(床面出土 )

種子 3.3 SNU 02-054 -26.1 1980 ± 40

　年代測定を行った結果

資料 ID 放射性炭素年代 (BP) 年代校正 (Calibrated Ages)

#4.1 号出土種子 (床面出土 ) 1980 ± 40BP 35AD

AMS 測定測定についての結果 (SNU02-055)
　結果

資料 ID 資料説明 資料量 (mg) LAB 番号 13C(‰ ) pMC(%)
放射性炭素

年代 (BP)

#5.2 号木棺壁
(側板 )

Wood 5.4 SNU 02-055 -24.2 2350 ± 40

　年代測定を行った結果

資料 ID 放射性炭素年代 (BP) 年代校正 (Calibrated Ages)

#5.2 号木棺壁 (側板 ) 2350 ± 40BP 400BC

AMS 測定測定についての結果 (SNU02-056)
　結果

資料 ID 資料説明 資料量 (mg) LAB 番号 13C(‰ ) pMC(%)
放射性炭素

年代 (BP)

#6.2 号台木片
(東側 )

Wood 3.5 SNU 02-056 -23.8 2100 ± 40

　年代測定を行った結果

資料 ID 放射性炭素年代 (BP) 年代校正 (Calibrated Ages)

#6.2 号台木 (東側 ) 2100 ± 40BP 110BC

AMS 測定測定についての結果 (SNU02-057)

　結果

資料 ID 資料説明 資料量 (mg) LAB 番号 13C(‰ ) pMC(%)
放射性炭素

年代 (BP)

#7.3 号下部木炭 Charcoal 3.1 SNU 02-057 -23.5 2150 ± 40

　年代測定を行った結果

資料 ID 放射性炭素年代 (BP) 年代校正 (Calibrated Ages)

#7.3 号下部木炭 2150 ± 40BP 335BC or 190BC

AMS 測定測定についての結果 (SNU02-058)

　結果

資料 ID 資料説明 資料量 (mg) LAB 番号 13C(‰ ) pMC(%)
放射性炭素

年代 (BP)

#8.4 号木棺片
( 側板 )

Wood 2.9 SNU 02-058 -23.4 2060 ± 30

　年代測定を行った結果

資料 ID 放射性炭素年代 (BP) 年代校正 (Calibrated Ages)

#8.4 号木棺片 (側板 ) 2060 ± 30BP 75BC

AMS 測定測定についての結果 (SNU02-059)
　結果

資料 ID 資料説明 資料量 (mg) LAB 番号 13C(‰ ) pMC(%)
放射性炭素

年代 (BP)

#9.4 号下部木炭 Charcoal 7.1 SNU 02-059 -26.7 2100 ± 40

　年代測定を行った結果

資料 ID 放射性炭素年代 (BP) 年代校正 (Calibrated Ages)

#9.4 号下部木炭 2100 ± 40BP 110BC
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料を根拠としたものである。

前処理について

通常の炭酸塩除去のための酸および塩基処理をし

た。その後残った有機物から炭素を採取するために

Combustion 過程を経、最終的に Reduction 過程を経

て Graphite 化した。
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物理探査

1-1. モンゴル国立歴史博物館

1-2. モンゴル科学アカデミー考古研究所

2-1. オルホン川
ゴル

の検問所

2-2. 口蹄疫の防除　　3-1. オルホン川
ゴル

の木橋

3-2. 草原の井戸　　　4-1. 寒い夜をすごす調査員

4-2. 眠っている調査員

5-1. 宿舎として利用したバトツェンゲル郡
ソム

幼稚園

5-2. バトツェンゲル郡
ソム

幼稚園

6-1. おじいさんと孫娘　　7-1. キャンプ設営

7-2. ゲル組み立て　　　　8-1. キャンプ全景

8-2. 食事準備　 9-1. キャンプを訪問した現地住民

9-2. 吹き荒れる砂嵐　　　10-1･2. ケレクスル

11-1. 青銅器時代古墳群     11-2. 北
ホイド

タミル川
ゴル

12-1. ツァツ洞窟遺跡　 12-2. 岩窟に書かれた文字
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12-3. 岩画　　　　　　 13-1･2. 現地住民

14-1. 探針棒設置　　　 14-2. 測定位置の確認

15-1. 電気非抵抗値の測定　15-2. 墓の位置測量

16-1. ゲル内の調査員　　16-2. 暴雪中のゲル内部

17-1. 遭難状態の調査団

17-2. 暴雪が止んだ後のキャンプ

18-1. 雪が降る前　　18-2. 雪が降った後

19-1. 撤収準備　　　19-2. 故障車輛修理

20-1･2. 故障車両の牽引　　21-1. 除雪作業

21-2. 雪道に立ち止った車両の牽引

22-1. 故障車両修理　　22-2. 故障車両の修理完了

23-1. 凍死した家畜　　23-2. 凍死した羊

24-1. ゲル内の羊たち　24-2. 角杯で乳を飲ませる

25-1. 雪に覆われたゲル　　25-2. 牛搾乳

26-1. 雪に覆われた草原の道

26-2. 舗装道のレストハウス

発掘調査

27-1. 出発前の調査団

28-1. 遺跡と調査団のキャンプ

1 号墓

29-1. 墓全景 ( 南→北 )　　　29-2. 表土除去作業

30-1. 表土除去後 ( 西→東 )　30-2. 実測作業

31. 積石の状態　1. 南西側外部　2. 南側外部　3. 南

東側内部

32-1. 上部一次土手 ( 南→北 )

32-2. 上部一次土手層位西部

33-1. 上部一次土手除去後 ( 南→北 )

33-2. 上部一次土手除去後 ( 東→西 )

34-1. 内部露出作業　　　34-2. 上部二次土手

35-1･2. 上部二次土手層位西部

36-1. 一次面掘壙線 ( 南東→北西 )

36-2. 一次面掘壙線 ( 北東→南西 )

37-1. 一次面土手 ( 南東→北西 )

37-2. 一次面土手 ( 北東→南西 )

38-1. 二次面土手 ( 南東→北西 )

38-2. 二次面土手除去後 ( 北東→南西 )

39-1･2. 二次面土手層位西部　　40. 内部露出作業

41-1. 内部掘り下げ作業

41-2. 内部堆積土除去作業　　42-1. 土坑内部層位

42-2･3. 土器出土状態　　　　43. 遺構露出作業

44. 三次面　1. 石列　2. 層位　3. 羊骨　4. 肋骨　

5. 下肢骨

45-1. 四次面石列　　　　 45-2. 四次面出土下顎骨

46-1. 四次面タルバガンの穴

46-2. 四次面出土人骨　　 47. 遺物実測作業

48-1. 四次面遺物出土

48-2. 四次面の土器および馬骨出土状態

49-1. 四次面出土頭蓋骨　 49-2. 四次面出土横木痕

50-1. 四次面出土植物痕　 50-2. 四次面出土人骨

51. 四次面遺物出土状態

52. 五次面遺物出土状態 ( 外から )

53. 五次面遺物出土状態 ( 下から )

54-1. 土坑壁 ( 下から )　　54-2. 土坑壁 ( 外から )

55-1. 木棺内部の状態 ( 上半身部分 )

55-2. 木棺内部の状態 ( 下半身部分 )

56-1. 弓　　　　　　　56-2. 弓付属具

57. 副葬空間　　　　　58-1. 馬鐸出土状態

58-2. 馬鐸出土状態細部　59-1. 馬装飾品出土状態

59-2. 種子・馬装飾品出土状態細部

60. 副葬遺物出土状態細部

61-1. 副葬遺物出土状態　61-2. 鏃出土状態西部

62-1. 轡・刀・鋸出土　 62-2. 轡・刀出土状態細部

63-1. 鋸出土状態細部　 63-2. 鉄製装身具出土状態

64-1･2. 漆片　65-1. 土坑床面

65-2. 復旧作業　　　66-1. 発掘調査表示石

66-2. 発掘調査をおえて　　67-1. 壺形土器

67-2. 細部	 　　　 68-1. 高坏形土器

68-2･3. 細部　　　　　69-1. 深鉢形土器

69-2･3. 細部　　　　　70-1 ～ 4. 上部出土土器片

71-1. 馬鐸　　　　　　71-2 ～ 5. 細部

72-1. 馬装飾品　　　　72-2･3. 細部

73-1 ～ 7. 矢筒付属具　74-1･2. 靴装飾具

74-3. 円形装飾具　　　74-4.74-3 の細部

74-5･6. 円形装飾具　　75-1･2. 長方形鉸具

75-3. 環形鉄器　　　　75-4. 帯状鉄器

75-5. 帯鉸具  　　　　  76-1 ～ 3. 両翼形装飾具

76-4. 円形装飾具　　　76-5. 楕円形装飾具

77-1 ～ 6. 心葉形装飾具　　77-7. 細部

78-1 ～ 3. 轡付属具　　　　79-1. 大刀

79-2.79-1 の細部　　    79-3. 小刀

80-1. 鋸　　　　　　    80-2.80-1 の細部

80-3. 小刀片　　　　    80-4. 板状鉄器

81-1. 熊手状鉄器　　    81-2 ～ 8. 不明鉄器片

82-1. 鏃　　　　　　    82-2.82-1 の細部

82-3 ～ 5. 鏃                  83-1 ～ 5. 鏃

83-6. 異形鉄器　　　    83-7. 木製鏃

84-1. 弓付属具　　　    84-2. 弓復元品

84-3. 種子　　　　　    84-4. 鹿角
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85-1･2. 銀箔製品           85-3. 漆片

86. 漆片                         87. 人骨

88-1･2. 頭蓋骨　　　   89-1. 頭蓋骨

89-2. 下顎骨                  90-1. 脳手術痕

90-2. 右側骨盤               90-3. 右側上腕骨

90-4.90-3 の細部　   　91. 右側上腕骨 X 線写真

92-1･2. 椎骨　　　　93-1･2. 馬骨

94-1. 羊骨　　　　　94-2. 牛骨

94-3. 各種動物骨　　95-1･2. 各種動物骨

2 号墓

96-1. 墓全景 ( 南→北 )　　　96-2. 表土除去作業

97-1. 表土除去後 ( 北東→北西 )　97-2. 実測作業

98-1. 上部土手 ( 南東→北西 )

98-2. 上部土手層位 ( 南東→北西 )

99-1. 上部土手 ( 北東→南西 )

99-2. 上部土手層位 ( 北東→南西 )

100-1. 内部掘り下げ作業　100-2. 太陽光線の遮断

101-1･2. 一次面掘壙線　　101-3. 一次面層位

102-1･2. 一次面積石層　　103-1. 一次面積石層

103-2. 一次面積石層下部　104-1. 中間の積石

104-2. 内部板石露出　　　104-3. 木棺痕

105. 内部板石露出　　106. 二次面板石および木棺

107-1. 二次面板石および木棺

107-2. 二次面木棺痕

108-1. 二次面木棺および人骨

108-2. 燈盞　　　　　　　109. 遺物露出作業

110-1. 三次面出土人骨　　110-2. 三次面出土鉄器

111. 三次面出土木棺および人骨

112-1. 三次面出土人骨および鉄器

112-2. 三次面木棺床　　113-1 ～ 4. 内部露出過程

114-1. 三次面土器出土状態 ( 外から )

114-2. 三次面土器出土状態 ( 下から )

115. 遺物露出作業　　　116-1. 土器出土状態

116-2. 土器取り上げ後

117. 四次面床に置かれた台木

118-1. 板石除去作業

118-2. 石槨築造に使われた板石

119. 四次面土坑床　　　 120-1. 復旧作業

120-2. 復旧作業終了後　 121-1. 発掘調査表示石

121-2. 深鉢形土器内部動物骨

122-1･2. 深鉢形土器        123-1･2. 壺形土器

124-1. 燈盞　　　　        124-2. 土器底部

124-3 ～ 5. 鉄器               125. 人骨

126-1 ～ 5. 人骨細部

127-1. 深鉢形土器内部出土動物骨

127-2. 牛骨　　　　　　 127-3. ネズミ骨

3 号墓

128-1. 墓全景 ( 南→北 )

128-2. 表土除去後 ( 南→北 )

129-1. 上部土手 ( 南西→北東 )  129-2. 骨出土状態

130-1･2. 掘壙線確認　　131-1. 上部土手層位

131-2. 掘壙線　　　　　132-1. 土器片出土状態

132-2. 土器片出土状態細部

133-1. 一次面露出状態 ( 南西→北東 )

133-2. 一次面露出状態 ( 南東→北西 )

134-1. 二次面露出全景　　134-2. 土坑内部層位

135-1. 二次面露出状態

135-2. 二次面露出状態細部

136-1. 遺構と人骨出土状態

136-2. 三次面人骨出土状態

137. 人骨出土状態細部　 138-1. 土坑床面木炭痕

138-2. 木炭痕細部　　　 139-1･2. 腰坑

140-1. 復旧作業完了後　 140-2. 出土土器片

141. 人骨　　　　　　    142-1. 頭蓋骨編

142-2. 下顎骨　　　　    143-1･2. 牛骨

143-3･4. 羊骨

4 号墓

144-1. 墓全景 ( 北西→南東 )

144-2. 表土除去後 ( 南東→北西 )

145-1. 内部掘り下げ作業　 145-2. 内部調査作業

146-1. 上部土手　　　　146-2. 掘壙線確認

147-1. 掘壙線　　　　    147-2. 層位

148-1. 土坑内部　　　    148-2. 蓋石露出状態

149.4 号墓と 1 号墓全景　 150-1. 土坑内部層位

150-2. 遺構内部状態　　　151-1. 蓋石露出状態

151-2. 蓋石　　　　　　152-1. 頭蓋骨出土状態

152-2. 土器出土状態　　153-1. 一次面出土状態

153-2. 一次面人骨細部　154-1. 二次面出土状態

154-2. 副葬品出土状態

155. 木棺出土状態 ( 北西→南東 )

156. 木棺出土状態 ( 南東→北西 )

157-1. 土坑床　　157-2. 発掘調査表示石

158-1. 壺形土器　158-2. 燈盞

158-3. 小刀　　　158-4. ガラス玉

159. 人骨　　　　160-1･2. 頭蓋骨

161-1. 頭蓋骨　　161-2. 下顎骨

162-1･2. 頭蓋骨細部　　162-3･4. 羊骨

163-1･2. 羊骨　　           163-3. 各種動物骨
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周辺遺跡

164-1. ソルビ・オール古墳群

164-2. ソルビ・オール 2000 年調査墓

165-1. ザミン・トルゴイ匈奴古墳群

165-2. ザミン・トルゴイ匈奴墓

166-1. エメール・トルゴイ付近のバヤン・オール

の遺跡

167. 平板測量作業

生活

168-1. バトツェンゲル郡
ソム

長の現場視察

168-2. バトツェンゲル郡
ソム

の地域状況の説明 ( 左下 :

郡長 )

169-1. 調査委員の訪問 (1 号墓 )

169-2. 調査委員の訪問 (2 号墓 )

170-1. キャンプ全景　　       　170-2. 食事準備

171-1. 風に倒れた食堂天幕　　171-2. 朝食

172-1. 炎天下の休息時間

172-2. 草原のバレーボール コート

地域のナーダムの祝祭

173-1. ラマ高僧　　        173-2. 重要人士の面談

174-1. モンゴル相撲選手 174-2. モンゴル相撲競技

175-1. 競馬出走前　　　 175-2. 競馬

発掘調査団員

176-1.2001 年発掘調査団員

176-2. 発掘調査を終えウランバートルにて

翻訳後記

　本訳文は대絅민국 국립중앙박물관・몽골국립 역

사박물관・몽골과학아카데미 고고학연구소 2003

『한 - 몽 공동학술조사보고 제 3 책 몽골 호드긴 톨

고이 흉노 무덤』を訳出したものである。この報告

は本文・図面篇と写真篇の二分冊から構成されてい

る。原報告は韓国語とモンゴル語の 2 言語で書か

れている。翻訳にあたっては主に韓国語版を参照し

て本文・図版篇の全文と写真篇の目次を訳出した。

紙幅の都合上、本文・図版篇の一部の図版、そして

写真篇の写真は掲載していない。本稿に再録した図

版の番号は原報告のままである ( 本文・図版編の附

録にある図表は各稿ごとに番号が独立しており、本

文と続いていない )。ホドギーン・トルゴイ匈奴墓

の図面と写真については本稿を参照しつつ原報告を

確認して頂きたい。( 大谷 )
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弥生時代の人形土器

櫻井 秀雄

１．はじめに

　平成 24 年 3 月に報告書が刊行された長野県佐久

市の西一里塚遺跡群からは、弥生時代の顔面造形が

2 点出土している。私は発掘調査から報告書刊行ま

で携わり、これらを人形土器として報告した [ 長野

県埋文センター 2012]。本稿ではその資料を紹介す

るとともに、人形土器について若干の検討・考察を

行っていきたい。

２．西一里塚遺跡群出土の事例

　佐久市平塚から岩村田地籍にひろがる西一里塚遺

跡群は、昭和 47 年以来、数次の発掘調査が行われ

てきており、弥生時代中後期の集落跡や墓跡など

がみつかっている。なかでも昭和 48 年の調査では

千曲川流域では初めてとなる環壕の発見があり、注

目を集めてきた遺跡である。そして平成 16 年から

18 年の 3 ケ年において、中部横断自動車道建設に

伴う発掘調査が 25,100㎡にわたり実施され、2 点

の弥生時代の顔面造形が出土したのである。

（１）No1 例

　No1 例は、頭頂と底面がわずかに欠損・剥落し

ているものの、頭部から底部までの全体像がわかる

資料である。現存する全長は 28.2㎝を測る。胴部

の最大径は欠損しているが 12㎝以上はあると推定

できる。　

　頭部は中実である。頭頂部は盛り上がっており、

これは髪形を表現していると思われる。後頭部をみ

ると大部分は剥落しているが頭頂から粘土紐を貼り


